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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【旧きゆう精せい紀き】この星がまだ「地球」と呼よばれていた、科学文明時代のこと。大戦の末に滅めつ亡ぼうしたと伝えられる。

【新精紀】人が迎むかえた、新たな時代のこと。科学のかわりに、精せい霊れいと共に生きることを選んだ新世界。

【錬れん精せい術じゆつ】滅ほろびを招いた科学を忌いみ、捨すて去った人類が、新たに手にした力。人の精せい命めい力りよくを源みなもととして、文字、記号、図形などで世界に満ちる精霊の力を導みちびき、現げん象しようを具現化する。

【遺い跡せき】旧精紀に建けん造ぞうされた、千年経へても未いまだ残る、今は人の住まない廃はい墟きよ。主に大戦時に建造された、要よう塞さい施し設せつなどを示しめす。

【遺跡探求者ロスト・リサーチヤー】遺跡に侵しん入にゆうし、禁きん忌きである科学を解かい析せきしようとする、異い端たん者しや。





《信しん精せい帝てい國こく標ひよう準じゆん辞書より抜ばつ粋すい》　









　【プロローグ】







　濃のう紺こんの夜空いっぱいに星が瞬またたき、流れて消える。いくつも、いくつも。

　とびきり派は手でな、シャワーのような流星群ぐんに彩いろどられた夜だった。

「ふわあー……すっごいねーっ」

　愛用のゴーグルを首元に外して下げて。銀色の瞳ひとみで直じかに、真上で煌きらめく一面の光景を銀ぎん髪ぱつの少女は見た。ただし、それ以上の言葉は出ない。

　きれいで、すごくて、圧あつ倒とうされて……。

「うー～～～～～～んっ！」

　だから少女──天てん華かは、そんな夜空高くに飛ばした純じゆん白ぱくの機体の上で。十六歳さいの肢し体たいを伸ばし、ごろりと背せ中なかを倒たおすのだった。

　──流星群を目にしたのは、天華がとある遺跡での発はつ掘くつを終えて、「遺跡探求者ロスト・リサーチヤー」として根ね城じろにしている空舞まう浮ふ遊ゆう都と市しへと、一度戻もどってきた直後であった。あまりの鮮あざやかさに、つい心を奪うばわれて。天華は相あい棒ぼうの少年と共に、思わずこうして舞翼ライドを駆かり、モノトーンに満ちた雲海たなびく世界へと飛び出したのだ。

　視し界かいを支し配はいするのは、流れ落ちる光の世界のみである。邪じや魔まするものは、何もない。

「……ねえ、知ってる？　Ｇジー」

　ふと。しばし真上の光景を楽しんで、天華はそんなことを呟つぶやいてみる。

「昔、父さんに聞いたことがあるんだけどさ。この流星ってのは、ずっとずっと空の上の──空気のない宇う宙ちゆうってとこから、小さな岩の欠片かけらみたいなのが落ちてきてるだけなんだって。そんなのがこんなキレイに輝かがやくなんて……ほんと、意外でステキだよねっ。もっとも帝國じゃあ、空の精霊たちが怒おこってるんだ！　……なんて、やたらと騒さわぐ人なんかもいるみたいだけど」

「そうか」

　あっさりとした返事は、寝ねころんだ頭のすぐ上にある、機体後部にぽっかりと空いた機関部の穴あなからもたらされた。

　首を捻ひねって、逆さかさまの視界を向けると。そこに設もうけられた後ろ向きのシートに座すわるのは、雷らい帝てい号ごうの推すい進しん力りよくを生む、風の精霊を導く結けつ晶しよう体たいと向かい合う、褐かつ色しよくの肌はだを持つ整った顔立ちの少年の頭であった。

　彼の興きよう味みなさげな言い方に、「なによ」と天華は苦く笑しようを口元に宿す。

「相変わらず、愛あい想そのないヤツっ」

　ま、いいやっ。二枚の翼つばさを持つ舞翼ライド「雷帝号」は、薄うす紫むらさきの影かげを纏まとった薄雲に身を預あずけ、穏おだやかに漂ただよう。

　だから天華はただ、銀の前まえ髪がみをすいていく微び風ふうを感じながら、視界の全すべてを流れゆく星空にゆだねた。その心地ここちよさに身を任まかせて──。

　けれども。

「……ふう」

　突とつ然ぜんに、思いもしなかった気だるい吐と息いきが唇くちびるから漏もれた。あ、あれっ？　……なんだろう。

　どうして？　ううん──天華はわかってる。自分自身のことだから。

　そしてもう一人、そんな天華の心しん境きようについて、よく察している者がいた。

「らしくないな。天華」

「へ？　なに、Ｇ？」

「お前らしくない、と言ったんだ」

　寝ころんだ天華の頭上──雷帝号に開けられた機体後部の穴から、Ｇという名の少年が身を乗り出す。

　黒くろ鉄がね色のきれいな瞳が、振ふり返って天華を見み据すえた。

「天華。お前が気付いているかどうかは知らないが、最近どこか調子が外れているぞ」

「……」

「呆ほうけている時間が多くなった。今まではがむしゃらに、暇ひまを惜おしんで何かをしていたのに」

　こうしてわざわざ浮遊都市から離はなれて、流星の夜空を見に来たのがそのいい例だ。相棒の少年は冷静に指し摘てきする。

「それは……」

　うん。あたし自身も、なんとなく知ってた。わかってた。自分がここのところずっと、悩なやんでいることを。

　その原げん因いんとは。

「──精せい機き龍りゆうを攻こう略りやくしたからか？」

「うん……たぶん」

　鋭するどくついた相棒の言葉に、横になったまま天華は小さく顎あごを揺ゆらした。

　全ての発ほつ端たんは、一月ほど前のことだった。天華は一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーである父を超こえるため、伝説の生きた遺い跡せきと言われた精機龍──ドラゴンへと挑ちよう戦せんした。

　結果は、ドラゴンの持つ核かくともいえる、『龍輝石カーバンクル』の元にまでたどり着くことができた。

　しかし。そこはすでに、父が通った道であった。難なん易い度ど最高位に認にん定ていされているその中核に、しっかりと父の攻略の印が刻きざまれていたのだ。

（……だから、なのかな）

　天華はなんとなく胸むねにあったしこりを、ようやく自分でも把は握あくする。

　最強と謳うたわれたドラゴンを攻略したのに、父を超こえるには至いたらなかったから。

　どうすればいいのか、ちょっとわからなくなっちゃったのだ。

「あたしは、これからどうしたらいいんだろう、って。ずっと考えちゃってさ」

　相あい棒ぼうから視線を外し、起きあがって、ジャケットの懐ふところから携けい帯たいコンピュータを取り出す。開いた画面に映うつし出すのは、つい昨日潜もぐってきたばかりの遺跡から発はつ掘くつしてきた、いくつかのデータであった。

　ただし、それを見ても天華の心は躍おどらない。だって……この程てい度どのことを繰くり返しても、絶ぜつ対たいに父を超えることなんて、できやしないのだろうから。

（あたしは、父さんみたいになりたい。ううん！　父さんを超える、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになりたいっ）

　それだけで、小さい頃ころから父の隠かくし部屋に忍しのび込こみ、機械の遺物をいじっては、こっそり腕うでを磨みがいたりした。その末に、双ふた子ごの妹である白はつ華かを残して、Ｇと共に神しん殿でんから飛び出してきたのだ。

　なのに──見えない。わからない。自分の道が……。

　でも。

「お前は馬ば鹿かだな。天華」

「……な、なによっ、いきなり！」

「その答は、いつか自分で言っていただろう。月を目指す、と」

「えっ。……あ」

　一発殴なぐってやろうかと振りかざした、軽金きん属ぞくの手てつ甲こうをつけた腕が止まった。微び動どうだにしない少年の透すき通った黒鉄色の眼まな差ざしが、天華を真まっ直すぐ射い抜ぬいていた。

　そうだ。そうだった。あたしは──月に行くんだった。天華は思わず、流星の降ふる空を見上げる。

　夜空の端はしにぽっかりと浮うかぶのは、決して満月になることのない、形の欠けた歪いびつな蒼あおい月と。その脇わきに浮かぶ、銀色の小さな月──。

　それはかつて幼おさない頃に父が教えてくれた、科学の栄えた旧きゆう精せい紀きにつくられたとかいう、人工の月であった。

　そう。天華は決意したのだ。精機龍よりも到とう達たつすることの難むずかしい、あの月に行ってやるって。父さんを超えるために！

「忘わすれてた。すっかり……」

「そうか」

「それって、あたし自身が、勝手に無理だって思いこんじゃってたってことなのかなあ？」

「さあな」

　そっけなく言い放って、Ｇの視し線せんが天華から外れた。

「俺おれはただ、悩む前に、前へ進んでいくのがお前らしいと思っただけだ」

　それにどうせ、時間の無む駄だだしな。Ｇは機関部のシートに戻もどりながら、そう締しめる。

「結局最後は、月を目指してしまうのだろう？　お前のことだから」

「Ｇ……」

　それって……。──うん！　天華はほんのり、頰ほおをゆるめる。そうだった。

「あたしらしく、か。そう、そうだよ。父さんを追い抜こうとするなら、たとえどんなに無理だと思うことでも、目指してみなくちゃ始まらないんだ！」

　天華はすらりと腕を伸のばした。手甲が、蒼と銀色の二つの月光をやわらかく弾はじく。

　指の隙すき間まに摑つかめそうな距きよ離りで、銀の小月が輝かがやいていた。だから、天華はぎゅっ、とその輝きを握にぎりしめてやる。

「がんがん挑ちよう戦せんしなくちゃね！　どうやったらいいかはわっかんないけど……やるだけやってみる、ってねっ！　あはは！」

　久ひさしぶりに明るい笑いが喉のどに生まれる。自分の中で、元気がむくむく生まれてきた。

　ていっ、と機関部に収おさまった相棒の後頭部を、軽くはたいてみる。

「ありがとねっ、相棒！」

「別に。たいしたことじゃない」

「ううん。でも、ありがとう」

　あたしのこと、よくわかっていてくれて。天華はいっそう微笑ほほえみ、機関部へと引っ込んでしまった小さな頭に返すのだった。

「けど、月かあ──」

　改めて、機体の上にあぐらをかいて、天華は流星がいっぱいに煌きらめく、透き通った月夜を眺ながめる。

　不思議とそれは、さっきまでの光景とはまったく違ちがう感じがして。なんだか、どきどきしてきた。体が熱い──。

「待ってなさいよっ、銀の月！」

　ぜったい、目指してやるんだから！　揺ゆるぎなく、自分の瞳ひとみと同じ輝きを持つ月を見上げて。天華は胸むねを強く抑おさえて、しっかりとそう誓ちかうのだった。

　──と、そのとき。わくわくと脈打つ鼓こ動どうの上に、別の震ふるえが重なった。

　抱かかえていた、携けい帯たいコンピュータが放った振しん動どうである。

「わ！」

　おっとと。天華は胸むな元もとで暴あばれる携帯コンピュータを、慌あわてて抑える。びっくりしたあっ。

　それは発はつ掘くつした衛えい星せい回線を通して時間差で届とどく、メールの受信を知らせるものであった。

「白華からのだねっ」

　唯ゆい一いつの相手である双子の妹の顔を思い出しながら、天華はいそいそと画面を開いた。

　けれども。

「……あ、あれっ？」

　画面に表ひよう示じさせたメール文を前に、天華は思わずきょとん、となった。







［?????>>>>>>> TENKA　　　YGGDRASILL- NET］

？？？？へ。突とつ然ぜん？メール？？？れ？？？？しょ？。？？？？て。私？？？？と？？？？。

説明は？？？す？、簡かん？に？？ま？？、今すぐ、ここまで来？い？？？た？？？？。

？？、世界？滅めつ？？る？？し？？？事じ態たい？？？てし？？？の？？。

こ？？？避？？？？に？、どう？？も？？？？？？？？

［System- mail　　　　　　39?90810/ ?227?M］








「え？　な、なに、これえっ？」

　それは『？』だらけの、データの破は損そんした文章であった。天華が今まで見たこともない、奇き妙みようなメールだ。

「……どういうこと？」

　天華は戸と惑まどいながら、おもむろに視線を上げる。流星の雨が見下ろす、紺こん色いろの夜空を。

　その向こう──肉にく眼がんでは決して見えることのない、遥はるかな高度に浮うかんでいると思われる、人工の衛星を探すように。

　──それが、全すべての始まりであった。







「ええ。回線の遅ち延えん誤ご差さを考えても、こちらの電子メールは、そろそろ届いたと思うわ」

　闇やみの中──。静かな声が、女の口から発せられた。その輪りん郭かくを浮かび上がらせるのは、目の前に輝くひとつの小さなモニターだけだ。

　そのモニターの中には、漆しつ黒こくの空間に静止する、無ぶ骨こつな人工物の姿すがたが映うつし出されていた。

　旧きゆう精せい紀きと呼よばれる科学繁はん栄えいの時代に宇宙へと打ち上げられ、「世界樹ユグドラシル」の名を冠かんする世界規き模ぼのネットワークを形成した、その生き残りのひとつである。

　それを前に、女の琥こ珀はく色の眼まな差ざしは微び動どうだにしない。ただひとつ、「そうね」とやおら頷うなずきを落とした。

「……流星群ぐんの影えい響きようで、こちらからの送信データに破損が起きてる可か能のう性せいがあるわ」

　その言葉は誰だれに向かって放ったものか。女の瞳はしかし、揺れない。動かない。じっとモニターの光を見続けるだけ。

　他ほかの誰もその側そばにはいないし、女はもちろん視し線せんを向けない。けれども女の独どく白はくは続く。

「念のために、追加でこちらの位置データも送っておいたわ。もちろんそれも、破損しないとは言えないけれど……ええ、わかってる」

　だから、もうひとつ手を打ったわ。と、女は静かに言い放った。

「そちらの方も、うまくいくといいのだけれど。急なことで調整が短期間だったものだから、完かん璧ぺきではないわ。けれど、もうこれ以上は私たちにできることはない。そうでしょう？　あとは、お互たがい観察に戻もどりましょう。え？　ここまでこれるかどうか、ですって？　そうね。あなたはどう思うの？」

　私？　私は……。女は延えん々えんと誰かに話しかけ、言葉を切った。そして。

「私は、ここまでこれないと思う。あなたが望むのは勝手だけれども、結けつ論ろんは最初から変わらないわ。私も協力はしたけれど、この行こう為いが無意味だと思っている。なんなら賭かけをしましょうか？　この最後の時を、少しは有ゆう意い義ぎに過すごすために」

　ねえ？　と女は虚こ空くうに語りかける。だがやはり、琥珀色の瞳を動かさずに。

「──私は、あの天華という少女が、ここに到とう達たつする途と中ちゆうで命を落とす方に賭けるわ」

　そう言った後も、女の瞳は決して揺らぐことはなかった──。
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「ふわわ……」

　あふう～。護ご衛えいの女おんな僧そう兵へいたちに部屋へと先せん導どうされながら、白はつ華かはあくびをひとつ、板いた張ばりの長い廊ろう下かに漏もらす。肩かたにまでかかる艶つややかな白はく髪はつが、その動きに乱みだれて揺ゆれた。

　なにしろ夜通し、精せい霊れい神しん殿でんの奥おくにある聖せい堂どうで、ずっと祈いのりを捧ささげていたのだ。ようやく解かい放ほうされて、塔とうと塔とを繫つなぐ天てん井じようのない柱だけの回廊に出ると。眼前に広がるのは、75万人の住む、精霊信しん仰こうを中心とした信しん精せい帝てい國こくの首都──。神殿と軍の施し設せつを中央に構かまえて発はつ展てんを遂とげた、ぐるりと山々に囲まれる、石いし畳だたみと水路の織おりなす精霊都市の街並なみだ。そしてそれらを包む紺色の空は、端はしの方をもうほんのりと、淡あわく白み始めさせていた。

　──昨日から夜空に生まれた、流星の群むれ。それは自然の変化に敏びん感かんな神殿では、ちょっとした問題となった。

「空の精霊の怒いかりが、大地に降ふり注いでいるのではないか？」

　精霊信仰の中心であるこの地で、そういう意見が出るのは、無理からぬことであった。

（別に、たいしたことじゃないんだけどな）

　世界で唯ゆい一いつ精霊たちと通じ合い、その姿を目視することのできる、特別な金色の瞳ひとみ──『龍りゆう眼がん』を受け継ついだ白華からしてみれば。そんな結けつ論ろんへと、簡かん単たんに行き着いてしまうのだけれども。災わざわいの象しよう徴ちようとされる流星群だが、大たい抵ていが地表に届とどくまでにすっかり燃もえ尽つきてしまうのである。空に棲すむ精霊たちを、ちょっと搔かき乱す程てい度どなのだ。

　けれども、そんな精霊たちの声を聞き、民たみの不安を取り除のぞくことが精霊巫み女ことしての白華の役目だ。だから白華は、結論は悟さとっていながらも、素す直なおに聖堂で一夜を過すごしたのだった。第一、別に普ふ段だんと変わったことをするわけじゃない。聖堂にこもり、大地を束となって流れる精脈を通して、精霊さんたちのお話を聞いてあげるだけなのだから。

　ああ……でも──。

（さすがに、やっぱり眠ねむいようう……）

　白華は「ふわう」と、また小さなあくびを嚙かみ殺した。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　姫ひめ巫女様」

　そんな様子を気き遣づかってか、僧兵の一人が振ふり返って心配してくる。その肩では、ダイジョウブ？　なんて。赤く輝かがやく幻げん炎えんの石に宿った火の精霊が、同じように気遣ってくれた。白華は思わず、やさしく頰ほおをほころばせる。

「ええ、平気ですよー。眠たいだけで……」

「ご苦労様です。今日一日、ゆっくりとお休みくださいね」

　我われ々われも起こさぬよう、いつもとは少し離はなれて警けい備びいたしますので。そう告げた三名の女僧兵たちは、塔の寄より添そう神殿の中ちゆう枢すう部ぶに設もうけられた、巫女の部屋へと白華を誘いざない、言葉どおり距きよ離りを置いて警備に立った。

　ありがとう、と小さく礼を言って。白華は装しよう束ぞくの裾すそを引きずりながら、円い障しよう子じ戸どを開いて自室へとひとり入った。

　天てん井じように開いた、障子戸と意い匠しようを合わせた円形の天てん窓まどから、まだ青には遠い薄うす暗ぐらい空が見下ろしている。

　その下で、白華は寝ね床どこのシーツへと、そのまま倒たおれ込こんでしまう。

（寝間着に着き替がえなくっちゃ……）

　瞼まぶたの重みに身を任まかせつつ、そんなことをのんびりと考えながら。

　しかし、ふと。……あ、あれれっ？

「？　なぁに？　みんな」

　白華はちょっと、瞼を開けた。

　寝ぼけた金色の『龍眼』に、何かを騒さわぐ精霊たちの姿すがたが映うつった。それは……？

「上……？」

　白華は誘われるままに、視し線せんを天窓へと向けた。と、窓が静かに開けられる。音もなく、何者かが部屋の中に降おり立った。

　それは、全身黒ずくめの小こ柄がらな人ひと影かげ。暗い部屋に紛まぎれてしまう、褐かつ色しよくの肌はだをした少年であった。──姉と一いつ緒しよに神殿を出て行った、Ｇジーである。

「えっ。Ｇくん……？」

「静かに」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろきの声をあげ、起きあがろうとした白華を、Ｇの短い腕うでが制せいする。な、なに？　白華はきょとんとするばかりだ。

　そして、次に天窓から姿を見せたのは。土足を気にして靴くつを脱ぬいで現あらわれた、銀髪に銀の瞳を持つ、双ふた子ごの姉の両足だった。

「Ｇ、白華を任せたよっ。いい？」

　鋭するどく低く小声で言って、お尻しりをつっかからせながらも、狭せまい天窓の隙すき間まをよいしょ、とどうにかくぐって降りる。姉様？　と話しかけようとしたが、それより早くＧが動く。姉の指し示じに従したがって、白華を背はい後ごからふわりと抱だきしめた。いや、抱きかかえたのではない。白華を守る、防ぼう御ぎよの構かまえをとったのである。

　天てん華かは天華で、ほの暗い部屋の中を、鋭い目つきできょろきょろ窺うかがう。明らかに警けい戒かいしている様子である。

「……ね、姉様？」

「シッ。──こっそり力になりに来たんだから、声を立てないの」

「？　力になる？」

「そっ。任せてよ、白華っ。なにがあっても、あたしとＧが守ってあげるからね！」

　いきなりがっしりと、手てつ甲こうを装そう備びした姉の両手が、白華の肩かたを摑つかんだ。そして真しん剣けんな顔で迫せまり、力を込めてがくがく揺ゆする。

「は、はい？　ね、姉様ぁ？」

「そのために戻もどってきたんだから！　ぜ───ったい、白華には手を出させないんだからねっ！」

「は、はあ……でも、あの。えっと……なにかあったんですか？」

「で。白華、いったいなにがあったっての？」
















　同じ意味の台詞せりふが、二人の間で交差した。あれえ？　金の瞳と銀の瞳が、互たがいに戸と惑まどう。

　白華としては、小首を傾げるばかりなのだが。ん───？　と、姉は白華を見つめ、違ちがう方向に首を傾げた。

「……だって、あれ？　違うの？」

「なにがですか？　姉様」

「ええっと、ほら。このメールなんだけど」

　あたし、読み違えたっけ？　天華がジャケットの内側から、携けい帯たいコンピュータを取り出して、画面を開いてこっちに向けた。

　そこに映うつし出されたのは、『？』だらけの文字化けメールだ。でも、どうにか消えていない文字が読める。

「突然、メール？　私が、説明？　簡かん単たん？　今すぐここまで来て。世界が滅ほろぶ事じ態たいに──避さける？」

　白華は無む理り矢や理り、文字どうしを繫つないで読んでみた。そう。と、天華がこっくり頷うなずく。

「突然世界が滅んじゃうから、神しん殿でんまで戻ってきて……ってあたしは読んだんだよ。それ、もしかして違ってた？　なんだか送信時にデータの破は損そんが起こっちゃったみたいで、ちゃんとは読めなかったんだけど」

「違う、って言われても。あの……姉様」

「ん。なに？　白華」

「これって、いったいなんなんですか？」

「……だって、あれ……え？　これ、白華じゃないの？」

　このメール！　天華が改めてよく見るように、さらに画面を近づけてきた。でも、確たしかにほとんど判はん別べつできない状じよう態たいだけれども……こんなこと、書いた憶おぼえがない。白華はふるふると、首を横に振ふってみせた。

「あ、あれ？　えーと。あたしはその、巫み女この白華がとんでもないことを抱かかえて、どうしようもなくなっちゃってるんだとばかり、てっきり思ったんだけど……じゃ、じゃあ、ちょっと待ってよ？　──つまり、白華はこんなメールは出してないし。……世界が滅ぶとか、ぜんぜんそーゆーこともないわけ？」

「はい。ええと、流星さんたちがいっぱいだから、そのことでさっきまで聖せい堂どうに入ってましたけど」

　でも、至いたって平和ですよ？　大陸中にのびた精せい脈みやくを通して、中央大陸のあらゆることを「見る」ことのできる白華は、ついさっきまで見ていた変化のない様子を姉に伝えた。

「ってことは……白華は困こまってもないし、なんともないってこと？」

「はい」

「そ、そうなんだ」

　よかったあ。天華は張はりつめていた表ひよう情じようを崩くずし、その場にすとんとお尻しりをついてへたり込んだ。

「いや、それならそれでいいんだけどね。ふうー」

「なんだ。結局、お前の早とちりか」

　座り込んだまま抱だかれた白華の背はい後ごで、密みつ着ちやくするＧがこぼした。なにようー、と少し赤くなりながら天華が応こたえる。

「だって、白華のことが心配だったんだもん。てゆーか、あんただって必死だったじゃん」

「……お前の勘かん違ちがいに、俺おれはただ付き合わされただけだ」

　そもそも俺はメール文にはちゃんと目を通していないし。などと、さも心配などしていない、といった口調でＧは言う。しかし彼の十歳さいほどの子こ供どもくらいしかない腕うでは、しっかりとまだ白華の体を抱きしめていてくれた。

　人ではなく、姉の精命力で子供の姿すがたに変化している『精書』の少年の体は、あたたかくもなければ冷たくもない。けれども──耳元にかかる呼こ気きは、どこかぬくもりのあるもので。……なんだろう。白華はＧの腕の中で、ほんのりと頰ほおを染そめた。

「？　白華、ほんとに大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？　あ、はい。姉様」

「そう？　なんだか、顔が火ほ照てってるよ？　熱でもあるんじゃないの？」

「えーと……ど、どうしてなんだろ……。でも、平気です。ちょっと眠ねむたいだけで」

「まあ、白華が平気って言うんなら、そうなんだろうけど」

　でも無理しちゃダメだからねっ。気き遣づかいの笑え顔がおをつくって、姉はやさしくそう諭さとしてくれた。でも、「それにしても」とすぐに表情が固くなる。

「結局のところ、じゃあこれって……誰だれが出したメールってことになるわけ？」

　考えたこともなかったけど。天華が大きく首を捻ひねった。

「そもそもこの衛えい星せい回線は、あたしと白華だけが使ってるはずのものなんだよ。二人っきりなはずなのに──」

「誰か別の人からのメール……ってことなの、姉様？」

「うん。回線からの自動メッセージ、って可か能のう性せいもあるけど。でも……それにしては内ない容ようがぶっそうで、自動メッセージっぽくないんだよね。文章そのものが」

　う───ん。天華の眉まゆが、八はちの字を描えがいた。

　それにつられて白華も、Ｇに抱え込まれたままで、うーん、とちょっと考え込む。どうしてなんだろう？

　ただ、そのとき──。思考を巡めぐらせる二人の狭はざ間まで、ほっぽり出されていた姉の携帯コンピュータが突とつ然ぜん震ふるえた。

「メール？」

　天華の顔色が変わる。そして、銀の瞳ひとみがこっちを向いた。……ううん。白華は否ひ定ていする。わたしはこの前姉様からメールをもらってから、流星騒さわぎでばたばたしちゃって、まだ返事を出してないもの。

　だから。天華の手は慎しん重ちように、携けい帯たいコンピュータを開くのだった。

「これ……また、同じところからのメールだっ」

　ほら！　姉が白華に、メール画面を見せてくれる。ただしそれは、前回のものとは少し毛色の違ちがうものだった。
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「数字……？」

　三種類の何なん桁けたかの数字が、そこに書かれてあるだけだった。だがそれらもやはり『？』に汚お染せんされていて、おそらくは間違いなく、先のメールの差出人と同じものなのだろう。

「これ、なんですか？　姉様」

　白華は思わず天華に聞いた。けれども。

　そっか、これ……。と、目の前にいる姉の意い識しきは、すでに思考の海へと没ぼつ頭とうしていた。

　そして、白華が「姉様？」と改あらためて声をかけるより早く。

「あ、ああ───!!　わ、わかったああっ！」

　天華は顔を上げて、大声を張り上げたのだった。

　もっともそれは、迂う闊かつな声であった。大おお慌あわてで闇やみや風の精せい霊れいたちが、障しよう子じ戸どから外に物音が漏もれないような、見えない壁かべをつくろうと動いたが、もちろんそんなものはとっくに手て遅おくれで。部屋の外から、女おんな僧そう兵へいたちのざわめく気配が届とどいた。姫ひめ巫み女こ様っ？　どうしました？　と声が飛ぶ。

「い、いっけない、やっちゃったあっ」

　まっずい！　天華がＧに目配せする。とたんに、白華はＧの腕うでから解かい放ほうされた。

「Ｇくん？　姉様？」

「ごめんね、白華っ。家出してるあたしが、こーゆーとこで見つかったらいろいろややこしいと思うからっ」

　それに、メールの件けんですぐに確たしかめたいこともできたし。じゃあね、と小声で白華に告げて、天てん窓まどの上にジャケットの外ポケットにねじ込こんでいた靴くつを放ほうり投げ、それを追いかけるように窓の隙すき間まへと身軽に跳とび上がるのだった。

　もっとも、入ってきたときと同じように、一度お尻しりがつかえてしまう。だがそれは、続く褐かつ色しよくの美少年が「無様だな」などと言いながら、軽く下から押おしてやることで解決した。姉を上へ追いやってから、やはりＧも同じように迷まよいなく跳び上がり、天窓の向こうに消える。

　ただし最後に、一いつ瞬しゆんだけ振ふり返って。「……またな」と、彼は言い残すのであった。

　うん！　白華は思わず破は顔がんして、二人の消えた、白から水色へと変化を始めた空を見送った。

　と、そこに「入ります！」と一言断ことわり、三人の女僧兵たちが勢いきおいよく戸を開いた。

「姫巫女様！　先ほどの声はいったい何事ですか!?」

「あ。えーと、あの……違うんです。ただの寝ね言ごとなんです。おどろかせてしまって、ごめんなさい」

　少し開いたままの天窓を見られないよう、死角になるように立ち上がって、白華は女僧兵たちにそう説明した。そうでしたか、と部屋の中に誰の気配もないことを確かめて。ようやく彼女たちは納なつ得とくしたのか、静かに円い障子の戸を閉しめて、また外の警けい備びに戻もどるのだった。

　ああ、よかった……。ほっと気を抜ぬくと、忘わすれていた睡すい魔まが白華を襲おそった。

　白華は十六歳さいにしては細い体を、そのままやわらかなシーツの上に転がした。

　──と、とろんとなる瞼まぶたに狭せばめられる視し界かいに、寝そべったシーツの乱みだれが飛び込んでくる。それは自分と、その背はい後ごに立ってさっきまで抱だき留とめてくれていた、Ｇの小さな足あし跡あとが残したものであった。

　あまりに眠ねむくて、唐とう突とつで──。ともすれば、つい「夢ゆめだったのかなあ？」なんて思ってしまうほどの、嵐あらしのような去り具合だ。

　けれどもシーツに刻きざまれた乱れは、確かに本物で……。だから白華は金色の瞳ひとみを、微笑ほほえみながら閉とじるのだった。

（……またね。Ｇくん、姉様……）

　慌ただしくて言えなかった別れの言葉を、心の中で確かに紡つむいで。




　　　　２




「そっか──うんっ、やっぱり!!」

　薄うす暗ぐらい、硬かたい金きん属ぞくの装そう甲こうに囲まれた空間に、天華のそんな声が響ひびく。

　──精霊都市からとって返し、中央大陸の空を巡めぐる力強い風をつかまえ、雷らい帝てい号ごうで飛ひ翔しようすること約半日。到とう着ちやくしたのは50万人もの異い種しゆ族ぞくたちからなる、空舞まう浮ふ遊ゆう都市であった。大型の飛舟シツプや飛空艇ていがひっきりなしに行き交かう、空中輸ゆ送そうの要かなめともなっている街である。

　その碗わん型がたの外がい壁へきに設もうけられた、舞翼ライド専せん用ようの係けい留りゆう港こうへと機体を乗り付けて。そのまま遺跡探求者ロスト・リサーチヤーの少女とＧは、異文化の入り混まじるごちゃごちゃとした街並なみを通り抜け、縦じゆう横おうに積み重ねられた都市階かい層そうを下へと降おりた。

　そして、長い梯子はしごを降りきった果てにある、寂さびれた路地の奥おく──。そこに構かまえる行きつけの安宿、『虫の穴あな』三号店へと駆かけ込んで。フロントの隠かくし通路から入ったこの場所で、「ほらほらっ」と銀ぎん髪ぱつの少女は嬉うれしそうに手を叩たたくのだった。

「ねえＧっ、あたしの思ったとおりだったよ！　あっはは！」

「……そう言われてもな」

　さっぱりわからない。と、Ｇは表ひよう情じようを崩くずしてみせる。白華の部屋から飛び出してからこっち、一度も説明がないのだから。

「天華。お前の悪い癖くせは、自分の考えに没ぼつ頭とうしすぎて、つい説明することを忘れがちだというところだ」

「え？　あ、あれっ？　あたし、あんたに説明してなかったっけ？」

「一度もな」

　まあ、わざわざ訊きこうとしなかったＧにも、問題はあるのだろうけど。さっぱり興きよう味みがなかったし。

　けれども闇やみの中で鮮あざやかに、そして唐突に空中に浮うかび上がった光のヴィジョンを前にしては。Ｇとしても、さすがに尋たずねざるを得なかった。

　天華が取り付き、携けい帯たいコンピュータを接せつ続ぞくさせた箱形の機械。そのものが実は遺い跡せきである浮遊都市の構こう造ぞうを利用して、虫人族による九つの『虫の穴』にて組まれた、小しよう規き模ぼなネットワーク・システムの端たん末まつ機きだ。その真上に、辺りを照らす唯ゆい一いつの光こう源げんとして生まれたのは、天華が操そう作さして呼よび出したホログラム・モニターの輝かがやきである。

　そしてそこには今、とある構造物の簡かん易いな図が映うつし出されて、少女とＧとを俯ふ瞰かんしていたのだった。

　その下でようやく天華は「そうだね、ええっと……」と、説明のために、別のデータを表ひよう示じさせた。

　ホログラム・モニターの端はしに、三つの数すう値ちが瞬またたいた。

『Ｘ？？標／２？５、？軸じく座ざ？／？３？、Ｚ軸？標／[image: ]マイナス３５？？０』

「これは……？」

「白華んとこで受信した、文字化けメールの二通目だよ。あたしはこれで、ピンときたってわけ！　これって一部読めないけど……たぶん三次元表示の座標データなんだよね。衛えい星せいがメールを送受信するときに、自動的に判はん別べつしてる位置情じよう報ほうなんだけどね。つまりこの場合、南北をＸ軸、東西をＹ軸、そして高さをＺ軸として表してるんだよ」

「？　どういうことだ？」

「だからさ。ご丁てい寧ねいにも追加で送ってくれたんだよ。──一通目で『ここまで来い』って書いてたように、自分の位置情報をね」

「それで、奇き妙みようなメールを送ってきた相手の位置がわかったということか」

　なるほど、とＧもなんとなく納得する。……しかし。

「それにしても、数値も一部読み取れないのによくわかったな」

「えへへー。だって、目立つ数字がひとつあったからねっ」

　首を捻ひねるＧに、ほら、と天華が指を指す。宙ちゆうに浮かんだ、高さを表すというＺ軸の数値の頭を。

「ここにさ、マイナスってついてるでしょ？　これって普ふ通つうはありえないことなんだよっ。だって、東西南北ならいざ知らず──高さの情報数値は、衛星をゼロの基き準じゆんとした、地表までの距きよ離りで示しめされてるはずなんだっ。それなのに、マイナス３万５千キロって、おかしいと思わない？　普通、地表にいればさ、プラスの３万５千キロ辺りを示すのに。……でも、この数値が間ま違ちがっていないとしたら？」

　そう。それって、つまり！　天華は銀の瞳ひとみを興こう奮ふんに染そめる。

「これって、３万５千キロ上空に浮かんでるユグドラシル・ネットの衛星を挟はさんで、まったく逆ぎやく側がわの位置──遥はるか７万キロの高さから、届とどけられたものなんだよっ！」

「高さ７万キロ？」

「うんっ！　そして──そんなとんでもない高さにあるものなんて、あたしの知る限かぎり、たったひとつしかないんだよね」

　それが、これなんだよっ。天華はホログラム・モニターの構造図へと視し線せんを戻もどした。

「これが世界で唯ゆい一いつ、人工衛星なんかより遥かに高い場所に頂ちよう上じようを持つ旧きゆう精せい紀きの建造物、軌き道どうエレベーター遺跡だよ！」

　そう言って天華はまた、別のデータに切り替かえた。今まで基部しか映されていなかったそこに、全長の構造図が追加される。

　それはまるで、一本の柱であった。どっしりと広がった基部は、その全体からしてみれば大木の根ほどもない。真まっ直すぐに伸のびた「柱」──。まさに、そう呼ぶにふさわしい形をした建造物であった。

「……こんな遺跡があったとはな」

「すっごいでしょ!?　だってこの遺跡ってば、特別な遺跡なんだから！　……ってゆーか、正式には遺跡って呼べない代しろ物ものなんだけどね」

「？　遺跡じゃない、ということか？　それは……まさか」

「そう！　朽くち果てた遺跡じゃないんだよ、これ。まだ生きて稼か働どうしている、科学の要よう塞さい施し設せつのひとつなんだからさ」

「──いわゆる『無印』ランクの遺い跡せき、というわけか」

　そうか、とＧはその答を口にした。──最強の生命を宿した「ドラゴン級遺跡」と対ついを成す、危き険けんすぎるもうひとつの遺跡。それが旧精紀の大戦時に設せつ置ちされた防ぼう衛えい機き能のうに守られた、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーすら寄よせ付けぬ、危険度の高い科学施設──。

　そのリスクの高さは、天華とＧとを見下ろしているモニターに浮うかぶ、完かん璧ぺきでない乏とぼしい構こう造ぞうデータが物語っていた。遺跡に挑いどみ、無事にデータを得て戻ってきた者が少なすぎるのである。

　遺跡と呼よぶにははばかられる、迂う闊かつに手を出してはいけない、それ故ゆえの攻こう略りやく難なん易い度ど「無印」のランクなのだ。

「軌道エレベーターかあ……」

　だがその「柱」を前に、天華は小さくそう呟つぶやく。自分の胸むねをきゅっ、と強く押さえ、その下で高鳴る鼓こ動どうを確たしかめるように。

「……ねえ、Ｇ」

「何だ」

「軌道エレベーターってのは、７万キロの彼方かなたまで、人や機材を容よう易いに往おう復ふくさせるための施設なんだよ。そして頭頂部にある港から、星船で宇う宙ちゆうと往復していたんだって。まるでこの、浮ふ遊ゆう都市みたいにさ」

　銀の瞳が揺ゆるぎなく読むのは、構造データに添そえられた、施設の概がい要よう文ぶんである。

「それってさあ、つまり頂上にまでたどり着ければ、もしかしたら……月にまで行けるってことかなあ？」

「月に？」

「もちろん、月は距離で言うなら、30万キロ以上も向こうにあるのはあたしだって知ってるよ。けどさ」

「……。旧精紀から、千年以上も経へた施設だぞ？」

「それでもしっかり生き残ってるから、無印の遺跡なんだよ」

　あはは、と天華はやわらかく破は顔がんする。

「それに……頭頂部の機能は間違いなく生きてるよ。だって、あたしのところに届いたこの二通のメールは、７万キロの空の彼方から送られてきたものなんだもん！」

　それはすなわち、システムが十分に機能し、そこに意い志しある何者かが存そん在ざいしているということである。

「だからあたし、この軌道エレベーターに挑ちよう戦せんしてみる！　……いいよね、Ｇっ」

「いいも何も──どうせ止めたところで、聞きはしないだろう？」

「あったりまえじゃんっ!!　あたしがやらずに誰だれがやるっての!?」

　こんな──こーんな、おっもしろそうなこと!!　天華は精せい一いつ杯ぱい、元気に胸を張はるのだった。

　やれやれ。Ｇは普ふ段だんどおりの無む表ひよう情じようながらも、整った眉まゆをわざとらしく崩くずして嘆たん息そくする。端たん末まつ機きの上に浮かぶ、軌道エレベーターの映えい像ぞうに向かって。……それに。

「しょせん俺おれは、道具だからな。持ち主の意志には従したがうさ」

　十歳さい程てい度どのこの小こ柄がらな少年の肉体は、天華の意志や活力といった、精命力をもとに構成しているものなのだから。

　しかし、天華はその道具でしかない自分に向かって、「ありがとっ」とひとつ礼を述のべた。

「んふふふふっ♪　頼たよりにしてるからね、相あい棒ぼう！」

　そして軽く、Ｇのほっぺに接せつ吻ぷんする。な、なに？　Ｇは一いつ瞬しゆん、何が起こったのかわからなかった。それほどの、一瞬の出来事だった。

　それは単に興こう奮ふんを抑おさえきれなくなった、彼女の戯たわむれだったのかもしれない──。いや、間ま違ちがいなくそうなのだが。けれどもＧはちょっと、どう反はん応のうしていいかわからずに、しばしその場で固まって。

　よしっ。と天華が必要なデータのダウンロードを終えて、ようやく端末機の接続を切ったとき。やっぱり「やれやれ……」と、ホログラム・モニターの光を失った灰はい色いろの闇やみの中で、かすかに「苦く笑しよう」を浮かべるのだった。







　わくわく、どきどきする──。なぜって？　そんなのもちろん決まってるっ。

（あの月まで、行けるかもしれないっ）

　そんな期待が、天華の胸にあるからだった。うん！

「さぁてっ、じゃあさっそく準じゆん備びしないとねっ！」

　そう相棒の少年に告げて、天華は取り込こんだ軌き道どうエレベーターの構造図を携けい帯たいコンピュータの画面に表ひよう示じさせながら。端末機から離はなれて、光虫のランタンも眩まぶしい、通路の外へと足を向けた。う────ん。いろいろと思考が巡めぐる。

　なにしろ、休きゆう眠みんしている遺跡には潜もぐったことはあるものの。天華自体、活動中の遺跡に挑いどむのは初めてのことなのだ。

　しかも「無印」ランクというのは、稼か働どうする自動防ぼう衛えい機き構こうのために、侵入が極端に困こん難なんであるが故ゆえにつけられた、認にん定てい外の称しよう号ごうなのである。

（遭そう遇ぐうすること自体が希まれなドラゴン級遺跡とは、また違った意味でやっかいなんだよね）

　それはつまり、それなりの数の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーが今まで挑戦してきたにもかかわらず、攻略できていない、ということであった。

「ええっと……まずは防衛機構の攻こう撃げきをかいくぐって、接近して取り付いて、内部に侵入して。それから、制せい御ぎよ室しつのコンピュータにアクセスして……うわぁ」

「……攻こう略りやくできるのか？」

　つい漏もらしてしまった独ひとり言を傍かたわらで耳にしたＧが、そう訊きいてくる。どうなんだろ。さすがに天華は顔をしかめる。

「ん───～～～～……わっかんないけど、でも、がんばる！」

　負けない、絶ぜつ対たい。負けてやらないっ。だって……あたしは父さんを超こえた、一流の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになるんだから──！

「とーにかくっ！」

「とにかく、何だ」

「……。ご飯にしよっと」

　くぅうう～。決意を抱いだいた胸むねの下で、そんな気弱な音が生まれた。さすがにちょっと赤面してしまう。

　というか、よくよく考えてみれば。白華のもとに大おお慌あわてで駆かけつけて、それからまた浮ふ遊ゆう都市まで戻もどってきてと、ばたばたしすぎてまともに食事もとっていなかったのだ。そう気が付くと不思議なもので、空くう腹ふくと疲ひ労ろうがどっと押おし寄よせてくる。睡すい眠みんの方も、雷らい帝てい号ごうの上で、簡かん単たんに仮か眠みんをとっただけなのだった。

　──などと考えながら歩く脇わきで、相あい棒ぼうの少年は「人間とはやっかいな生き物だな」と、当たり前のことを愛あい想その一つもない顔で言った。

「お、お腹なかに栄養届とどかせて考えたら、いい攻略法のひとつでも思いつくかなってことだよ」

　天華は精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張はって。夕食にはまだ少し早いけれど、なにかつくってもらおうっと、と。隠かくし通路から、『虫の穴あな』のオーナーのいるフロントへと出たのだった。

「オーナー、ごめん。ちょっとお腹空すいちゃってえ。……あれ？」

　しかしそこにいつもいるはずの、赤茶のつるりとした外骨こつ格かくを持つ、四本腕うでの虫人族のオーナーの姿はなかった。あれれ。穴あな蔵ぐらのような雰ふん囲い気きのさして広くもない店の中を、天華はぐるりと見み渡わたした。と、すぐに数席のテーブルが置かれたロビーに、オーナーの丸っこい背せ中なかが見つかる。

「オーナー？」

「あら、天華ちゃん。ちょうどいいところに～」

　くるりと複ふく眼がんを振ふり向かせたオーナーが、くるくると二本の触しよつ覚かくを動かす。普ふ段だんはしなをつくる四本の細腕は、今はそろってお盆ぼんを抱かかえ持っていた。そしてオーナーの立つテーブルの端はしには、置いたばかりと思われるドリンクのグラスが、細かな水すい滴てきを張り付かせ始めていた。

「？　あ。他ほかにお客さんいたんだ。あのさオーナー、あたしにもドリンクと、なにか簡かん単たんなモノつくってくれない？」

「ええ、それはいいけれど。でも、それがね～」

　違ちがうのよ。と、オーナーは触覚を眉まゆ毛げのようにしかめてみせた。

「お客はお客でも、うちの客じゃないのよね。天華ちゃん、あなたに会いたいって訪たずねてきた人がいるの」

「はい？　あ、あたしに？」

　開いたままの携帯コンピュータを片かた手てに、天華はさすがにきょとんとなる。

　一いつ瞬しゆん、同じようにこの安宿によく顔を出すという、風ふう来らい坊ぼうの父の顔がよぎってどきりとしたけれど。──ううん、それなら「客」なんて言い方はしないはずだ。ってことは、誰なわけ？

　と、そんなことを考えていると。「あなたが、天華さんですかっ？」とオーナーの陰かげから、その相手が身を乗り出してきたのだった。

　その声は高く、幼おさない。精せい一いつ杯ぱい乗り出してきた上半身は小こ柄がらで、テーブルの下から覗のぞき見える短めのズボンの足は、どうやっても座すわったままでは床ゆかまで届きそうになかった。

　そこにいたのはくりくりとした琥こ珀はく色の瞳ひとみを持つ、青い帽ぼう子しに黒くろ髪かみを押し込んだ、この街では珍めずらしい人間種の女の子であった。

　その彼女は椅い子すから「うんしょ」と降おりて、ぱたぱたと天華に駆け寄る。そしてぺこりとお辞じ儀ぎした。

「はじめまして、天華さん。ワタシ、プロテといいます！」

「は、はあ……はじめまして」

「あの、あのあのあのうっ！　あのですね！　ええと──どうかワタシを、弟で子しにとってくださぁいっ！」

「……はいい？」

「お願いしまぁす！」

　女の子はそう言うと、再ふたたびぴょこんと青い帽子の頭を下げた。けれどももちろん、いきなりのことに天華はどうも、状じよう況きようが把は握あくできずに。

　え？　と、横にいた相棒へと顔を向けるのだった。
















　しかし褐かつ色しよくの肌はだを持つ少年は、「知らん」とばかりに、黒くろ鉄がね色の瞳を絶対に合わそうとはしなかったが。




　　　　３




「天華さんの噂うわさは聞いてます！　あのドラゴンに挑ちよう戦せんしたこともあるんですよね？　あのあのあのっ、すごいです！　信じられないです！」

　だってまだ十六歳さいなんですよね、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになって半年くらいですよね。なのになのになのに、すごすぎですっ。──プロテと名乗った青い帽子の女の子は、天華と一いつ緒しよに夕食をとりながら、しかしテーブルに並ならんだサラダとサンドイッチに手を伸のばすこともなく。ただひたすら怒ど濤とうのように、延えん々えんと天華のことを褒ほめ倒たおした。

「だからアタシ思ったんです、頼たよるならこの人しかないなって！」

　は、はあ……。天華はどうにも、ひきつった愛あい想そ笑いしか返せない。どこで聞きつけてきたのやら、噂にありがちな多少の誇こ張ちようはあれど、彼女は天華のことをよく知っているようだった。

「そっ、それでですね！　あのあのあのっ、つまり！」

「……どうでもいいけど、飲み物飲んだら？　さっきからしゃべりっぱなしだし」

「あわわわ、お気き遣づかい、すみませんですう」

　プロテは天華の言うことを素す直なおに聞いて、小さな手には少々あまるコップを持って、こくこくと喉のどを潤うるおした。その隙すきに、天華はようやく今までの内ない容ようをまとめてみる。

「ええと、とどのつまり。あんたはいわゆる、遺跡探求者ロスト・リサーチヤー志し望ぼうってわけ？」

「お姉サマの弟子になりたいんですっ！」

　彼女はコップから口を離はなして、琥珀色のつぶらな瞳を真まっ直すぐに天華に向けた。お、お姉サマって……。天華はやっぱり、苦笑いするしかない。

　思わず助けを隣となりに座すわる相あい棒ぼうに求めてしまうが、この少年ときたら。飲めもしない水のコップに木製のストローを差し込んで、我われ関せずといった具合におとなしく話を聞いているだけだった。うー、頼りにならないヤツう。

　でも……。天華はため息を吐つきながらも、そんなＧとあまり背せ丈たけの変わらない、小柄なプロテに向き直った。

　年の頃ころは十よりも、少し上くらいということになるだろうか。身なりはごく普ふ通つう。高こう価かなものは持っておらず、こざっぱりとしている。青い帽子の他に、同じ色の小さなリュックを足元に置いていた。荷物といえばそれくらいだ。

　顔立ちも体つきも、まだ性せい別べつの差が出る前といった感じである。帽子にズボン姿すがたは、一見するとやんちゃな男の子にも見える。

　要するに、どちらにせよどこから見ても、明らかに子こ供どもなのだ。

「ええと、プロテちゃん」

「呼よび捨すてでかまいませんです、お姉サマ」

「……じゃあ、プロテ。なんで遺跡探求者ロスト・リサーチヤーに、しかもあたしの弟子になりたいわけ？」

「なりたいからですう！」

「いや、そ、そうじゃなくって」

「あの。ワタシ、科学のことには詳くわしいんです！　だから、お姉サマのお役に立てると思うんですよう」

「？　科学に？　なんで？」

「それは、あのあのあの」

　青い帽ぼう子しの少女はしばし、「あのあの、ええと」と言い続け、やがて。

「……言えませんです。秘ひ密みつなんですう」

　困こまったような上目遣いで、もじもじしながらそう言った。

「事じ情じようがあるんです。察してくださぁい」

「事情、ねえ」

　いやまあ、そうなんだろうけど。なにしろ何か特別な理由でもなければ、その歳としで科学に詳しいだとか、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになりたいだとか、弟子入りにやってきたりなんかしないはずだもの。

「まあ確たしかに遺跡探求者ロスト・リサーチヤーは、異い端たんで特とく殊しゆな職しよく業ぎようだから。そーゆーのを学ぶために、助手になったりするケースだってあるみたいだけど」

　天華はふとフロント兼けんカウンターに立つ、その場所で店に訪おとずれる幾いく人にんもの遺跡探求者ロスト・リサーチヤーたちを見てきた、虫人族のオーナーへと視し線せんを投げた。と、オーナーがくすりと笑う。

「けどなんだか、話を聞いてると、まるで天華ちゃんにそっくりね～」

「え？　あ、あたしにぃい？」

「そう。だって、天華ちゃんがうちに飛び込こんできたときも、似にたような感じだったわよ～。子供の頃から機械をいじってきたから、いきなり『今日から遺跡探求者ロスト・リサーチヤーやります、ヨロシク！』って」

「あ、あれ？　そうだったかなあ？」

　そういえば、そんなような感じだった気もする。でも……一緒お？　天華は首を傾かしげたが、しかしオーナーときたら、楽しそうに触しよつ覚かくをゆらすばかりであった。

「ま、まあそれはいいとして。……けどさ、悪いけど、あたし弟子なんかとるほど暇ひまじゃないんだよね」

　今度もすぐに遺い跡せきに行かなきゃなんないし。プロテの話を聞きがてら、サンドイッチの皿の横に開いたままで置いていた携けい帯たいコンピュータ。その画面を指先で叩たたいて閉とじて、天華は残ったサンドイッチをひとつつまみ、じゃ、とばかりに席を立った。

「あ！　でもでもでもっ、こ、困るんです！　ワタシいっ」

「別にいじわるしようと思って、断ことわってるわけじゃないんだってば。うー～～ん、なんてゆーか。プロテにはまだ早いと思うんだよね、肉体的に」

　マスタードの利きいたサンドイッチを飲み込みつつ、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーってのは、体力勝負的なこともあるから、と諭さとしてやる。

「つまり子こ供どもには無理だと思うんだよね。もうちょっと大人になってからでないと」

「はううううう。でもう……ワタシっ、今すぐじゃないととっても困るんですようう」

「へ？　なんで？」

「……事情は言えませんです！」

「それじゃあ、あたしの意見も変わんないよ。ていうか、そもそも弟子入りじゃなくって、最初から独ひとり立ちするぐらいの気持ちがなくっちゃ！　それが無理なら、独り立ちできる歳になるまで我が慢まんしなさい」

「はうう。でも、でもでもでも」

「でもじゃないのっ。──Ｇっ、いこ！　オーナー、部屋の鍵かぎをもらえる？」

　天華はＧを連れて、さっさと部屋をとって休んでしまうことにした。あらあらとオーナーは少し残念そうに複ふく眼がんの色を変えたけれど、でも天華の意見が妥だ当とうであるとも十分わかっているためか、特に何も言うことなくあっさり鍵を渡わたしてくれた。

　そして天華はＧと共にロビーを出て、個こ室しつへ続く階かい段だんへ向かう。

　と、「ま、待ってくださいです！」とばかりにプロテが慌あわてて追いかけてきた。──しかし天華は取り合わず、そのまま相あい棒ぼうを連れて、階段の上へと登ったのだった。







　……ちょっとかわいそうなことしちゃったかな？　ランタンの数も乏とぼしい、個室の並ならぶ廊ろう下かを歩いて。ロビーよりも一段と暗い陰かげの中で、天華はちくりと罪ざい悪あく感を胸むねに覚えた。

（でも、さすがにやっぱり、一緒に連れてはいけないよね）

　まだ子供なんだもん。などと思いながらも、やはり少しは気にかかるのか。つい振り返り、追いかけてこないかどうか見てしまう。

　さすがにこれだけ拒きよ絶ぜつされたせいか、青い帽子の女の子はここまで追ってくることはなかったが。……ん？　かわりに天華は、相棒の少年が同じように、立ち止まって後ろを振り返っている姿すがたを目にした。

「？　どしたの、Ｇ？」

「いや。ちょっとな」

「ちょっと、なによ」

「……あのプロテとかいう娘むすめだが。変な感じがする」

「変？　そりゃまあ、かわったコだけどさ」

「精せい命めい力りよくが少ないんだ」

　えっ。唐とう突とつに漏もらした相棒の一言に、天華は思わず呼こ吸きゆうを止めた。……精命力が少ない？

「それって、どーゆーことっ？」

「──精命力は、人の意い志し力や魂たましい、すなわち活力そのものと言っていいものなんだが。始めは、どこか体の調子でも悪いのかと思ったんだが、そうでもないらしい。だとすれば生まれつきのものということか」

　まあ、あれだ。生まれつき異い常じようなほどの精命力を持つお前と、ちょうど逆ぎやくのようなものだな。と、Ｇはさらりと簡かん単たんに言った。

　けれども──天華はそれを聞き流せない。だって、精命力が弱いということは……。

「それってつまり、錬れん精せい術じゆつを使えないんじゃないの？」

「そういうことになるな」

　その点ではお前と同じだな。褐かつ色しよくの少年はそう付け足した。だから……天華はなんとなくわかった。

　天華は、錬精音おん痴ちである。Ｇに言わせると「生まれ持った膨ぼう大だいすぎる精命力を、制せい御ぎよすることができない」から、ということらしいけれど。

　それは子供の頃からの、天華のコンプレックスであった。なにしろ精せい霊れいの力を導みちびき、利用する錬精術というものは、世の中に当たり前のようにあふれていたのだから。

　そして天華は、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーを目指して今に至いたる。科学の遺跡の中では、錬精術が使えないことなんか、まったく関係ないのだから。

「ワタシ、科学のことには詳くわしいんです！」

　そう言った、青い帽ぼう子しの女の子の言葉が耳に戻もどる。

（それって、つまり……科学に詳しくならざるを得ない環かん境きようにいたってこと？）

　あたしのように。ううん、あたしなんか、神しん殿でんの庇ひ護ごの元で育ったから、断だん然ぜんマシだ。錬精術が使えなくても、そのことを責せめるのは自分だけしかいなかった。

　でも、あのコは──？

「……あーもうっ！　ええいっ!!」

　仕方ない！　天華は勢いきおいよくきびすを返し、通路をロビーへと引き返した。階段の上から顔を出すと、プロテの青い帽子頭がフロントを挟はさんで、オーナーと何かを話していた。

　聞き耳を立てると、「また明日きますです」と礼を言って、出て行こうとしているようだ。

　あらあら、とオーナーは四本の腕うでを複ふく雑ざつに絡からませた。

「なんだったら、うちに泊とまっていけばいいのに～」

「ええっと、でもでもでも、そんなに持ち合わせがないんですよう。今の夕食分で精せい一いつ杯ぱいで……」

「──ここより安い宿なんて、浮ふ遊ゆう都市にはそうないよ」

　そんな言葉をかけながら、天華は階段を降おりた。驚おどろきながら振り返ったプロテの前で、やれやれ、と腰こしに手を当てて見下ろしてやる。

「え、あっ。お姉サマ？」

「あんたねえ、お金もないのにどーしようって気だったの？　浮遊都市は商人の街だよ。お金がないとシビアなんだから」

「はううううう……す、すみませんですう。いろいろ準じゆん備びが足りなくて」

「ったくもー。オーナー、この子の部屋、ひとつとってくれないかな？　お金はあたしが立て替かえるから」

「あら？　いいの～？」

「え。お、お姉サマ、それって……」

「勘かん違ちがいしないの。もうすぐ日も暮れるし、あんたみたいな子こ供どもを、今からほっぽり出すわけにもいかないじゃん。それだけだよ」

　でも。天華はプロテの低い鼻の頭を、ちょん、と軽く指先で突ついてやった。

「いい？　立て替えてあげるだけなんだから。ちゃんと自分で働いて返すこと。浮遊都市はお金に厳しい街だけど、そのぶん子供でもやれる仕事はいろいろあるんだからさ」

　弟で子し入りうんぬんとかより、それが一人前への第一歩なんだから。自分もＧと二人だけで神しん殿でんから飛び出してきて、当初は様々なアルバイトに明け暮れた天華だからこそ、ちゃんと言える台詞せりふだった。

「わかった？」

「ええと、ええと。はい、あの。……ありがとうです」

　プロテはぴょこんっ、と青い帽子の頭を下げた。

　しかしすぐにその琥こ珀はく色のきれいな瞳ひとみで、天華を真まっ直すぐ見上げてくる。

「でもでもでもっ、ワタシ、弟子入りをあきらめたわけじゃないですから！」

　その眼まな差ざしが、あんまりにも眩まぶしくて。天華はちょっと苦く笑しようしながら視し線せんを逸そらし、彼女を置いてさっさとロビーを後にした。

　と、階かい段だんを登ったすぐそこで、褐色の肌はだを持つ相あい棒ぼうが待っていた。もちろんそこから、やり取りは聞いていたのだろう。「お人ひと好よしだな」などと、彼は簡かん単たんに言うのだった。

「……この前の遺い跡せきに潜もぐったときのデータも換かん金きんしたばかりだし、ちょっと余よ裕ゆうがあっただけだよ」

「連れて行くのか？」

「そ、それとこれとは話が違うってば」

　あんな子供と一いつ緒しよに、今度の遺跡は行けないよ。薄うすい扉とびらの部屋に入り、横よこ幅はばの詰つまった空間に置かれたベッドの上に、ジャケットを脱ぬいで放ほうり投げる。「もうシャワー浴びたら、さっさと寝ねるから」と相棒に告げて、さっそく服を脱いで、狭せまいながらもたっぷりとお湯の出る、シャワールームの扉を開いた。

「明日は朝早くからばたばたするよ。もう一回、神殿に引き返すからさっ」

「神殿に？　また戻るのか」

「んー、メールが使える状じよう態たいかちゃんとわかんないから、ちょっとねー」

　全ぜん裸らになりながら、天華は顔だけ相棒の方に出して、にへへ、とわざとらしい笑えみをつくってみせる。

「だって、さすがに今回の軌き道どうエレベーターってば、あたし一人じゃきつそうなんだもん。そーゆーときに使える協力者を、引っ張ぱり出してこなくちゃね！」

　それだけを言い残して、シャワールームに飛び込こんだ。

「──ああ、なるほどな」

　なんとなく全すべてを察したＧの返事は、捻ひねったコックから噴ふき出した水の音に搔かき消され、銀の瞳の視界を湯気が染めた。
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「は、は、は……、──っくしょおおおいっ!!」

　盛せい大だいなくしゃみが、金きん髪ぱつ長ちよう軀くの青年から飛び出した。うおおっ？　自分でもびっくりするほどの鼻水が垂たれて、青年──アルバルド＝ナイツは、慌あわてて障しよう子じ窓まどの傍かたわらに置いてあった箱の中の紙束を摑つかみ、ずびずばと鼻をかんだ。

「うー……な、なんだろ。風か邪ぜかなあ？」

　かなりみっともなかったけれど。ちょっと赤面してしまったが、幸いここは神殿の奥おくに特別に設もうけられた、アルバルドの自室である。布ふ団とんを片かたづけてしまうと、やたらと広く感じる板張りの床ゆかの上には、自分以外の人はいない。錬れん精せいの幻げん炎えん石せきが収おさめられた行あん燈どんが、障子紙や行こう李り、壁かべに立てかけてある幾いく本ほんかの剣けんの鞘さやを、ほんのりと赤く染め上げているくらいである。

　中ちゆう途と半はん端ぱに開けておいた南側の障子窓の隙すき間まからは、昨日まで数多く煌きらめいていた流星雨の姿すがたも消えて。薄い雲を連れてすっかり更ふけた穏おだやかな夜空が、蒼あおと銀の二つの月を携たずさえていた。

「肌はだ寒ざむいってほどでもないんだけどなあ……」

　風もないし。アルバルドは、窓からちょっと腕うでを伸のばす。中央にそびえる塔とうたちからは一番外れた、とりまく軍施し設せつに一番近い塔の、中なか程ほどに設けられた部屋である。ちょうど軍の建物に遮さえぎられているのか、外に出した手のひらには微び風ふうくらいしか感じられなかった。むしろ季節柄がら、暑いくらいだ。袖そでのない部屋着は少し汗あせばんでいた。

　う──ん。アルバルドは窓から離はなれ、鎧よろいなどを入れてある行李の上の、長方形の鏡に自分の顔を近づけてみた。

　行燈の光を背はい景けいに、淡あわい金色の髪かみと空色の瞳が映うつり込む。いまいちきりりとしたところはないけれど……うん、これはいつものことだ。顔立ちには自信はないが、顔色自体は悪くないや。

「そもそも、そんな簡単に風か邪ぜなんかひかないように、鍛きたえてるつもりなんだけどなあ」

　弱じやつ冠かん十九歳さいにして「剣けん聖せい」という、帝てい國こく軍でもわずか五人しかいない最上級剣士の称しよう号ごうを得たアルバルドは、おかしいなあ、と筋きん肉にくのついたむき出しの腕をさする。

「どうも昨日あたりから、ずっと悪お寒かんがしてるような……」

　熱っぽくはないんだけどなあ。……いや、なんかこれって、もしかして。

（どっちかというと、嫌いやな予感って方な気が……）

　なんて。じょ、冗じよう談だんじゃないやい！　アルバルドはぶるぶると首を振ふった。

「そっ、そんなことあるもんか、はは、ははは……」

　それにそもそも──これ以上悪い状じよう況きようなんて、そうはないのだ。なにしろ、もう十日もの間、この部屋で謹きん慎しんさせられているのだから──。

　そうだよ。ううう。アルバルドはため息を吐つきながら、忘わすれることのできないことの顚てん末まつを、また思い出して涙なみだした。もういい歳としだし、剣聖なのに。どうしようもなく、さめざめと泣いてしまった。

　──なぜ剣聖であるアルバルドが、自室で十日間も謹慎させられているかというと。全てはアルバルドを中心として設せつ立りつされた、「鋼はがね隊たい」という試作部隊の仕事にあった。鋼隊は帝國で初の、わずか三名のみの遺い跡せき対たい策さく用部隊である。科学を禁きん忌きのものとして遠ざける帝國にあって、ただ見て見ぬふりをすることに限げん界かいを感じた軍部が、調ちよう査さした上での封ふう印いんを行うためにつくったチームであった。

　だが、その初任にん務むは失敗し──。さらに続けて「ある人物」に翻ほん弄ろうされて、弄もてあそばれて。気が付けば、帝國領りよう域いき外がいである広大な砂さ海かいに、三人だけで取り残されるというはめに陥おちいったのだった。

　それから一週間もの間、水のようにきめ細かな砂すなの海原うなばらを彷徨さまよい、どうにか帝國領域までたどり着いて。ぼろぼろに疲ひ弊へいした末に、なんとか十日ほど前に、精せい霊れい都市まで帰ってきたのである。

　そしてそのまま、アルバルドと部下たちの二人は、療りよう養ようを兼かねた謹慎処しよ分ぶんを受けることとなったのだ。

（そういやあ、シエンとココロは、もう元気になったかなあ……？）

　十日間この部屋から出たことのないアルバルドは、軍の宿しゆく舎しやで別れた部下二人のことをふと思う。にしても、悔くやしいとゆーか、情なさけないとゆーか……うう、うううっ。

「とゆーか。そもそも、オレって剣聖なわけで。剣を振るのが仕事なわけで、遺跡に潜もぐったりするのは、勘かん弁べんしてもらいたいんだけどなあ。はああ……」

　科学の遺跡なんざ、何があるかわかんないし、暗いし怖こわいし。──なんて。そんな弱気なことを部下である補ほ佐さ官かんの少年に聞かれたら、きっとまた「しっかりしてくださいッ！」なんて、睨にらみ付けられるんだろうけど。

　とほほお……。アルバルドはがっくりと、幅はばの広い肩かたを落とした。

「ああ──ダメだダメだダメだあっ！　こ、こんなんだから、オレはアイツに出し抜ぬかれるんだよなあっ、ええいッ!!」

　ばしっ、と強く胸むねの前で拳こぶしを叩たたいて、アルバルドは壁に立てかけてあった剣の一本を手に取った。

　官給品の安物ではなく、給金を貯ためて買いそろえた、値ねの張はる大切なコレクションのひとつである。鞘さやの中に収まっていても、握にぎった柄つかを通してしっくりと、刀身の絶ぜつ妙みような重みが感じられた。

　そして──。アルバルドはその感覚に、己おのれの精神を静かにゆだねる。すると不思議なことに、よけいな思考は急速に消失してしまうのだった。

（心が……鋭するどくなる──）

　行あん燈どんの光を端はしにどけて、朱しゆ色いろに染そまる部屋の中で剣けんを構かまえる。行李の上の鏡が、動どう揺ようが消えて別人のようになった空色の瞳ひとみを反はん射しやした。やっぱり、剣はいい。アルバルドは落ち着いた心で、しみじみとそう思った。だからこその、五人目の剣聖なのだった。

　ぶんっ。アルバルドは部屋の空気を搔かき乱みださずに、一いつ閃せん、横一文字に鞘さや付きの剣を振るった。さながら、今までまとわりついていた、嫌な予感を払はらうように──。

　けれども。嫌な予感というものほど、当たってしまうものなのである。

「……アルさん、いらっしゃいますか？」

「へ？　……う、うおわぁあっ!?」

　突とつ然ぜん声をかけられて、アルバルドはびっくりする。なんだなんだああ!?　足音はもちろん、気配なんてまったく感じなかったというのに！

　い、いや、それはもちろんあるのだけれど。アルバルドが一番驚おどろいたのは、何の前まえ触ぶれもなく開いた障しよう子じの戸の隙すき間まから、ひょっこりと覗のぞいてきた、一人の少女の顔にだった。

　それは銀ぎん髪ぱつの、アルバルドをとんでもない目に遭あわせた──。

　あ、いや。違ちがう？　顔立ちはそっくりなものの、行燈の輝かがやきを反射するその髪かみは透すき通るほどに白く、長い。そして決定的な違いは、世界でたった一人しか持たない、精霊の姿すがたを見ることのできる特別な、金色の『龍りゆう眼がん』であった。

　そこにいたのは天華の双ふた子ごの妹、白華だった。

「な、なんだ、白華ちゃんか……。び、びっくりさせないでくれよ。ほ、ほんとに」

「あっ。ごめんなさいっ。精霊さんたちにお願いして、ちょっと気配を消してたんです。神しん殿でんの他ほかの人たちに見つかりたくなかったから」

「へ？　見つかりたくないって……な、なに？」

　なんで？　アルバルドはどぎまぎする。ど、どういう意味？

「あのう、中に入ってもいいですか？」

「あ、うん。ど、どうぞ」

　汚きたないとこだけど。なんて言いながらも快かい諾だくし、アルバルドは巫み女この少女を部屋に入れた。剣を手放し、部屋の片かた隅すみにやりっ放しだった座ざ布ぶ団とんを引っ張り出して、軽くはたいて白華に差し出す。

　ありがとうございます、と白華はちょこんと頭を下げて、装しよう束ぞくの裾すそを丁てい寧ねいに折って座すわった。

　夜の部屋で、座布団と触れた衣きぬ擦ずれの音が、アルバルドの耳にはなんだかとても大きく聞こえた。──だって。

（ま、待てよ？　これって……ひとつの部屋に、男女が二人っきりなわけで！）

　しかもこんな夜中に。う、うおわあっ!!　アルバルドの心しん臓ぞうが、現げん状じように気付いて跳とび上がった。なんで、なんでこんなことになってるんだあぁあッ!?

　とにもかくにも、完全に二人っきりの空間であった。謹きん慎しん中であるために、来客だってもちろんない。というか、普ふ通つうは遠えん慮りよするはずなのだ。

　そのことは巫女の白華だって、たぶん知ってるはずなのに？

　い、いや、そもそも……白華がどうして、わざわざこんなところに来たのだろうか。同じ神殿内とはいえ、彼女の自室からは、ここはうんと離はなれているし。

（そ、それも、なんで、こっそりと？）

　天華と同じく、白華も幼おさななじみとして、アルバルドが神殿に連れてこられて以来、六年以上の付き合いである。だが、こんなことは初めてだった。

　そんなアルバルドの前に座って、陰いん影えいの薄うすい部屋で、白華のやわらかそうな桜さくら色いろの唇くちびるが開く。

「……あのね。アルさん」

「え、あ。は、はいっ！」

　アルバルドは板張りの床ゆかに直じかに座ざしたまま、なぜだか正座をしてしまった。もやもやとした、いけない妄もう想そうを抱かかえながら。

　──剣けん聖せいアルバルド＝ナイツもしょせんは十九歳さいの、うら若わかき男子なのであった。

　まさか、そんなっ。

（は、白華ちゃんが、オレのことを好きだったなんて──！）

　知らなかった。どっ、どうしようー！　なんて、まんざらでもない気持ちが、顔面に血流を増ふやした。いや、体全体が火ほ照てってくるのが自分でもわかった。

　けれども。

「ええと……」

　と、何かを言い出そうとして、ちょっと上目遣づかいになった白華の顔に。ふいに彼女と双子の、同じ顔の少女が重なった。

　白華とそっくりな、でもぜんぜん性せい格かくの違う、強い輝かがやきを宿した銀色の瞳の娘むすめ。がさつで、遠えん慮りよなく人の頭に蹴けりを入れたりする──でも。

　アルバルドが実は密ひそかに、想おもいを寄よせる幼なじみの女の子。……そうだ。アルバルドはぶるぶると頭を振る。妄想を振り払い、自分を取り戻もどす。おっ、オレが好きなのは……！

「あ。やっととれた。はい、アルさん」

「ま、待って白華ちゃんっ！　確たしかに君はいい子だけどっ、でもオレは──って……あ、あれ？」

「ごめんなさい、ちょっと引っかかっちゃって」

　顔面を紅こう潮ちようさせて、必死に断ことわろうとしたアルバルドの鼻先に。はい、と白華が、ごそごそと袖そで口ぐちから引っ張ぱり出した何かを差し出した。

「……もしかして。これを渡わたしにきた、だけ？　白華ちゃん……」

「はい。そうですよ？」

「あ、ああ……なるほど。は、はは、ははは」

　そうだよなあ。きょとんとした純じゆん朴ぼくな顔の白華を前に、アルバルドはひきつった笑いを浮うかべた。

　ただその笑いは、白華がわざわざ渡しにきたというモノを手にしたとき、さらに強こわばることになったのだが。

「──う、おわっ!!　こ、これって!?」

　手のひらほどの、正方形の物体──透とう明めいな樹じゆ脂しの中に虹にじ色いろの円えん盤ばんが収おさめられた、明らかに今の時代のものではないモノ。科学の遺い物ぶつだ。

　そして鋼はがね隊たい隊長として遺跡に潜もぐったことのあるアルバルドには、見覚えのあるモノであった。確か……データの記録媒ばい体たいとして、ポピュラーに使われているものだったろうか？　そう、データ・ディスクである！

「って、な、なんでこんなものを、白華ちゃんがっ!?」

「えっと。姉様に頼たのまれたんです」

「姉様、って……て、天華にかよ！　──い、いや。てゆーか……なんでええ!?」

「？　さあ。渡せばわかるって、姉様は言ってましたよ？」

　白華はにこにこと、何も知らなさそうな笑え顔がおをつくる。うああああっ！　逆ぎやくにアルバルドは、頭を抱えた。

　嫌いやな予感が、ぶり返してきた。以前にも似にたようなパターンがあったのだ。

『あたしを神しん殿でんに引き戻したいんなら、力ずくでやってみなよ。これは、そーゆーチャンスなんだよっ』

　帝國の姫ひめでありながら遺跡探求者ロスト・リサーチヤーになるために、神殿を飛び出した銀ぎん髪ぱつの少女の、そんなような言葉が鮮せん明めいによみがえる。あははっ、と朗ほがらかに笑って──。

　そんな誘さそいに乗って、その後はとんでもない目に遭あったのだ！　ああああ！

「ああっ、もう、思い出したくもないいい!!」

「わ、ど、どうかしたんですか、アルさん？」

「あ……い、いやこっちの話で……。は、はは」

「そうですか？　えーと、じゃあアルさん。確かにお渡ししましたから」

　では、夜分お邪じや魔ましました。ぺこり、と小さく白髪の頭を揺ゆらして、白華は静かに立ち上がり、部屋からあっさり去っていった。

　そんな姿すがたを、行あん燈どんの光を受ける障しよう子じ張りの戸の向こうに見送って。……ど、どうするよ？　アルバルドはディスクを握にぎりしめ、部屋の中で両りよう膝ひざをついた。

「うあぁあああああああ……また、やっかいなもの持ち込こんできやがってええええ！」

　とりあえず、渡されたディスクの中身を見てみないことにはわかんないけど。でもあの幼おさななじみの少女のことをよく知るアルバルドは、金髪の頭を搔かきむしって悶もだえるのだった。

「こんのッ、バッカ天華ぁあああ～～～～!!」

　そして、皮肉なことに。謹きん慎しんは、明日にはもう解とけるのだった。







　闇やみの精せい霊れいたちに包まれて、姿と気配そのものを消した白華は、人に知覚されることはない。

　出てきたときと同じように、自室の夜や警けいに立つ女おんな僧そう兵へいたちの脇わきをこっそりと通って。自室へと戻ると、そっと障子戸を閉しめるのだった。

　ふう……。うまくやり過すごせたことに、白華は安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。と、全身を覆おおってくれていた、闇の精霊さんたちがはらりととけた。

　さすがにかなり無理をしてくれたのだ。疲つかれたよう、と闇たちは天てん窓まどから射さし込む月明かりを避さけて、部屋の中に散ってしまう。ありがとう。と、白華はそんな様子を金色の『龍りゆう眼がん』にとらえながら、心の底からお礼を言った。

「おかげで姉様から頼たのまれてたこと、ちゃんとできたよっ。……あれっ？」

　そういえば、姉様とＧくんは？　部屋の中を見渡して、白華はようやくそのことに気付いた。蒼あおと銀の涼すずやかな月光が落ちる寝ね床どこには、夕暮れ前にこっそりと戻もどってきた、二人の姿は消えていた。

　とりわけ姉の方は、ずいぶんと朝が早かったせいか。夜が更ふけてアルバルドの部屋に忍しのび込めるようになるのを待っていたものの、そのままいつしかうたた寝をしていたのだ。

　だからたまたま流星群ぐんも落ち着いたおかげで、早くに聖せい堂どうから戻ってこれた白華が、こっそりと姉の代わりにディスクを届とどけに行ったのである。少しでも、忙いそがしい姉様の力になってあげたかったから……。

　かがんでわずかに乱みだれを残した寝床のシーツに触ふれてみると、もうすっかり体温は失われていた。かすかに姉の髪かみから香かおる、日向ひなたのにおいだけが鼻び孔こうに触れた。

「そっか……もう、出て行っちゃったんだ」

　自分が届けに行くことは、姉の相あい棒ぼうである少年には告げてあったし。きっと安心して、任まかせて飛び出していったのだろう。別れの挨あい拶さつができなかったことを少々残念に思いながらも、でも白華はちょっと嬉うれしかった。それってつまり、姉様が自分のことを信しん頼らいしてくれてるってことだから。……けど。

「──もう少し、お話したかったなあ……」

　滅めつ多たに帰ってくることのない、姉だから。メールのやりとりだって、調子がいまいちよくないみたいで、ここ数日は控ひかえてるし。

　と、そんな小さな呟つぶやきを口の中で漏もらしたとき。……え？　白華の金色の瞳ひとみに、囁ささやく精霊たちの姿が映うつった。

　部屋の隅すみにつくられた、若わか木ぎを育はぐくむ浅い水たまり──。その上で水の精霊が、静かな波は紋もんを生んでいた。そこに誰だれにも見つからないよう沈しずめられているのは、白華の携帯コンピュータである。

「あっ。姉様が、出て行く前にメッセージを残してくれたの？」

　そうなんだっ。白華は水たちの声を聞いて、ぱっと明るくほころんだ。すぐに水中から携帯コンピュータを取り出すと、二つ折りの画面を膝の上で開くのだった。







　ありがとっ、白華。あたしが寝こけてる間に、かわりにアルんとこへ行ってくれたんだって？

　まったくもうー。起こしてくれてもよかったのに！　……なんてＧに言ったら、「睡すい眠みんは人間の体にとって一番重要なことなのだろう？」だって。まあ、そりゃそうなんだけどね。うーん。

　けど、気を遣つかってくれてありがとね、白華っ。ほんとはね、あんまりぐずぐずもしてられなかったんだっ。アルに指定した日まで、そんなに余よ裕ゆうもなかったしね。

　だから今回は素す直なおに白華に甘あまえて、さっさと準じゆん備びに奔ほん走そうすることにしました。次からはまた、いつもみたいにメールを送るねっ。あ、衛えい星せい回線の方は、どうやら平気みたい。チェックしてみたんだけど、あたしたちのメールは普ふ通つうにやりとりできるようです。なんでだろ？

　あの破は損そんメールが、無む理り矢や理り回線に割わり込んだりしたってことなのかな？　それともあたしが衛星回線の設せつ定ていをしたときに、使えるアンテナをあたしと白華の携帯端たん末まつに、常つねに狙いを固定するようにしたからかなあ。

　ま、いいやっ。どっちみちあたしたちのメールに影えい響きようがでなければ、それでいいんだし。うん！

　じゃあまた、メールするね、白華っ。

　……おっと、そうそう。Ｇにあずけてくれたお守り、ちゃんと受け取ったよー。あたしが寝てる間に、わざわざ聖せい堂どうでつくってくれたんだって？　ありがと、ぜったい大事にするからね！


《天華》　　










　それはメールではなく、天華が直ちよく接せつ打ち込んだものであった。

　しかしいつもメールから感じる、姉の元気な様子を感じて。白華は月光の下、くすりと微笑ほほえむ。

「がんばってくださいね、姉様──」

　携帯コンピュータを胸むねに抱だき、静かにそっと呟いて。




　　　　５




　──白華の元から再ふたたび飛び立って、七日目。天華は雷らい帝てい号ごうで、帝てい國こく領りよう域いき最さい南なん端たんである湾わん岸がん都と市しからさらに南の、ある無人島へとやってきた。あたたかな風と強い日射しに恵めぐまれた、赤道にほど近い真っ青な海のど真ん中である。

　そしてゴーグルを外した肉にく眼がんには、天空へと伸のびた「柱」の姿すがたが、初めてはっきりと見えるのだった。

「あれが……軌き道どうエレベーターなんだっ」

　すごい。天華は息をのむ。雷帝号を浜はま辺べに残し、相棒の少年と共に、すぐ真上に突つき出ていた見晴らしのいい崖がけへと岩肌を登った。

　その狭い頂上で、潮しおの香かおりを運んでくる風に銀ぎん髪ぱつを叩たたかれながらも、天華は一望できる青い世界に目を向けた。穏おだやかな海と、その果てである水平線手前に一本の「柱」の基き部ぶがつくられていた。海上に組み上げられた、軌道エレベーターの根っこである。そしてそこから、「柱」はただ真まっ直すぐに、高く、高く、どこまでも高く──海より澄すんだ青空に浮うかぶ雲を貫つらぬき、遥はるか高くそびえている。そのてっぺんは、ここからではどうやっても見ることはできない極きわみに消えていた。

「ついに、ついに来たんだね、あたしたちっ」

　実じつ際さいにその圧あつ倒とう的な存そん在ざい感を前にして、天華は心を躍おどらせる。遺い物ぶつを改かい造ぞうしたゴーグルの機能を調整して、軌道エレベーターを拡かく大だいして見た。錆さびもせず、朽くちてもいないきれいな表面が、銀の瞳ひとみに飛び込んでくる。……ええっと、どうしよっか？

「やっぱり、雷帝号で外側を登っていっても、途と中ちゆうで入れそうにないねー」

「……そんなことを考えていたのか、天華？」

　無む謀ぼうなことを。傍かたわらで褐かつ色しよくの肌はだの少年が、整った顔を微び妙みように崩くずした。

「どうせ舞翼ライドでは、そう高くは飛べないぞ」

「えー？　でも雷帝号には、普通の機体と違ちがって、推すい進しん結けつ晶しよう体たいが積んであるでしょ？　だったらちょっとは無理できるかなあって」

「風のないところではしょせん飛べない。それに空気が薄うすくなると、お前の体が保もたないぞ」

「んー、ある程てい度どは舞翼ライドに使われている風くじらの骨ほねの加か護ごで、行けるかもって思ってたんだけどなあ」

「無茶だな。そもそも精せい霊れいの力を使う今の技ぎ術じゆつでは、精脈のある大地から離はなれてしまうほど効こう力りよくを失っていく」

　帝國の最新型飛空艇ていでも、大差はない。錬れん精せいのシステムに詳くわしいＧは、何を今いま更さらといった口調で断だん言げんした。

　まあこの相あい棒ぼうがそう言うのなら、そうなんだろうけど。天華は納なつ得とくしながら、懐ふところから取り出した携けい帯たいコンピュータを開く。画面に映うつし出すのは、浮ふ遊ゆう都市で手に入れた軌道エレベーター基部の構こう造ぞう図ずである。

「じゃあ結局、ベース部分から内部に乗り込んで、コントロールを乗っ取っちゃわないとダメってことかあ」

　でも、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないんだよね。天華はデータを切り替かえながら、そう呟つぶやく。──軌道エレベーター基部の防ぼう衛えい機構に関して、わかっていることがふたつ。接近するモノに対しての自動攻こう撃げき機き能のうと、内部を蠢うごめく自動機械──オート・ロボットたちの存在である。

　そのことは、今天華の手元にあるデータそのものが、内部に遺跡探求者ロスト・リサーチヤーが侵しん入にゆうして手に入れたものでないことが物語っていた。あのエレベーター基部から、何かしらの理由で破は棄きされ、漂流したロボットの残ざん骸がいから得たデータなのである。

　内部に入る前も、入ってからも、かなりやっかいなんだろうなあ。天華は「むむむ」と眉まゆ根ねを寄よせた。

「……けどまあ、簡かん単たんにはいきそうにないから、わざわざ協力者を呼よんだんだけどね。あははっ」

「協力者ね……」

　相棒がわざとらしく嘆たん息そくした。なによ、と天華は相棒を睨にらんでやる。けれど、小さく舌を出しながら。

「ところで、本当に来るのか？」

「アルのこと？　もち！　来ると思うよ。だって、あのメールも軌道エレベーターの構造図と一いつ緒しよに入れておいてやったもん」

　そのデータの入ったディスクがちゃんと手て渡わたされたことは、先日届とどいた白華のメールでわかってる。

　その中に天華は、奇き妙みような文字化けメールもついでに放ほうり込こんでおいたのだった。

「あんな、『ここまで来ないと世界が滅ほろぶ』なんてメールを受け取って、挑ちよう戦せんしにこないわけがないよ」

　うん。天華は携帯コンピュータをジャケットに仕し舞まいながら、ひとつ大きく頷うなずきを落とした。

　そして、それは天華とて同じことなのだった。

（世界が滅ぶ？　どうして？　そんなの、わかんない。けど……）

　これって明らかに挑戦してきてる。ううん、少なくとも、あたしを呼んでる。天華はしっかりと、そう感じていた。

　なぜなら……あのメールは、あたしにだけ送られてきたモノだったから。同じ回線を使っている、白華だっているっていうのに。

　その真相はわからない。データの破は損そんしたメールは、返信することができなかったし。だったら──やっぱり、直ちよく接せつメールを出した本人に会うだけだ。せっかくわざわざ、７万キロもの果ての居い場ば所しよすら、追加で教えてくれたのだから。

　行ってやろうじゃんっ！　天華は真っ青な世界にそびえる、とんでもなく長い「柱」を前にそう誓ちかった。と、握にぎった拳こぶしが、胸むな元もとで揺ゆれる小さな石の板に触ふれる。──白華がくれた、お守り石であった。浮遊都市でチェーンをつけた、「幸運の精霊」を閉とじこめた薄い石板だ。

　もっとも、幸運の精霊というものは、自然界には存そん在ざいしない。単なる迷めい信しんの産物である。

　だからこの石は、白華が精霊たちにわざわざ「お願い」してつくった、『精霊の棲すまない』特別なもの。全すべてのものに精霊が宿るという考えの元、そこにかわりに存在しているのは、架か空くうの精霊しかいないはずのものなのである。

　というのは、後から相棒の少年に説明してもらった話なのだが。なんにせよ、天華は大事に石を握った。幸運の精霊が架空のものでしかなくたって、このお守り石にはちゃんと、白華の想おもいが詰つまっているのだから。うんっ！

「がんばっちゃわないとね！　ねえ、Ｇっ。──Ｇ？」

　あれ？　天華はあらぬ方角を見ている相あい棒ぼうに気が付いた。

「どうしたの、Ｇ？」

「いや……気のせいかと思ったんだが」

　どうもな。Ｇは黒くろ鉄がね色の眼まな差ざしを、立っているこの崖がけから下の、島の奥おくの浜はまへと向けていた。

「憶おぼえのある精せい命めい力りよくをひとつ、あっちの方に感じる」

「？　ど、どういうこと？　それって……」

　つまり、あたしたち以外にこの島に、人がいるってこと？　天華はさすがにびっくりする。アルたち？　……ううん、まだ予定の時間には少し早いし、なによりアルバルドは一人で来るなんてことはないだろうし。

　いや、それ以前に。天華は不ふ審しんに思うことがあった。いつもはたいしたことに興きよう味みを持たないＧが、「憶えのある」と言った、それって。つまりそれだけ、特とく徴ちよう的な感覚だってことで──。

「常じよう人じんより極きよく端たんに少ない精命力だ」

　Ｇは端的に、そう言った。







　崖から降おりて、視し界かいを遮さえぎっていた緑の木々を搔かき分けて少し進むと。雷らい帝てい号ごうが舞まい降りた浜とは、ちょうど小さな島の反対側に位置する砂すな浜はまで、見知った顔と出会ってしまった。

　青い帽ぼう子しに黒くろ髪かみを押おし込んだ、琥こ珀はく色のつぶらな瞳ひとみをした背せの低い女の子。

　──プロテだ。

「う、噓うそおっ!?　プロテ？」

「あ。お姉サマ、よかったです！　会えましたですっ」

　天華の驚おどろきもなんのその。プロテは満面に笑えみを輝かがやかせ、天華の胸むねに飛び込んできた。思わず抱だき留とめてやる天華だったが、もちろん疑ぎ問もんは拭ぬぐえない。

「な、なんであんたがここにいるの!?」

「だってここって、軌き道どうエレベーターから一番近い島ですから。きっとここに来ると思って、がんばったんですよっ」

「がんばったって……どうしてそんなこと知ってんのってば!?」

「えーと、えとえとえと。だってお姉サマの携けい帯たい端末の画面を、『虫の穴あな』の夕食のときに開いてたじゃないですか。そこに映うつってたのが軌道エレベーターだったから、ここかなって」

　先回りするつもりだったんですけど、ぎりぎりでしたね。なんてプロテは無む邪じや気きに言う。いや……確たしかに、食事時に開いて見てたのは事実だけど。それを盗ぬすみ見したっていうの？　それだけで？

　しかも、どうやってここまでたどり着いたのか。その答は、相棒が先に見つけてくれた。

「天華、あれは……」

「え、あっ！」

　Ｇが指し示しめした浜辺の波打ち際ぎわに、半ば砂と海に身を沈しずめた、翼つばさを持った機械があった。そう、錬れん精せいのシステムで動く舞翼ライドや飛空艇ていといった類たぐいのものではない。それは明らかに、旧きゆう精せい紀きに造つくり出された科学の遺い物ぶつのひとつであった。

　天華はとにかくプロテをその場に置いて、砂に埋うもれた機体に駆かけ寄よる。数人乗りの、中型機といったところか。しかしその姿すがたは無む惨ざんにも鋭えい角かくに翼を折り、機首は完全に先端を失っていた。

「これ……え？　つ、墜つい落らくしちゃったの？」

「そうなんですよう。最後の最後で、燃ねん料りようが尽つきちゃって」

「てゆーかそもそもっ、こんなものどこから手に入れてきたっての!?」

「それは、あのあのあの。それはナイショです」

　でもほら、科学は得意って言ったですよ。などとプロテはのたまわった。──科学が得意？　それだけで、こんなものを調達して、ここまで追いかけてきたっての？　天華は驚きと呆あきれのないまぜになった顔で、青い帽子の女の子を見た。

　と、銀の瞳がふと気付く。彼女の膝ひざに、赤い血がにじんでいることに。

「ちょ、ちょっとプロテ！　あんたケガしてるじゃんっ!!」

「え？　あれ？　ほんとですう」

　墜落したときかもです。なんてのんびり言いながら、プロテはまじまじと、擦すりむいた左膝を眺ながめる。

　──まったくもうっ！　天華はジャケットのポケットから、携帯コンピュータほどの大きさの箱を取り出した。応おう急きゆう処しよ置ち用の傷きず薬ぐすりなどが入ったボックスである。

　プロテの前にかがみ込んで、傷口を消毒し、清せい潔けつな布ぬのきれを簡かん単たんに巻まいてやる。そして「あのさ、プロテ」と、ゆっくりと話しかけた。

「はい、お姉サマっ」

「あんたもしかして、『先ワ祖イ返ルりド』かなにか？」

「ええと、『先ワ祖イ返ルりド』というと、旧精紀時代に遺伝子改かい造ぞうを受けた人間の血を受け継ついだ、先天的な能のう力りよくを持つ人のことですか？　えとえとえと、いいえ、ワタシは違ちがいますよ」

「そうなんだ……。いや、まあ、いいけど。なんにせよ、あんたに科学に対するそれなりの知識や、扱うウデがあるってのはわかったよ。でもさ、こんなケガまでして……ううん、こんなケガで済すんだからよかったけど、ムチャしてこないでよね。それにまだプロテには、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーは早いって言ったじゃん」

　忘わすれたの？　天華は布の端はしを結びながら、琥珀色の瞳を見上げて諭さとす。自分が『虫の穴』の宿代を立て替かえたことを。

「自立ができてないのに、ついてくるもなにもないでしょっ」

「でも、でもでもでもっ、どうしてもお姉サマと一いつ緒しよに行きたかったんです！」

　プロテはふるふる頭を振ふって、必死な顔で訴うつたえた。

「それに……。お姉サマにちゃんとお金を返さないといけませんです！　だから遺い跡せきに行って、お姉サマの手伝いをして、お金かね儲もうけをすれば全部オッケイなのです！」

「へ？　そ、そーゆー論ろん理り!?」

「はいです！」

　ああー。なんか……頭が痛いたくなってきた。天華は手てつ甲こうの指で、おでこを押さえた。そのまま脱だつ力りよくして、すとんと砂の上に尻しり餅もちをつく。

　しかし天華を見下ろしてくるプロテの琥こ珀はく色の眼まな差ざしは、どこまでも真まっ直すぐだった。

　ううっ、ど、どうしよう？　立ち上がる気力もなく、天華は相あい棒ぼうの少年に、視し線せんで思わず助けを求める。けれども相棒からの台詞せりふも、「どうするんだ？」の一言であった。

　ただし、彼の言葉の示すものは、少し違って──。軽く空を斜ななめに指さした。

　皮肉なほどに冴さえ渡わたった空の端に、近づいてくる影かげがあった。うあ！　──飛空艇である。おそらく、いや間違いなく。剣けん聖せいの称しよう号ごうを持つ、天華の幼おさななじみが乗ったものだ。

「どうするって……ほんとに、どうしよう」

　天華はどうにか腰こしを上げながら、島へと一直線に向かってくる飛空艇の姿を眺ながめた。




　　　　６




　精せい霊れい都市から四日と少し。アルバルドと部下二人を乗せた中型の重じゆう装そう甲こう飛空艇は、天華が示した合流地点である無人島の姿を捉とらえた。

　しかしアルバルドとしては、飛空艇の狭せまい操そう縦じゆう窓まどから遠くに見える、天を貫つらぬく軌道エレベーターの存そん在ざい感を目まの当たりにして。うわぁ、といった小さな声を、着込んだ鎧よろいの襟えり元もとに漏もらした。

（あ、あんなところに挑いどむのかよおお!?）

　軌道エレベーターについては、操縦士官の少女に飛空艇を任まかせていたこの四日間に、補ほ佐さ官である少年から概がい要ようを説明されてはいた。帝てい國こくの数少ない遺跡に関する文ぶん献けんの写しも、しっかりと読まされた。──わかったのは、あれが未いまだに稼か働どうする、とんでもない遺跡であるということ。そしてまたその存在こそが、この新しん精せい紀きにおける信精帝國の、科学に対する盲もう目もく的な拒きよ否ひ反はん応のうの発ほつ端たんともなったことだった。

　記録によると──。軌道エレベーターによる自動防ぼう衛えい反応により、この辺り一帯の島々がなぎ払はらわれてしまったという。

　そのことを裏うら付づけるかのようにこの海かい域いきには、幼なじみの銀ぎん髪ぱつの少女が待つ島より先に、海に突つき出た岩のひとつもないのだった。

（全部破は壊かいされたってのかよ……。ああっ、もう！　ただの廃はい墟きよの遺跡でも、なにが起こるかわかんなくって、存分に怖こわいってのにいい！）

　なんでこんなことに？　アルバルドは今いま更さらながら、頭を抱かかえるのだった。

　けれどもそんなアルバルドとは、部下の二人はまったく違った。

「もうちょっとで到とう着ちやくスよン！」

　操縦席に座すわる十四歳さいの操縦士官が、テールに結んだ赤毛の頭を振り返らせて、やたらと元気にそう告げた。そのシートに張はり付く栗くり毛げ頭の十三歳の補佐官も、「そうですか」と身を乗り出したまま頷うなずく。眼鏡めがねをかけた彼の鳶とび色いろの瞳ひとみは、やる気満々である。

「あの島ですね、間違いありません。……フッフッフ、あの遺跡荒あらしめ！　今日こそは目にもの見せてやりますよ！」

　ククク。という、どこか黒い笑いが少年補佐官の口から漏れる。ひいいっ！　肩かた幅はばのない背せ中なかからとんでもなくダークな迫はく力りよくを感じて、アルバルドは狭せまい居きよ住じゆうスペースの中で、いっそう彼から離はなれるのだった。

　──なにしろ補佐官シエンときたら、天華からもらったディスクを持ち込こんで以来、ずっとこの調子である。

　見せなかった方がよかったかなあ、などとアルバルドは後悔するが。けれど『先ワ祖イ返ルりド』として『電脳デジタル』という、脳のう波はを電子情じよう報ほうと同調させることのできる彼なしには、アルバルドはディスクの中身を見ることもできなかったのだから仕方がない。

　それに、おかげでこの重装甲飛ひ空くう艇ていの手配など、様々な手続きをあっという間にこなしてくれた。さすがは十三歳という異い例れいの若わかさで剣けん聖せい補佐官にまで就しゆう任にんして、「鋼はがね隊たい」の裏方を一人で務つとめる少年である。その手しゆ腕わんは見事としか言う他ほかはなかった。

　でも、ちょっと……ちょっとだけ。やる気になりすぎてるような気も……。なんて、絶ぜつ対たいに言えないけど。怖くて！　アルバルドは暗いオーラを身に纏まとったシエンの背中を眺ながめながら、ぶるぶると首を振ふるのだった。

　しかしそうこうしているうちに、島はどんどんと大きくなって。

「あ！　あそこスねっ！」

　舞翼ライドを見つけたっス、と操縦士官ココロが叫さけび、機体を降こう下かさせるのだった。







　大きな翼つばさを二枚まいと補ほ助じよ翼よくを四枚持った、ずんぐりとした飛空艇が舞まい降おりてくる。灰はい色いろの装甲板に覆おおわれたその姿すがたは決して速そうではないが、かわりに頑がん健けんさが見て取れた。雷らい帝てい号ごうの側そばまで慌あわてて戻もどった天華は、へええ、と見上げて銀の瞳をまるくする。

「防ぼう御ぎよ力りよく重視できたんだ。うん、悪くないかもっ」

　向こうも考えてるなあと、思わず下へ手たな口笛を吹ふく。その目の前へと六枚の翼を持った機体は、やわらかな浜はま辺べの砂すなを踏ふみしめて、腹ふく部ぶ横のハッチを大きく開いた。
















　そして、長ちよう軀くに鎧よろいと兜かぶとを身につけた大たい層そうな格かつ好こうのアルバルドと、黒を基き調ちようとした動きやすい軍服姿の少年と少女が、中から出てきたのだった。

「──約束どおり信精帝國軍鋼隊、参上致いたしましたよ！」

　鋭するどく言うのは、先頭に出た栗毛の少年補佐官である。眼鏡の下の鳶色の眼まな差ざしが、天華を睨にらみ上げていた。

「あははっ、元気そうじゃんっ」

　久ひさしぶりに見るアルバルドの部下二人に向かって、天華はそう声をかける。

「でも、よく無事だったよねー。砂さ海かいにほっぽり出されて」

「な、こっ……！　だっ、誰だれのせいで、砂海で何日も漂ひよう流りゆうしたと思ってるんですかああッ!!」

　シエンがぶち切れて、絶ぜつ叫きようする。

「非ひ常じよう食しよくは底をつきかけるわ、水はなくなるわ……死にそうな目に遭あったんですから!!」

「ほんとに大変だったんスようう～～～!!」

　その後ろで赤毛の少女も、紅べに色いろの瞳いっぱいに涙なみだを溜ためてむせび泣いた。横では白さが目につくいかつい鎧兜に身を収おさめた、金髪の青年もこくこく頷く。これは天華の予想だが、きっと情けない顔で涙を流しているに違ちがいない。

　そんな三人の中で立ち直りが早かったのは、やはり栗毛の少年であった。

「でも、だからこそ、今回の挑ちよう戦せんを受けたんですよッ！　そのリベンジとしてね!!　──その舞ぶ台たいとしては、またとんでもない遺い跡せきを選んでくれたものですが……」

　シエンは軍服のポケットからディスクを取り出し、天華の足元に叩たたきつけた。

「正直、世界が滅ほろぶとかいう、わけのわからないうさんくさいデータには、興きよう味みはありません。ボクたち鋼隊の目的はただひとつ！　……真っ正面からあなたに勝って、いつぞやの雪せつ辱じよくをさせていただく、それだけですッ!!」

「もちろん受けたよっ、その勝負！」

　天華はディスクをつま先で胸むな元もとまで器用に蹴けり上げ、しっかりと手てつ甲こうの手で摑つかみ取った。にやり、と頰ほおを歪ゆがませながら。

「帝國領りよう域いき外がいの遺跡だから、そっちの法は適てき用よう外だとは思うけど。でも、あんたたちがあたしに勝てば、おとなしく捕つかまってあげるよっ」

　最後の一言は、ちらりと鎧姿の幼おさななじみに向かって言ってやった。

　だけど「いいでしょう」と応おうじるのは、やっぱりシエンの方で。

「勝負の方法は、あなたがそのディスクに記していたとおりでいいですよ。あの軌き道どうエレベーター遺跡のてっぺんまで先に登り切った方が勝ちか、それとも途と中ちゆうであきらめた方が負けか。鋼の剣聖アルバルド様を筆頭としたこの鋼隊が──必ず勝ちます!!」

　少年補ほ佐さ官の指が、真まっ直すぐに天華に突つきつけられた。……言ってくれるじゃんっ。天華は浜辺に吹く風を銀の髪かみに受けながら、負けじと背の低いシエンを見下ろして、いっそう不ふ敵てきに笑えむのだった。

　けれども──。

「どちらさんなんですかあ、お姉サマあ？」

　対たい峙じした二人の間を流れる場の雰ふん囲い気きをぶちこわして、甲かん高だかいプロテの子こ供ども声が真横から割わって入る。って、い、いつの間に!?

「どちらって……な、なんなんですか、この女の子は!?」

「いや、その。き、聞かないで」

　もっともなシエンの台詞せりふにそう応こたえて、天華は眼がん光こう鋭く振り返る。やわらかな砂地に降おりた雷帝号の側にいる、Ｇを睨んで。ちゃんとつかまえといてって言ったのに！

　ただし相あい棒ぼうの少年ときたら。絶対に、こっちと視し線せんを合わせようとはしないのだった。その手にプロテが背せ負おっていた青いリュックが摑まれてはいたから、おそらく彼女がリュックの肩かたひもを、Ｇが止める間もなくすり抜ぬけたのだろうけれど。

　そして相棒を出し抜いたプロテは、天華と鋼はがね隊たいの三人の間で、「はじめまして」と青色の帽ぼう子し頭を下げるのだった。

「こんにちわ。ワタシ、プロテと申します。えとえとえと、遺跡探求者ロスト・リサーチヤー見習いをやってますです」

「遺跡探求者ロスト・リサーチヤー見習い……ま、まさかっ、あなた！　弟で子しをとったんですかあ!?」

「いや、弟子じゃないって！」

　驚きよう愕がくするシエンに、天華は力一いつ杯ぱい否ひ定ていする。けれどもシエンは、そして後ろにいたココロまでもが、一いつ斉せいにこの世の終わりのような顔をした。

「いやっ、やめておいたほうがいいですよ、絶対ッ！　とんでもない目に遭あわされますから！」

「ほんとっス、今ならまだやりなおせるス!!　若わかいのに、人生棒に振ふることないっス！」

「そ、そうだぞっ、なにか弱みを握にぎられてるんじゃないのかっ!?」

　いつの間にかアルバルドまでもが参加し、いかつい兜かぶとを接せつ近きんさせて、二人に混まざってとにかく必死に訴うつたえている。やれ犯はん罪ざいだの、極ごく悪あくだの、なんだかひどい言われようだ。あ、あんたら……ああー、もうッ!!

「勝手なこと言わないでよねっ！」

　ほらこっちに来る！　天華はプロテを連中から引きはがし、抱かかえ込むようにして雷帝号の側そばにいる相棒の元へと突っ返した。

「あんたも、勝手なことを言わないのっ」

「あわわわわ、ご、ごめんなさいですう……」

「って言っても、結局あんたをここにほっぽっておくわけにもいかないのは現げん実じつなんだよね──」

　プロテの乗ってきたどこから手に入れてきたかわからない機体は、燃ねん料りよう切れな上に、壊こわれてるし。送り返す手しゆ段だんがないのだ。

　とりわけ、もうアルバルドたちは来てしまったわけだし。……ええい、仕方ない！

「いい、プロテ？　他ほかにいい方法も思いつかないから、あんたを一いつ緒しよに連れて行くことにするよ」

「えっ。ほ、ほんとですか、お姉サマっ！」

「しょーがないじゃん。この島に置き去りにするわけにもいかないでしょ。それに、あんた科学には自信があるんでしょ？」

「は、はい！」

「だったら、役に立つかもしれないしね。ってゆーか、行くからには役に立ってよねっ。ただし、あたしの言うことは絶ぜつ対たい聞くこと。ムチャはしないこと。いい？」

「も、もちろんです、はいっ！」

　プロテはこくこくと、帽子を落とすほど全力で頷うなずきを落とした。その素す直なおさに、天華は思わずくすりと笑ってしまう。けれどももちろん、簡かん単たんではないことは天華とてわかっていた。

　だって連れて行くからには、間ま違ちがいなく彼女は、かなりの危き険けんにさらされてしまうだろうから。──だから。

「Ｇっ！　あんた、もしものときはプロテを守ってくれる？　あたしより最さい優ゆう先せんでさ」

「……お前よりか？」

　黒くろ鉄がね色の眼まな差ざしが、わずかに戸と惑まどう。けれども相棒は、天華の真しん剣けんな頼たのみを断ことわりはしない。やがて彼は「わかった」と、いつものように簡かん潔けつで、頼たのもしい応えを返すのだった。

　任せたよ、相棒っ。天華は軽くＧの頭を搔かきなでてやった。

　そして、改めて鋼隊の三人組に向き直る。

「──じゃあ、そろそろ始めよっか！」







　純じゆん白ぱくの舞翼ライドの背に天華がまたがる。その後ろに座すわるのは、プロテとか名乗った青い帽子の女の子である。

「ほら、振り落とされないように、ちゃんとあたしの腰こしに手を回して。絶対放しちゃダメだからねっ」

「は、はいです！」

　そんな二人のやり取りを聞きながら、アルバルドは駆かけ込こんだ部下たちに続いて重じゆう装そう甲こう飛空艇ていへと乗り込み、手動のハッチをがっちりと閉とじた。

　とたんに操そう縦じゆう席せきのシートに飛び込んだココロが、赤毛のテールをふりふり「行くっス！」と元気に吼ほえる。重力から解とき放つ覚かく醒せいした機関部の唸うなりが、機体全体を震ふるわせた。

「負けるなよっ、ココロ！」

　飛空艇の操縦に関しては何もできないアルバルドは、兜を脱ぬいでそう鼓こ舞ぶする。

「まっかせてくださいス！　絶対負けないっスよンっ!!」

「とにかく、問題は軌き道どうエレベーターからの迎げい撃げきシステムです」

　ココロの真後ろに張はり付いて、冷静にシエンが言う。ディスクは天華に突つっ返したものの、彼の『電脳デジタル』の頭ず脳のうには、軌道エレベーターの構こう造ぞう図ずは完全にコピーされているのだった。いいですか、と赤毛の少女に侵しん入にゆう経けい路ろを説明する。

「巨きよ大だいなコンテナへと物ぶつ資しを搬はん入にゆうするルートが、本来は輸ゆ送そう機きの滑かつ走そう路ろに使われていた部分から入っていけるようになっています。そこまで接近できれば、攻こう撃げきもできなくなるはずです。けれどそれまでの攻撃を完かん璧ぺきに回かい避ひすることは、ココロ操縦士官の『直勘センサ』の力をもってしても難むずかしいと思います」

「自分の腕うではカンペキっス！」

　ほらほら！　とココロは軍服の袖そで口ぐちから、リング状じように硬こう質しつな輝かがやきを放つ手首を見せた。それは彼女が『先ワ祖イ返ルりド』として持つ、『直勘センサ』の能のう力りよくの外見的特とく徴ちようである。ココロの超ちよう感覚は手から操縦桿かんに、そして機体の隅すみ々ずみへと伝わって──あらゆる機体を、自分の肉体のように操あやつることができるのだった。

　けれども自信満々なココロを前に、シエンはあくまで「確かく率りつの問題ですよ。当たらない、という保ほ証しようはありませんから」などと、しれっと言うのだった。ぶー、とココロは頰ほおを大きくふくらませる。

「……でも、被ひ弾だんすることを考えて、この装甲タイプの飛空艇を調達したんです。少しくらい当たってもいいですから、とにかく一秒でも早く、攻撃有ゆう効こう範はん囲い内から抜ぬけ出てください！」

「えーと、えっと？　……んー？　それって、つまり？」

「……。ぶっとばして柱の基き部ぶに滑すべり込んでください、ってことですよ」

「なんだ、そうスか！　それならそうと最初からそう言ってくれスっ」

　アハハ～、と頰をゆるめて、ココロは操縦桿を握にぎり直す。重い機体がふわりと砂すな地ちから離り陸りくした。

　なんだか仰ぎよう々ぎようしいなあ、と後ろの幅はばの広いシートに腰を据すえて、アルバルドは緊きん張ちようする。いや、この四日間で、予よ測そくされるこの軌道エレベーターからの迎撃をかいくぐれるかどうかが、最初にして最大の侵入への難なん関かんなのだということは、嫌いやというほど聞かされていた。

　そして──。防ぼう御ぎよ力りよくが皆かい無むである天華たちの舞翼ライドでは、攻撃を一発でも食らってしまえば、あっさりと吹ふっ飛んでしまうことも。

（だ、大だい丈じよう夫ぶなのか？　天華たちは？）

　アルバルドはつい不安になり、横にある小さな丸まる窓まどから、負けじと一いつ緒しよに飛び立ったはずの純白の舞翼ライドを追い求めた。

　だが……あ、あれえっ？　空色の瞳ひとみには、澄すみ切った海と空の青だけが飛び込んでくるのだった。天華たちの姿すがたは、ない？

　これって一体……と、思った瞬しゆん間かん。飛空艇が大きく傾かたむき、「うやゃああああ!!」というココロの変な叫さけびが響ひびく。同時に鈍にぶい衝しよう撃げき音が空気を揺ゆらし、強い飛沫しぶきが装甲を叩たたいた。「攻撃っス！」とココロに言われるまでもなく、アルバルドにだってわかった。と、また飛空艇が逆ぎやく方向にいきなり身を切る。

　うわぁっ!?　とシエンの手が、摑つかんでいたココロのシートから滑った。慌あわててアルバルドは、少年の華きや奢しやな体を受け止めてやる。あ、危あぶない危ない！　跳はねるように飛ぶ機体の中で、アルバルドはとにかくシエンを抱かかえ、シートに必死にしがみついた。

　けれどもそんな格かつ好こうのまま、アルバルドは見た。見てしまった。──激はげしく海と空とが切り替かわる丸窓の外から、一瞬ちらりと覗のぞいた、超低空で海上を飛ぶ純じゆん白ぱくの舞翼ライドの姿を！

「あ、あいつ……まさかっ!?」

　アルバルドは直感でわかってしまった。こっちとは違ちがい、波に隠かくれるように飛んでいたあの機体が、まったく攻こう撃げきを受けていないことに。だから。

「おっ、オレたちを囮おとりにしやがったなあああ────ッ!!」

　アルバルドは機体のシートに弄もてあそばれながら、絶ぜつ叫きようした。







「お────っ、すごいすごい！　あははっ」

　機体を海面ぎりぎりの低空で維い持じしながら、プロテと共に極力姿し勢せいを低く保たもって。天華は軌道エレベーターからのミサイル攻撃をかわして踊おどる飛空艇に、賛さん辞じを送った。と、弾だん幕まくがついに一発、灰はい色いろの装甲に接せつ触しよくする。

　けれども、「当たったの？」と思った瞬間、それは無む理り矢や理り軌き道どうを変えて。海へと落ちて、太い水柱を上げるのだった。

　Ｇ曰いわく、どうやら強力な防ぼう護ごの錬れん精せい術じゆつが施ほどこされた、特とく殊しゆな装そう甲こうということらしい。一発や二発食くらったところで、簡かん単たんに沈しずむ機体ではないようだ。

「そうそうっ。粘ねばってくれなくっちゃね！　あたしがこっそり近づけるようにっ」

　──おおよそ攻撃センサーの感知能力については、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとして経けい験けんから知っている。動いて接近してくるモノ、もしくは強い金きん属ぞく反はん応のうに敵てき意いをむき出しにするのである。

　幸い舞翼ライドは、金属的な反応は持たない。そして逆に、帝てい國こく製せいの飛空艇はその構こう造ぞう上、金属の塊かたまりであった。

　だから天華は機体を操あやつり、アルバルドたちを囮にして。波に紛まぎれるようにして、低空から静かに接近するのだった。

　というか、そのためにアルバルドたちをわざわざ呼よんだのである。

　しかし。

「あっ、お姉サマっ！」

　プロテが背せ中なかにしがみついたまま声をあげた。はい？　天華は潮しおの香かおりに触ふれていた顔を上げる。と、ゴーグルをかけた銀の瞳ひとみに、とんでもないものが映うつった。

　飛んでくる小型のミサイル弾頭を避よけるのに精せい一いつ杯ぱいだった飛ひ空くう艇ていが、いきなり真まっ直すぐに、こっちに向かって突つっ込んできたのである！

　もちろんそれを狙ねらって、ミサイルの雨が軌道エレベーターから放たれる。天華たちまで巻き込むように。う、噓うそおおおっ!!

「きゃあああっ、ちょ、ちょっとおおお!?」

　なになになにいっ!?　天華は今までの慎しん重ちようさをすぐさま破は棄きし、低空から飛び上がる。ミサイルを回かい避ひするために、機関部に座すわる相あい棒ぼうが推すい進しん結けつ晶しよう体たいを起動させた。突とつ進しんしてきた飛空艇とクロスしながら、一気に加速し、肩かたを並ならべた。

「あああ─────、もうう～～～ッ!!　これじゃ、せっかくの作戦が台だい無なしじゃん──!!」

　天華は飛空艇と共に弾幕をかわしながら、悲鳴をあげる。けれどももちろん、そんな余よ裕ゆうなどなくて。さすがに天華は真っ青になる。なんとかしないとっ。……そうだ！

「──Ｇ！」

　伝声管に向かって、天華は相棒に声をかけた。

「あんた、そーいやほらっ！　一気に空間を跳ちよう躍やくする錬れん精せい術じゆつが使えたよね？　ええと……」

「？　《門ゲート》のことか」

「そう、その《門ゲート》ってヤツ！　それを使って切り抜ぬけられないッ？」

「……無理だな」

　相棒の少年は、実に素そっ気けなく言い放った。この状じよう況きよう下かじゃ使えない、と。

「なにしろ、《門ゲート》の出口は正せい確かくには開けられないからな。そんなに便利なものじゃない」

「えええええ？　でも、ドラゴンのときは、ちゃんとうまく導みちびけたじゃないっ」

「あれは、事前に出口用の仕し掛かけを施ほどこしていたからだ」

「ってことは……あああ、役立たずなんだからあ──っ！」

「お、お姉サマ、また攻撃がきましたよう！」

　プロテが背はい後ごで指さした。その先を視し線せんで追うと、軌道エレベーターの高い位置から砲ほう撃げきされているらしい。発はつ射しやされた数発のミサイルが弧こを描えがき、雷らい帝てい号ごうに突っ込んできた。

　ええいっ、こーなったら！　天華は操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめ、覚かく悟ごを決めた。

「Ｇっ、一気に突っ込むよッ！」

「わかった」

　伝声管から、相棒が応おう答とうする。

　とたんに機体後部で、推進結晶体が一ひと際きわ強く輝かがやいた。「わぁお！」とプロテが感かん嘆たんの声を出す。

　それすらその場に置き去りして──雷帝号が全速力に包まれた。重い飛空艇をぐんぐんと引き離はなし、弾たまがこっちを狙うより速く、波と空気をぶっちぎる。

　遠かった「柱」の形が、あっという間に大きくなった。初めてそれがつるりとした曲面を持つ、円柱の形をしていることがわかる。そしてその根本である、海の上につくられた、どっしりとした基き部ぶがはっきり見えた。いや、海から生えているのではない。３万５千キロもの上空に存そん在ざいする、重力の釣つり合った岩石衛えい星せいを中心として、上下にバランスを取りながら伸ばされて。遥はるか彼方かなたの天空から青い海面すれすれに、つり下げられているのだった。

　そして一際ごてごてとして太くなった基部の周囲には、たくさんの輸ゆ送そう機きなどが離り発はつ着ちやくできるようにだろうか。巨きよ大だいな滑かつ走そう路ろがその四方を、それぞれぐるりと取り囲み、海上に突き出している。

　攻撃の手が二分されたのがよかったのか。なんとか雷帝号は、その長い滑走路のひとつへと滑すべり込んだ。

「よぉおしッ！」

　やった！　ここまで来れば、もう攻撃はない。安あん堵どが胸むねににじんできた。

　しかしふと振ふり返れば、すぐ真後ろに飛空艇の姿すがたがあった。向こうもどうにか攻撃をかいくぐってきたのである！

「って、負けるもんかっ！」

　天華は白い翼つばさを駆かり、平らな滑走路の上すれすれを滑空する。と、風を蹴けって、二枚まいの翼を翻ひるがえした。滑走路真横に開いた、基部内部への侵しん入にゆう口を目指して。

　天を貫つらぬく「柱」の基部は、その外部に無ぶ骨こつな防ぼう衛えい機き構こうを纏まとい、肥ひ大だい化かしている。だがその内側は、うってかわってシンプルな構こう造ぞうだ。装そう甲こうに守られた太い建材の骨こつ格かくが、がらんどうな内部をそれなりに複ふく雑ざつに入り組ませている。その体内へと、雷帝号は迷まよいなく飛び込こんだ。

　外の明るさに対して、一気に世界が陰かげに入って薄うす暗ぐらくなる。けれども経けい路ろは、あらかじめしっかり頭の中に叩たたき込んである！　天華は軌き道どうエレベーターの中心部である、シャフト・ブロックへと機体を飛ばした。そこが「柱」そのものの真下──。中間衛星を経へて７万キロの頭とう頂ちよう部ぶへと真っ直ぐに繫つながる、巨大な箱形コンテナが縦たてに移い動どうするための、その入り口なのである。

　そこを目指すのは、どうやらアルバルドたちも同じようで。天華たちの後をぴったりとついてくる。引き離すことはできない。障しよう害がい物ぶつの多いここでは、高速での飛行は無理なのだ。

　だから雷帝号と飛空艇ていは、同時にシャフト・ブロックへとたどり着く。──けれども。

「……ああ、くそ、やっぱりっ！」

　やけに広大で骨ほね組ぐみがむき出しのフロアに機体を乗り付け、無理だったか、と天華は吐はき捨すてる。

　その真横に、飛空艇が着陸した。装甲のついた底部を派は手でに擦こすり、雷帝号の鼻先を掠かすめて停止する。ハッチが開き、中から「見ましたか！」と栗くり毛げの少年が顔を見せた。そして強く拳こぶしを突つき出す。

「出し抜ぬこうだなんてそう簡かん単たんにはいきませんよ！　これが──『いいように扱われるより共倒れ』作戦ですッ！」

「いや……倒れちゃダメじゃん！」

　思わず突っ込んでしまう天華だったが、それ以上の気力はない。それより……。とゴーグルを外して頭上を仰あおぎ、唇くちびるを嚙かむ。

　そんな天華の様子に気付いてか、シエンもようやく悟さとったようで。どうした？　と頭を出した金きん髪ぱつの青年に、「上を見てください！」と示しめした。

　──宇う宙ちゆうと地上とを繫ぐ、移動コンテナがあるはずのそこには。ただ真っ直ぐに縦へと伸びるとんでもない空くう洞どうの闇やみが、真上に口を開けているだけなのだった。

「え、えっ？　これは？」

「……エレベーター・コンテナが、下にまで降おりてきてないってことだよ」

　アルバルドの漏もらした疑ぎ問もんに、天華がわざわざ応こたえてやった。その声は静かに遠く、頭上の暗い穴あなへと響ひびいてとけた。

　だが、その残ざん響きようが完全に消える前に。唐とう突とつに、辺りにサイレンが鳴り響く。内部への侵入者を感知した、警けい告こく音おんである。

　そして赤いライトの点てん滅めつが、天華たちと薄うす闇やみの世界を染そめ上げるのだった。
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　雷らい帝てい号ごうと灰はい色いろの飛空艇ていを、闇と交こう互ごにやってくる真しん紅くの光が包み込んだ。

　その異い変へんに真っ先に反はん応のうしたのは、飛空艇と感覚を同調させたココロであった。

「うやあぁあ──っ！」

　単なる条じよう件けん反はん射しやだったのかもしれないが、機体をうまく揺ゆさぶって、ハッチごとアルバルドとシエンを飲み込み、上じよう昇しようのため機首を上げる。飛空艇は真上に開いた、赤い光すら届とどかぬ、中空になったシャフトの縦穴へと舞まい上がった。

　けれども、それより早く各種防ぼう壁へきシャッターが稼か働どうする。決して分ぶ厚あついモノではないが、周囲があっという間に隔かく離りされた。二機が入ってきた侵入口も──天てん井じようすらも！

　瞬またたく間に塞ふさがれた縦穴のシャッターに、飛空艇は翼をぶつけて。灰色の装甲と翼の残ざん骸がいをまき散らしながら、その場に墜つい落らくしたのだった。雷帝号にすら伝わる鈍にぶい地響きに、「あわわっ!?」と天てん華かの後ろでプロテが小さい悲鳴をあげる。

　──幸い、たいした高さもなかったので、アルバルドたちに大きな怪け我がはなかったようだ。すぐさま横倒しになった機体から、ハッチを蹴けり上げ、金髪の青年が二人の部下を抱かかえて現あらわれる。

　しかし天華たちにも、そんな三人組の様子を気にしている暇ひまなどなかった。一度は閉とじたシャッターの一部が、突然開かい放ほうされたからだ。

　その向こうに、何体もの蠢うごめく機械を引き連れて──。

「なっ、なにあれえっ!?」

「防衛ロボットですよ、お姉サマ！」

　的てき確かくな答は、後ろにしがみついていたプロテが言った。……そっか！　天華も納なつ得とくする。発動した内部の防衛機構を司つかさどる、六本足の多足型自動機械であった。その数は、二体、三体、六体、十体……うわあ、どんどん増ふえてくるっ！

　彼らに床ゆかも壁かべも関係ないらしい。開放された赤い闇の奥おくから、縦じゆ横おう無む尽じんに休みなくわらわらと集まってくるのだった。

　けれどもそれは逆ぎやくを言うなら、そここそがここから飛び出せる、唯ゆい一いつの出口ということだ。──だから。
















「行ってくる！　Ｇジーっ、後は任まかせたから！」

　天華は腰こしに巻まかれていたプロテの腕うでをふりほどき、相あい棒ぼうの座すわる機関部の穴に、彼女をぽん、と放り込んだ。そして天華はゴーグルを首元に下げて、ジャケットから携けい帯たいコンピュータを抜ぬき、雷帝号から降おりて駆かけ出す。開いた画面に映うつすのは、この基き部ぶの構こう造ぞう図ずである。目指すはこれら防衛機構を制せい御ぎよする、コントロール・ルームだった。

（直ちよく接せつ乗り込んで、制御コンピュータを黙だまらせなくっちゃ……こいつら機械たちは止められないもんね！）

　天華は疾しつ駆くし、迫せまり来る警けい備びロボットに剣けんを抜いて構かまえたアルバルドとすれ違ちがう。と、横よこ倒だおしになった飛空艇の上へと部下たちを避ひ難なんさせた青年剣士に向かって、ロボットたちの前足から、闇を裂さく輝かがやきが放たれた。伝でん導どう性せいの高い金きん属ぞくの床を通して撃うち込まれた、麻ま痺ひ用の電流攻こう撃げきだ！

「だぁあアあアあッ!?　痛いてえええええ!!」

　一歩早く、六本足の一体を踏ふみ台にして跳ちよう躍やくした天華は回かい避ひできたものの、その背はい後ごで間抜けな声が呻うめきをあげた。アル!?　と空中で銀の瞳ひとみをちらりと向けると、さすがは極きよく限げんまで肉体を鍛きたえ上げた剣けん聖せいというところか。闇に瞬またたく電光にひるむことなく、帝てい國こく軍最強の剣士は、その一撃で手近な警備ロボットを斬きり捨すてた。相手が金属の塊かたまりだろうと関係ない。それこそが、剣聖の驚きよう異い的な腕前なのである。

　しかし結局、電撃を防ふせぐ手は持っていなくて。また二度三度と、彼の悲鳴が聞こえたけれど。なにやってんだかっ。天華はいつも通りのいまいちきまらない彼の様子を笑いながら、さらにロボットたちの背せ中なかを足場にして跳とぶ。

　警備ロボットたちの数も、無限ではない。天華は四回目の跳躍を終えると、彼らの途と切ぎれ目である床面へときれいに着地するのだった。電撃を食らう前に、すぐにまた走り出す。

　と、背後で凄すさまじい衝しよう突とつ音おんがした。

「わっ、きゃ！　な、なに!?」

　警備ロボットが数体、派は手でに舞い上がった。──突つっ込んできた、翼つばさの折れた飛空艇に押おし込められるようにして。

　電撃の閃せん光こうすら突き破やぶり、赤毛の少女が操あやつる機体が無む理り矢や理り、取り巻く六本足たちの壁を引き裂いたのである。それは天華のすぐ目前で、ようやく力尽きるのだった。

「言われたとおり乗り付けたスよンっ、シエンくん！」

「よくやりました、ココロ操そう縦じゆう士し官かん！　あなたの腕はさすがです！」

　扉とびらの壊こわれたハッチから、中の少女に礼を言って、栗くり毛げの少年が転がり出た。床の上でこけてしまうが、しかし眼鏡めがねの奥の鳶とび色いろの瞳は屈くつしない。負けませんよ！　とすぐ立ち上がる。

「あなただけ先に行かせては、鋼はがね隊たいの名が泣きますからねっ！」

「──ふぅん、やるじゃん！」

　天華も思わず少年に向かって、そう返してしまうのだった。

　けれども。もちろん、そんな余よ裕ゆうなどなくて。赤い闇やみの中、飛空艇ていの陰かげから起きあがったいくつもの六本足が蠢うごめき出す。うわ、やっばい！

　とにもかくにも天華とシエンは、一いつ緒しよになって走り出した。床の上をスパークする、激しい電撃に追いやられて。







「不本意ですが……ここは、共同戦線と行きましょうッ」

　肩かたで息をしながら、シエンが提てい案あんする。体力にはどうやら自信がないようだった。

　もっと鍛えておきなさいよ、と言おうとした天華だったが、こちらはこちらで手て一いつ杯ぱいだ。迫ってくる機械は、警備ロボットだけではなかった。電撃こそ放ってはこないものの、一撃で分ぶ厚あつい壁をぶち抜く一本の剛ごう腕わんを持ったロボットが、せっかく登った渡わたり廊ろう下かのような通路の前に立ちはだかる。だが警備用ではないのか、球体の下半身にそれほど機動力がないのが幸いだった。腕を振ふり回す前に懐ふところに潜もぐり込み、手てつ甲こうの腕を叩たたき込む！

　完全に沈ちん黙もくさせる必要はなく、押しのけるだけで十分だ。

「──その案、ノった！」

　とにかくここを突とつ破ぱしないと、勝負もなにもあったもんじゃないもんね！　天華は威い勢せい良く応こたえながらシエンの軍服の襟えり首くびを摑つかみ取り、倒れた機械が起きあがるより早く、一緒に横をすり抜ける。その向こうはシャッターがぴったりと降りている。ほい、と天華は少年をその側そばに降ろし、振り返った足でロボットの背中を蹴けり飛ばした。さすがに固くて重く、痛いたい。こんなのの相手をしながら防ぼう壁へきを開ける作業は、さすがに天華ひとりでは無理だ。

　だから防御に徹てつする天華のかわりに、『電脳デジタル』の能のう力りよくを持つシエンが、シャッター横の開かい閉へい機構にアクセスしてくれるのだった。

　実じつ際さい、シエンの『電脳デジタル』の力はすごい。防ぼう護ごパネルを壊して、携帯コンピュータを強ごう引いんに接続して、という手間が必要な天華と違い、それはぺたりと手を触ふれて、しばらく精せい神しんを集中させるだけでいいのだから。これまで突破してきた防壁と同じように、シャッターはあっさりと開いてしまう。

「開きましたよ！」

「うしっ、行くよっ！　……にしてもあんたの能力って、つくづく便利だよね。うらやましいかも……」

「動いてる機械など、ボクの前には無力ですよ」

　汗あせだくの顔で全力疾しつ走そうしながらも、シエンが小さく胸むねを張はる。はいはい、と天華は追いかけてくる別のロボットを手甲で叩き伏ふせながら、その少年と共に先へと急ぐのであった。

　──やがて、何なん枚まいものシャッターを開けてくぐったその果てに。天華とシエンの二人は、お目当てのコントロール・ルームへとたどり着く。

　一ひと際きわ頑がん丈じような扉も、シエンの前ではやはり無意味だ。先に天華が中へと飛び込むと、ぐるりと取り囲む無数のモニターの光が満ちたその部屋には、四本の細い腕うでを持った機械たちが三体、キーパネルに向かって座すわっていた。天華たちに気付いて戸と惑まどうように、太いコードに接続された無ぶ骨こつな頭部をくるりと回した。

　そのひとつを遠えん慮りよなく蹴り飛ばしてやって、天華は操作パネルのひとつを強引に空ける。すぐにシエンが飛びついた。

「ほらほらっ、さっさとやっちゃってよね！」

「わかってますよ。ご心配なく！　すぐにこの機械たちを、まとめて止めてみせます！」

「期待してるよっ」

　天華は全すべてを少年に任まかせて、彼を庇かばう形で、立ち上がってきた別の二体のロボットたちと対たい峙じした。

　だが、さほど緊きん張ちようはしていない。なぜならシエンは、瞬またたく間に軌き道どうエレベーター基き部ぶのコンピュータを、彼の支し配はい下かに収おさめてしまうだろうから。

　けれども──天華の背はい後ごから返ってきたのは、予想外の出来事だった。

「わ、あ、あぁあッ!!」

　小さな悲鳴が放たれる。……えっ!?　天華は慌あわてて振り向いた。少年の体が、シートの上で完全にのけぞっていた。

「ちょ、ど、どうしたのっ!?」

　シエンの厚みのない肩を摑み、強く揺ゆさぶる。けれども彼に意い識しきはなくて。低い鼻にかかっていた眼鏡めがねがずれて、シエンの口元からあふれた泡あわに汚よごれ、落下した。

　天華の足元で、ぱきり、と乾かわいた音を立てて、二つのレンズが割われてしまった。

「あ……う……あ……」

「な、なんなのっ、いきなり!?」

　どうして！　気を失い、小さく痙けい攣れんまでするシエンの体は、異い常じようだった。さっきまでなんともなかったのに！

　しかし、天華の銀の瞳ひとみは捉とらえた。おそらく──少年の唐とう突とつな変化を引き起こしたと思われる、その原げん因いんを。

　シエンが取り付いた操そう作さパネルの、その正面のモニター。そこに現あらわれた警けい告こくメッセージが、全てを覆おおい尽つくしていたから。これって……！

「ウィルス・プログラム!?　って、ま、まさかっ！」

　そうか！　天華は悟さとる。シエンの『電脳デジタル』の能力は、脳のうそのものをコンピュータと同調させてしまう荒あら技わざである。けれども、弱点があったのだ。──侵しん入にゆう者しやに対しての強力な攻こう撃げき型プログラムに対しては、脳そのものが無む防ぼう備びとなってしまうのである！

「ウィルス・プログラムの攻撃を食らって、気き絶ぜつしたってこと？　それって……この子にとっちゃあ、かなりやばいんじゃ！」

　天華の言葉を裏うら付づけるかのように、シエンの小さな痙攣は収まらない。どうしよう、どうしたらいい？　天華を迷まよいが支配した。

　けれども逡しゆん巡じゆんしている暇ひますら、今の天華にはなくて。残った二体のロボットたちが、四本の腕を振り上げて襲おそってきた。危あぶない！　天華はシエンを抱かかえ、シートから転がり落ちるようにかわす。お尻しりを激はげしく打ったけれど、痛がってる場合じゃないっ。

　涙なみだ目めの視し線せんを上げると、開いたままだった部屋の扉とびらから、別のタイプのロボットが顔を出す。集まってきてる！

「まずいっ、このままじゃ……！」

　逃にげ場のないこの空間だと、いつかは捕つかまってしまう。そう判はん断だんした天華の動きは速かった。シエンをしっかり背せ負おい込んで、立ち上がる。そして扉へと一気に走った。

「てえええええええええ─────いっ!!」

　天華は助走の勢いきおいにまかせて、わざと尻しり餅もちをついて床ゆかを滑すべった。扉に入ろうとしていたロボットの、大柄な股また下したをくぐり抜ぬける。お尻や太ももが摩ま擦さつ熱ねつで熱かった。けれど我が慢まんして、シエンを連れてとにかく逃げた。

　どこへ？　行ける場所なんて、この軌道エレベーターの中では限かぎられてる。とにかく、戻もどるしかない！

「……ほっとくわけにもいかないじゃんっ！」

　ここまで来て、とは思ったものの、シエンを庇いながらでは無理だ。だから天華は少年が開けてきてくれた、元来た経けい路ろを必死に走った。

　──背中のシエンの、時折まだ生まれる、微細な痙攣を気にしながら。




　　　　２




「……って、ちょ、な、なんだってのおお──っ!?」

　ちょっと待ってよ！　気絶したシエンを背負って戻ってきた天華を出で迎むかえたのは、とんでもない光景であった。

　警けい備びロボットが取り付くには狭せまい、壁かべを走る天てん井じよう間ま際ぎわの作業用通路。そこから望める赤い闇やみの向こうでは、シャフト真下に置いてきた雷らい帝てい号ごうに六本足たちが取り付き、どこかへ運ぼうとしているのだった。

「ど、どこへ持ってこうってのっ、あたしの雷帝号を！　……いや、それ以前に、Ｇのヤツとかどこ行ったの？」

　雷帝号をほっぽって、どこかに消えた？　天華は銀の瞳を凝こらす。それにＧだけじゃない。他の人ひと影かげもそこにはなかった。ああ、もうッ！　こっちはシエンを抱えて、どこに行けばいいってのっ？

　しかし天華は気付いた。ちょうど今居いる場所の真下で、警備ロボットたちが群むらがっていることに。

　うわ、と思わず身を隠かくしてしまう天華だったが、こっそりと顔を出すと、壁際にある隙すき間まが見えた。ちょうど六本足の警備ロボットのサイズでは、入り込めない狭さである。

　もしかして……？

「ええいっ！」

　通路を走ってきた他のロボットたちの足音が、やかましく追いついてきた。迷ってる暇はない！　天華はシエンをしっかり抱えて、真下のロボットの群むれへと真まっ逆さかさまに飛び降おりた。思いっきり体重をかけ、六本足の一体を押おしつぶす。と、すぐさま体を投げ出すようにして、壁の隙間へと転がり込んだのだった。

　その背はい後ごで薄うす闇やみを裂さいて、鮮あざやかな電撃の火花が散る。きゃあ！　と天華は頭を抱えるが──。……あ、あれれっ？

「電撃が、こない？　……なに、この場所！」

「待たい避ひ場所なんですよ、お姉サマっ」

「え？　ぷ、プロテ？」

　赤い警告灯からも逃のがれた、きょとんと顔を上げた天華の前に。青い帽ぼう子しの女の子が飛びついてくる。

　やっぱりここに逃げてたんだ、という天華の問いに、プロテは「はいです！」と元気に応こたえた。

「たまたま相手が入ってこれそうにない、ここに逃げ込んだんですけど。みなさんもすぐ奥おくにいますです」

「いや……って、待避場所って？」

「えと、えとえとえと。そこに書いてありますです」

　へ？　天華は指し示しめされた、足元を見た。迫せまる機械たちが留とどまる境きよう界かい線せんからこちらには、暗がりの中だが確たしかに、ゴムのコーティングがされた床面に「ＳＡＦＥＴＹ─ＺＯＮＥ安全地帯」のマーキングがされてある。って、ちょ、ちょっと待ってよ？

「……プロテ、あんたもしかして。古代標準文字アルフアベツトが読めるの？」

「はい、読めますです。お姉サマは読めないんですか？」

「いや……そりゃあたしは遺跡探求者ロスト・リサーチヤーだから、簡かん単たんなのは読めるけど」

　でも、普段は携帯コンピュータに解読を任せっきりだ。……あんた、何者？　なんて言葉が思わず、無む邪じや気きに見上げてくるこの小さな女の子に向かってこぼれ出ようとした。

　いや、それよりも。待避場所ってのはつまり、どういうこと？　振ふり返り、足一本も突つっ込ませることができずにいる六本足の警備ロボットたちを見る。

（……関係ない、軌き道どうエレベーターのスタッフなんかが、電撃を避さけるために逃げ込む場所ってことなのかな？）

　とにかく、この空間は都合が良かった。担かつぎ直したシエンの体重と体温を感じながら、天華はプロテに誘さそわれて、狭く折れ曲がった通路の奥へと向かった。

　短い通路の奥は、貧ひん弱じやくな梯子はしごがかけられた、十人ほどが横になれる広場となっていた。その下ですっかりへばったアルバルドとココロとが座すわり込こんでいた。と、Ｇが長い梯子の上からするすると降りてくる。

「上まで行ってみたが、やはり状じよう況きようは変わらないな。出口には機械どもが同じように群がっている──天華？」

　戻もどったのか。着地したＧは天華に向かって、格かく別べつ驚おどろいた顔をすることもなく言った。

　と、その声で疲ひ労ろうに伏ふしていた鋼はがね隊たいの二人も、天華に気付く。

「！　戻ってきたのか？　……って、あ、あれっ。シエン!?」

「うやややっ、シエンくんー!!」

　アルバルドとココロが、天華の抱かかえてきた少年のぐったりとした容よう態たいに、大おお慌あわてで駆かけ寄よった。ごめん、と天華は真しん剣けんに二人に謝あやまる。

「とんだドジ踏ふんじゃって、失敗しちゃったっ。それどころかこの子ったら、ウィルス・プログラムを取り込んじゃったみたいで……」

「ウィルス？　……って、な、なんだそれ？」

「と、とにかく、安静に寝ねかせるっス！」

　薬とかなら持ってるス！　とココロが軍服のポケットから、軍用の医い療りようセットを取り出した。アルバルドも鎧よろいを外して、その下に着ていた上着を脱ぬいで、少年の下に敷しいてやる。

　シエンは痙けい攣れんこそ収おさまったものの、顔を火ほ照てらせ、唸うなりをやめない。意い識しきを取り戻す気配はなかった。

　ココロの取り出した解げ熱ねつ用の冷たい錬れん精せいシートが、栗くり色いろの前まえ髪がみをどけて張はられる。うう、とシエンはわずかに呻うめいた。

「……ぜんぜん効きいてないみたいスようう～～」

「ケガとか病気とかとは、ちょっと違ちがうもんね」

　あたしだって、どうしたらいいかわかんないけど。でも……。心配に顔を曇くもらせ、見守るココロとアルバルドを前に、天華は携帯コンピュータを取り出すのだった。

「ど、どうするんだ？」

「ウィルスに対たい抗こうする、ワクチン・プログラムをなんとかできないかなって」

　もちろんそう簡単にはいかないだろうけれど。ウィルスのタイプもよくわかってないし。けれどそれは、天華が遺い跡せきからデータを取り込むときにも同じ条じよう件けんである。うん！　だから天華は、自分がいつも頼たよっている対攻こう撃げき型プログラム用の基き本ほん処理プログラムを、ポケットに入れておいたままだった、アルバルドたちにデータを渡わたしたディスクへと転送ダウンロードさせた。

「って、あ、あれ？　どうやったらこの子に、これ読み込ませることできるんだっけ？」

　知ってる？　とディスクを持ったままアルバルドたちに訊きくが、二人とも困こまり顔で首を振るばかりだ。

　迷まよった末に、天華はシエンの口にディスクをくわえさせた。

「頭に近い方がいいよね。……たぶん」

　まあどのみち、シエンが自分の意い志しで取り込もうとしなければ、無理なのかもしれないけれど。でも天華には、これくらいしかできないから──。これで効いてくれるといいんだけど……。

「とにかく、逃にげられはしないけど、襲おそわれることもないみたいだし。この子の回かい復ふくを待ちながら、あたしたちも休もうよ」

　天華はそう提てい案あんしながら、固い壁かべに背中を預あずけ、その場にどっと腰こしを下ろした。疲労の吐と息いきが胸むねを揺ゆらす。

　冷えた床ゆかなどが体温を奪うばっていくが、それは今まで緊きん張ちようの連続だった天華の体には、それなりに心地ここちよかった。







　プロテが小さな寝息を立てて、天華にもたれかかっていた。その帽ぼう子しが落ちて、相あい棒ぼうが拾ってやる。

　そんなＧの動きに、天華はふと目を覚ました。

「……あ。Ｇ……。どれくらい寝ちゃってた？」

「二時間ほどだ。そう経たってはいない」

　そうなんだ。でも、長く感じる……。

「外の状況はどうなったかなあ」

　起きたついでに天華は壁にプロテを任まかせて、横になったシエンの前でうたた寝をするアルバルドやココロたちをそのままに、ゴムの床に足音も刻きざまず出口に向かう。と、そこはやはり変わりなく、赤い光を背はい景けいに、機械たちが居い座すわっているのだった。

「変わりなし、か……相手は疲つかれることを知らないもんね」

「プロテがここを見つけていなければ、かなり危あぶなかったな」

　背後からついてきた褐かつ色しよくの少年が、おもむろにそうこぼした。そっか。天華は相づちを打つ。

「──って。そういえば、Ｇっ。あんた逃げ込むのはいいけれど、雷らい帝てい号ごうを見み捨すてたでしょーっ。この！」

　えい！　手てつ甲こうの裏うら拳けんが相棒の頭を狙ねらった。もっともいつものように、あっさりとかわされたが。

「仕方がなかった。ここに雷帝は入らなかったからな」

「……で、あっさり見捨てたわけ？　雷帝号ったら、どっかに持ってかれちゃったんだよ！　壊こわれたりしてたら、あんたに修しゆう理りしてもらうからね！　もうーっ」

「だが、プロテは言われた通り守ったぞ」

　相棒の少年は悪びれた様子もなく、しれっと言った。このっ。天華はもう一発殴なぐってやろうと拳こぶしを振ふるうが、やっぱり空振りさせられる。

　しかし、そんな普ふ段だん通りのやり取りをしていても、もちろん目の前にひしめく状じよう況きようは変わらなかった。

　いや──よく見ると、少し違う？

（！　あれ？）

　六本足の中には、いつの間に降おりてきたのか。上の通路などで天華を追いかけてきていた、一回り小さな他ほかのロボットたちの姿すがたも加わっていた。

　それにしても、いくつもの種類がある。腕うでが大きなモノに、小さなコンテナを積んだモノ。少し離はなれた壁に張はり付いてるのは、頭部が異い様ように肥ひ大だい化かしたモノ。だけど──あっ！　よくよく見れば細かい差はあれど、その種類には限かぎりがあった。

「そっか、こいつら！　大まかだけど、役やく割わりに特化した種類別に分かれてるんだっ！　ええと──」

　六本足は警けい備び型。腕が太いのは、作業型。大小それぞれのコンテナを背せ負おったヤツは輸ゆ送そう型。頭がでかいのは、感知型？

　そうだ、もっとよく眺ながめてみよう。天華は手甲の手て袋ぶくろを外して、靴くつも脱ぬいで裸足はだしになる。興きよう味みなさげに見るＧの前で、幅はばの狭せまい両側の壁に、ぺたりと腕を突つっ張ってみた。うんっ、登って行けそう！　天華は相棒をその場に残して、天てん井じようの高い隙すき間まに沿そって、するするとよじ登った。

　数メートルの高さで「これくらいかな」と止まり、真下の光景を改めて一望した。首を出せば、もう少し外の様子が見て取れた。

　大おお雑ざつ把ぱに、種類別の数がわかる。六本足の警備ロボットが多数で、作業型、輸送型はその半分以下。さらに感知型は、見る限り二体ほどしか見られない。

（感知ロボットの下で、決まった数が動かされてるって感じなのかな？）

　それが証しよう拠こに、感知ロボットの陰になる少し離れた場所に残る飛ひ空くう艇ていの骸むくろには、作業用ロボットが取り付き、黙もく々もくと別の作業に勤いそししんでいる。輸送ロボットの背中に残ざん骸がいを積み込み、片かたづけを行っていた。それと一いつ緒しよに、アルバルドが斬きり捨すてたロボットたちも持って行かれる様子が見えた。

　その数は十体以上か。へえ、けっこうがんばって斬ったみたい。天華はちょっと感心する。そういえば、「剣けんを二本もダメにしたよ……うぅ」なんて、がっくりとしてたっけ。

　──と、そのとき。え？　銀の瞳ひとみがあることに気が付いた。

　斬られた六本足の中に、飛空艇の残骸と一緒に運ばれないモノたちがあったのだ。その場で小型の作業用ロボットたちが取り付き、修理を始めている？

（なんで……？　どっちも、同じ残骸なのに？）

　天華はつい目を凝こらし、赤い暗がりの中で行われる光景を見み比くらべた。けれども天華が見る限り、運ばれていくロボットも修理されるロボットも、そう大差はないように思われる。なのに、どうして──？

（待ってよ!?　落ち着け、あたし！　修理するか飛空艇の残骸と同じゴミ扱あつかいかなんて、判はん断だんするのは誰だれ？　そんなの、感知型ロボットだよね？）

　だったら、その判断基き準じゆんはなに？　どうやって区別してるの？　天華はそこに行き当たる。

　そうだ……判断と言えば。引っかかってたことがあった。それは、この「待たい避ひ場所」の存そん在ざいである。

　この空間は明らかに、人のために用意された場所であった。ということは、もちろんかつてここでは、ロボットだけでなく、人間がいたということになる。人間とロボットの両方で、この軌き道どうエレベーター内部は管理、警備されていたのだ。

　だからこそ、たとえ今の天華たちのように、ここに逃にげ込んだとしても。周りをロボットたちで固めて、人間の警備兵などが捕つかまえにくる。そういう考えを柱として、警備パターンが構こう築ちくされているのである。

（じゃあ、その警備側の人間は、もちろん仲間として認にん識しきしなくちゃいけないわけで。それはもちろん、感知型のロボットが区別するわけで──）

　つまり。人とロボットに、同じような識別基準があるはずなんだっ！

　それをアルバルドに斬られて失ったから、飛空艇と一緒に処しよ理りされるロボットなんかが出たってこと？　天華は四し肢しの力を抜ぬいて、あっさりと下へと降りた。Ｇの横に舞まい戻もどる。

　しかし天華は相あい棒ぼうに振り向くことなく、ぎりぎりまで接近し、目前の六本足を凝ぎよう視しした。首もとにぶら下げていたゴーグルを装そう着ちやくし、暗視機き能のうのスイッチを入れる。

　赤いライトに照らされる薄うす闇やみを振り払はらい、群むらがる機械たちの輪りん郭かくをはっきりと捉とらえることができた。足、体。天華はくまなく彼らを見つめる。警備型だけでなく、作業型、輸送型も──。

　そして。あっ！　天華は小さく声をあげた。全体を複雑な装そう甲こうに覆おおわれた警備型だけを見ていては絶ぜつ対たいにわからなかったことが、簡かん易いな造つくりの作業型や輸送型ロボットを通して、ある「共通点」を発見できたのだ。

　むき出しの内部に、特とく徴ちよう的な薄い箱形ユニットが埋うもれていた。それはよくよく注意すれば、警備ロボットの六本足がくっついた腹ふく部ぶにも、同様のものがつけられている。ああ、これだっ！

「ねえっ、Ｇ！　ちょっと！」

「何だ」

「あんた、六本足の付け根の、あの部分をここから壊こわせる？」

「……？　一体だけなら、できないことはないが」

「お願い。やってみて！」

　相棒の少年は訝いぶかしみながらも、「わかった」と了りよう承しようする。そして待避場所と外とを区切る、ぎりぎりのライン手前に立った。

　──人ではなく、天華の精せい命めい力りよくで擬ぎ似じ的につくりあげたＧの肉体は、限げん界かいに囚とらわれない。

　近づいたＧに反はん応のうして、六本足がじれったく体をよじる。けれどもそれより速く、稲いな妻ずまのごとき俊しゆん敏びんさで、Ｇは懐ふところへと飛び込んだ。

　小さな拳こぶしの一いち撃げきが、六本足の付け根にあったユニットを叩たたき潰つぶし、わずかに巨きよ体たいをのけぞらせた。

　ただし深追いはしない。集まったロボットたちに囲まれる前に、少年は素す早ばやく身を翻ひるがえし、何事もなかったかのように元いた位置に戻るのだった。

　けれども。そんな動きに関係なく、唐とう突とつにロボットたちは反応した。蠢うごめき、襲おそいかかってくる！

　Ｇがユニットを砕くだいた、一番手前の警けい備びロボット一体へと──。

　一いつ斉せいに群がったロボットたちの攻こう撃げきと電撃を受け、警備ロボットが破は砕さいする。残骸が飛び、天華たちの元にも転がってきた。裸の両腕うでで庇かばう前に、Ｇが立ちはだかってくれる。

「どういうことだ、これは!?　……仲間割われか？」

「あははっ、やっぱり！　思った通りっ！」

　驚おどろく相棒の後ろで、天華は手を叩いてはしゃぐ。
















「あの独どく立りつユニットが、お互たがいを識別する装置だったんだ！　それがわかれば！」

　うん！　潰つぶされ、屍しかばねと化した六本足が、処理のために運ばれていく。その様子に、天華は強く確かく信しんした。

「これで、切り抜けるための糸口は見つかったってね！　あはは！」




　　　　３




「つまり……この部分を破は壊かいするだけで、相手を混こん乱らんさせることができるってのか？」

「そう！　しょせん機械は機械っ。人間と共同で補おぎない合うシステムが欠けたロボットたちなんて、脆もろいってことだよっ」

　そんなもんで？　と互いに頭を付き合わせたアルバルドが、説明を受けて驚いた。その目の前に天華はわかりやすく、携けい帯たいコンピュータに取り込んだ、残ざん骸がいとなった警備ロボットの画が像ぞうなどを映うつし出し、「ここがユニットの位置だから」と示しめしてやる。

「効こう果かの程ほどは、ちゃんとＧと確かく認にんしたよ。──やってくれる？」

「……。オレがおまえのサポートをすればいいってことか」

「うんっ、よろしく！」

　もちろん、Ｇを連れて行ってもいいんだけれど。でも……。天華はちらりと、一いつ緒しよに画面を覗のぞき込む、傍かたわらの青い帽ぼう子しの女の子に視線をやった。相棒にはなるべく、このプロテと一緒にいてほしいのだ。

　それに──天華は一いち応おう、アルバルドの剣けんの腕は認みとめている。少なくとも一時的に、相あい棒ぼうの肩かた代がわりができるくらいには。

「頼たよりにしてるからね、剣けん聖せいさんっ」

　天華の言葉に「お、おう」とアルバルドは、いまいちしっかりしない声で応こたえた。けれどもすぐにゆるめていた鎧よろいの留とめ金を締しめ直し、待たい避ひ所じよの隅すみの暗がりに置いてあった三本ある予よ備びの剣を確認して、飛び出す準じゆん備びを始めてくれた。

　あたしも用意しないとね。天華は携帯コンピュータを閉とじて、手甲のついた手て袋ぶくろをはめ直す。と、しかし。

「お姉サマっ、ワタシも一緒に連れて行ってくださいです！」

　唐突にその腕にすがりついて、プロテが琥こ珀はく色の瞳ひとみを真まっ直すぐに向けてくるのだった。は、はいい？

「な、なに言ってんの、プロテ！　そんなの無理に決まってるじゃんっ」

「でも、でもでもでもっ。ワタシだって、コンピュータのプログラムについての知ち識しきはあります。だから……」

　お役に立ちたいんです！　プロテは天華に食い下がった。

　けれどももちろん、天華は絶対取り合わない。

「ダメだよ、プロテ。連れて行けないってば」

「けど……けどけどけどっ」

「第一、約束したよね。ムチャは言わない、あたしの言うことにちゃんと従したがう、ってさ」

「それは……」

　はい、です。小さな顎あごをそっと揺ゆらして、プロテはしぶしぶ納なつ得とくした。

　しょんぼりとなるその肩を、「大だい丈じよう夫ぶ」と身を屈かがめて、天華はやさしく抱だいてやった。

「それにプロテは、十分役に立ってるってば。だって、この待避場所を見つけたのって、プロテでしょ？」

　天華はゆっくりと、彼女にそう諭さとしてやった。触ふれ合う肌はだを通してわかる、彼女のぬくもりと華きや奢しやさを感じながら。

　そうだ。ここに連れてくることを最終的に了りよう承しようしたのは、天華だ。だから──責せき任にんがあるのだ。自分がちゃんとこの女の子を、最後まで無事に面めん倒どうを見てあげないと！

　それはとにかく、あの軌き道どうエレベーター基き部ぶのコントロール・ルームを制せい圧あつすれば、なんとかなる？

　ううん、なんとかするっ！　天華は帽子の下からはみ出した、彼女のやわらかな黒くろ髪かみをひとなでしてから、しっかりと立ち上がった。

「じゃあＧ。プロテたちのことは、あんたに任まかせるから。お願いね」

「わかった」

「ま、任せるっス！　自分、最年長っスから！」

　みんなの面倒は自分が見るス！　横たわるシエンの側そばにいた赤毛の少女が、何を取り違ちがえたのか、相棒の少年の脇わきから声をあげた。

　確たしかにまあ、居い残のこり組の中では、十四歳さいのココロが一番年上ということになるだろうか。人間でないＧも、外見はプロテとそう変わらない年ねん齢れいだし。

　元気がちょっと空回りしてるみたいだけど。でも、頼たのもしいかもっ。天華はちょっと頰ほおをほころばせた。

　それはアルバルドとて同じだったようで。赤毛の少女の頭を軽くぽん、と叩たたいて、「行ってくる」と言うのだった。

「シエンのこと、よろしく頼むな？　ココロ」

「は、はいっス！」

　さて──行こう！　天華と幼おさななじみの青年は、しっかりと頷うなずき合った。

「最後にもう一回手順を確認するね。まずあんたが斬きり込んで、手近な機械のユニットを二つ三つ破は壊かいする、と」

「……そしたら、相手は混こん乱らんするから、その隙すきをついて一気に包囲網もうから抜ぬけ出すんだよな？」

「そっ。で、そのまま遅れずに、あたしと一いつ緒しよに走ってよね」

　経けい路ろはシエンが開けてくれたシャッターが、たぶんそのままになってるから。天華は奥おくで横たわる、栗くり毛げの少年を見ながら言った。

「で、コントロール・ルームにたどり着いたら、出入り口を封ふう鎖さして。その間にあたしがなんとか、コンピュータのシステムをダウンさせてみるから。もちろん、そう簡かん単たんにはいかないだろうけどね」

「例の、シエンをぶっ倒たおれさせたヤツか？」

「うん。ウィルス・プログラムね」

　経験上、あの手のプログラムを破やぶるには、けっこう時間がかかると思うんだ。天華は眉まゆ根ねを固く寄よせた。

「あたしの携けい帯たい端たん末まつを使っても、最低でも三十分くらいはねばってもらわないとダメかも……」

「──ええ。なかなか手て強ごわいですよ、あのウィルスは」

　え？　唐突に、天華たちにかけられた声があった。それは奥で体を起こした、栗毛の少年が発したものだ。

「でも……今のボクには、もう効ききません。一緒に行きますよ」

「し、シエンくんっ？　起きあがっていいんスか!?」

「うお、おまえっ、体は無事なのかよっ!?」

「ええ。おかげさまで。ウィルスの耐たい性せいをつくるのに、時間がかかってしまいましたが……」

　起きあがって平気なのか、無事で良かったス！　などと駆かけ寄って抱きついてくるココロとアルバルドを「平気です」と簡単に制して、額ひたいに貼はってあったシートを外し、シエンは頭を振ふって起きあがる。意外なほどしっかりとした足取りに、天華もさすがに驚おどろいた。

　同時に、ほっとした想おもいが胸むねに宿る。天華の唇くちびるから、安あん堵どの吐と息いきがわずかに漏もれた。

「お世話になりましたね」

　なくなってしまった眼鏡めがねを癖くせで押おし上げようと空振りして、辟へき易えきしながらもシエンが言った。

　いやいや。天華は苦笑いを返す。

「元気そうでなにより。あたしのあげたワクチン・プログラムの効こう果かがあったってことかな？　あははっ」

「？　これのことですか？」

　口から落ちたディスクを拾い、しかしシエンは顔をしかめる。あのですね、と。

「こんなもの効きくわけないじゃないですか。そもそもボクは、指先を通してデータと接せつ触しよくするんです。口なんかにくわえさせてどうするんですか？　自分で克こく服ふくしたんですよッ！」

「え？　あ、あれ？　えーっと……てへ？」

「……まあでも。あなたにずいぶんと借りをつくったのは事実のようです。それはきっちりと、お返しさせていただきますよ」

　まずは、ここの自動防ぼう衛えいシステムを乗っ取ってからですが。シエンは乱みだれた栗毛を正し、年相そう応おうでない不ふ敵てきな笑えみを漏らすのだった。

「ボクの手にかかれば、３秒で制せい圧あつしてみせますよ──」







　──その言葉通り、乗り込んだコントロール・ルームのシステムは、シエンの手により一いつ瞬しゆんで制圧された。

　それまで居い並ならぶモニターや通路やらを染そめ上げていた、赤い光が一いつ斉せいに消えた。コントロール・ルームに居残っていた二体の制せい御ぎよ型ロボットたちも、噓うそのように停止する。それはアルバルドが踏ふん張ばっていた、出入り口の外も同じようだ。

「す、すごいな、まとめて止まったみたいだぞ！」

　そんな声が通路に入るアルバルドから、シエンと共にモニター前に取り付いた天華の方に投げられる。

　ふええ……。改めて目まの当たりにするシエンの『電脳デジタル』の力を前に、天華は感かん嘆たんの息を漏らすのだった。

「ほんとすごいね。ロボットたちだけ止めるなんて」

「さすがに一瞬でそこまで器用なまねはできませんよ。システムの構こう造ぞう自体が、どうやら防衛機構と切り離はなせないようになってるみたいでしたので、まとめて全部、一時的に凍とう結けつさせたんです」

　どうぞ、とシエンが取り付いていたシートから降おりて、指先で触ふれていた接続端子を譲ゆずってくれた。ありがたく天華は、携帯コンピュータを繫つないでみる。ああ、なるほど。全システムが完全に強制停止させられていた。

「って、あれ？　ってことは……ここから移い動どうしちゃってるエレベーター・コンテナも、呼よび戻もどすことができないってこと？」

「命令信号を出すためには、防衛機構ごと復ふつ帰きさせないと無理ですよ。エレベーター自体はどうやら独どく立りつして機き能のうしてるみたいなので、乗り込みさえすれば、使用はできるみたいですが」

　独立しているのはエレベーターだけじゃないですが。と、シエンがモニターに映うつる、軌き道どうエレベーターの全体の構造図を呼び出した。

　ただし、詳しよう細さいに表ひよう示じされるのはこの基き部ぶだけだ。──要するに、この巨きよ大だいすぎる施し設せつは、多重のバックアップを有した、いくつもの区画に分けられているのである。基部のみを占せん拠きよしただけでは、簡かん単たんにメイン・エレベーター・コンテナを降ろすことは不ふ可か能のうなのだ。

「まいったなあ……じゃあ、結局直接登っていかなくちゃいけないってことか……」

　天華は構造図を指でなぞって、基部から伸のびる柱の内部を昇のぼっていった。エレベーター・コンテナは、ちょうど中間地点である、重力の釣つり合う衛星軌道上３万５千キロの辺りに存そん在ざいしている。ここまであのシャフト内部の縦たて穴あなを登って、たどり着かなきゃならないわけ？　……無理じゃん！

「あ。でも、そっか！　一気に中間地点まで登らなくてもいいんだっ」

　銀の瞳ひとみがあることに気付く。それは指で触れたシャフト内部の構造図に、簡単ではあるが描かれている、あるモノの存在を発見したからだった。

　メインのエレベーター・コンテナに沿そう形で、ぶつ切りで伸びるのは、複ふく雑ざつに組まれたいくつもの短いエレベーターたち。作業用か点てん検けん用ように用いられる、メインよりもずいぶんと小型なエレベーター・コンテナである。

「乗り継つぎこそ何回かしなくちゃいけないけど……でも、この作業用エレベーターまで行ければ、なんとかなる？」

「それでも、この移動コンテナがあるのは、だいたい４百キロほど上になりますね」

　まあ、でも３万５千キロよりは断だん然ぜんマシですか。栗くり色いろの頭が、納なつ得とくして縦に動いた。

「どっちにせよまだまだまだ、ってトコだけどね。でも──」

「ええ。勝負はこれから、ってことですよ」

「そーゆーことっ」

　まだ諦あきらめるには早すぎるから。だから天華とシエンは顔を見合わせ、鳶とび色いろと銀の二つの視し線せんを交わらせた。

　そんな二人へと、「おおーい」とおそるおそる、通路側から顔を出した金きん髪ぱつの青年が声をかける。

「あ、あのさ。……もう、大だい丈じよう夫ぶなんだよな？」

「……。なにを、この人は……」

　シエンがこめかみを押さえた。いつまでおどおどしてるのか。そういう顔だ。

　あらら。もちろん、いまいち剣けん聖せいとしての威い厳げんに欠けるアルバルドのことをよく知る天華は、こっそりと小さく噴ふき出す。

　少年補ほ佐さ官の鳶色の瞳に睨にらまれて、ひいい！　とアルバルドが身をすくめた。やれやれ。

「とにかくっ」と天華は助けてやることにする。

「とりあえず、他ほかの連中を置いてきた待たい避ひ場所まで戻って、合流しよっか。登っていくにせよ、持ってかれた雷らい帝てい号ごうとか、そっちの壊こわれた飛空艇ていとか。いろいろあるでしょ」

　そうだ。やっかいごとはまだあるのだ。もっとも、これまでのことに比くらべたら、ずいぶんとたいしたことはないのだけれど。

　だから三人は悠ゆう々ゆうと、立ちつくすだけのでくの坊ぼうと化したロボットたちの脇わきを通り、消えた赤い警けい告こく灯とうのかわりに灯ともされた、黄色い非ひ常じよう灯とうの薄うす闇やみの中を帰ったのだった。

　けれども──Ｇたちの元へと戻ってきた天華たちを待ち受けたのは。突とつ発ぱつ的に発生した、予想もしなかった問題であった。

「あっ。帰ってきたス！」

　天華たちの姿すがたを見つけ、待避場所からココロが飛び出してくる。ただし赤毛のテールを振ふり乱みだすその顔は、決して悠ゆう長ちように出で迎むかえに来たものではなかった。

「大変ス！　あのっ、女の子が、女の子がっ！」

「……えっ。女の子って……プロテのこと？」

「そうっス！　あの子が、いきなり倒たおれちゃったんスようう～～～！」

　ええっ!?　天華はアルバルドたちをその場に残して、散さん乱らんする警けい備びロボットの残ざん骸がいなどを乗り越こえて、一目散に待避場所へと飛び込んだ。

　そして、その奥おくの細長い梯子はしごの下で。相あい棒ぼうの腕うでの中、プロテがぐったりと眠ねむっていた。つぶらで大きな、愛らしい琥こ珀はく色の瞳を閉とじて。

　トレードマークである青い帽ぼう子しが、だらしなくゴムの床ゆかに落ちていた。

「──プロテっ!?」
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　いったい、なにがあったっての？　もちろん天華はＧを追及する。

　けれども相棒から返ってきたのは、「わからない」の一言であった。

「お前たちが出て行った後にも、様子に変化はなかったんだが。何の前まえ触ぶれもなく、突然倒れた」

「そうっスよう、なんにもなかったんスよう！　なのに、いきなり赤いライトが消えて真っ暗になって、次に黄色いライトが点ついたときには、ばったーん！　って……」

　Ｇの発言を、赤毛の少女が必死になってフォローしてくれた。うん、わかってる。精せい書しよであるＧは、口数こそ少ないものの、噓うそはつかない。ついたことはない。誰だれよりも冷静に、ありのままのことだけをいつも話す。

　だからこそ、信じられないのだった。だって──そうなるとプロテは、まったく何もなかったのに倒れたことになる。

「熱はないよねっ」

　うん、大丈夫だ。シエンのときとは全く違ちがう。外がい傷しようは、天華が無人島で処置してあげた左の膝ひざの小さな擦すり傷が、布きれがずれて赤い血をにじませていたくらいだった。そこに天華は改めて、ココロから分けてもらった軍用医い療りようセットの消毒テープを貼はり付けてやる。

　気き疲づかれでもしたのだろうか。薄い胸むねを動かす呼こ吸きゆうに、これといった乱れはない。表ひよう情じようにも苦しさは見られなかった。

　でも、だったらどうして？　ううん。天華は首を振る。そうだ、まだプロテは年とし端はもいかない子こ供どもなのだ。体力的に無理があったのかもしれない。

　──とにかく、天華は彼女の側そばについてやることにした。

　体を冷やさないように、アルバルドがシエンのために脱ぬいだ上着をそのまま借りて、彼女を包んで。待避所から連れ出し、互たがいに仲間割われの末に果てた、ロボットたちの残骸の横で寝ねかしてやる。Ｇの手を借りて持ってきたのは、壊れた機械の体内から取り出したバッテリー付きの動力核である。再さい起動させてやると、動作の余よ熱ねつが空気を震ふるわす。それはすぐに、ほんのりと辺りにあたたかさを生んだ。

　そんなプロテにかかりっきりな天華を残して。アルバルド、シエン、ココロの三人組は、飛空艇が運ばれていったと思おぼしき、黄色い暗がりの奥へと消えていった。

　その後ろに少し遅おくれて、Ｇがついて行く。天華のかわりに、一いつ緒しよに持って行かれてしまった雷らい帝てい号ごうを探さがすために。

　黄色い非常灯の下──。天華はひとり、耳につくほど規則正しいプロテの呼吸音を傍かたわらに、両膝を抱かかえて銀ぎん髪ぱつを埋うめた。

（……どうしよう）

　そんな想おもいがふいに胸を騒さわがした。この女の子をここに連れてきたのは、結局は天華だ。

　けれどこれ以上はやはり、彼女にとって無理があった。それがきっとこんな形で、ふいに出てしまったんだ。

　雷帝号はきっと、ほぼ無傷で戻もどってくるだろう。アルバルドたちの飛ひ空くう艇ていとは違って、辺りに破は片へんが散らばっていないし、無事な姿すがたで運ばれていくのはＧが確かく認にんしたという。

　でも、そこにまたこのプロテを乗せられる？　たとえ目を覚ましても、これから真上に４百キロの旅は、きつくないわけがない。

　ここで諦あきらめた方がいいのかな……。なんて弱気が珍めずらしく、天華の胸を突つくのだった。

（壊こわれていてくれれば、いいのかも）

　天華は初めて、そんなことを思った。雷帝号が壊れていれば、向こうもどうせ飛空艇の修しゆう理りが必要だ。必然的に、お互いにしきり直しとなるだろう。

　──けれども。雷帝号はしっかりと、逞たくましい二枚まいの翼つばさを携たずさえた姿のまま、天華の元へと戻ってきた。それも、意外な形で。

　かすかに地じ響ひびきを聞かせて、奥からのっそりと姿を現あらわしたモノがあった。八本足のそいつが背せ中なかに純じゆん白ぱくの舞翼ライドを乗せて、運んで来たのだ。

「えっ？　な、なにこれえっ!?」

　それは、大型の機械であった。警けい備びロボットと輸ゆ送そう型とを足して割り、肥ひ大だい化かさせたような外観だ。「ＳＬＥＩＰＮＩＲスレイプニル」とペイントのされた紫むらさき色いろのボディには、卵たまご形がたの輸送コンテナが載のっかっていた。

　そしてさらにそのコンテナの上に雷帝号が背負われ、ぐらつかぬよう褐かつ色しよくの肌はだの少年が支ささえているのだった。

　天華と眠ねむるプロテの前で、八本足のスレイプニルという名のマシンは止まり、がくんと体を床ゆかにつけた。八本のうち二本の足が展てん開かいし、繊せん細さいに動く補ほ助じよ腕わんを伸のばしてうまく雷帝号を摑つかんだ。Ｇと一緒に、ゆっくりと下へと降おろしてくれる。

　上から邪じや魔まなモノがどけたのを確かく認にんしてから、卵形であったコンテナの前面が割れ、「お待たせっス！」と、操そう縦じゆう席せきに座すわった赤毛の少女が笑え顔がおを見せた。

「アハハ～、どうスかどうっスかあ？　自分の新しい機体はっ！　カッコイイっスよン!!」

「あ、新しい機体？　拾ってきたのおっ!?」

「そうですよ」

　ココロにかわって、その後ろから出てきた栗くり毛げの少年が返答した。

「飛空艇は完全に使い物になりませんでしたが、かわりにコレを発見したのは収しゆう穫かくでした。どうやら元々人間が乗り込んでエレベーター・シャフト内の輸送に使っていた、大型機のようですが──おあつらえ向きとはこのことですね」

　そっちの舞翼ライドも、どうやら無事に使えるみたいですし。降ろしたＧと雷帝号へと鳶とび色いろの眼まな差ざしを向けて、シエンは静かに言った。

「わ、わざわざ持ってきてくれたの？　どうして？」

「……悔くやしいですが、あなたには借りがありますから。まあもちろん、この程てい度どで全部お返しできたなんて、ボクも思ってませんけど」

　ですから。シエンはふいに、後ろを向いた。どうですか？　とそこで屈かがんで何かをしていた、金髪の主に向かって。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。整理すれば女の子一人くらい、ここで寝かせて運んでいけそうだ」

　アルバルドが、壊れた飛空艇から持ってきたと思われる毛もう布ふやらなにやらをどけながら、そんなことを背中で応こたえた。

　えっ？　天華はさすがに、意味がわからずきょとんとなる。それって……？

　と、アルバルドが立ち上がり、身軽に天華の元へと飛び降りてくる。

「？　な、なに？」

「いや、ほら。その子をこっちにもらおうと思って」

「えっ。でも……」

「その子は、ボクたちが預あずかりますよ」

　頭上からシエンが代だい弁べんする。

「少なくともあなたの舞翼ライドでは、今の状じよう態たいの彼女を安全に上まで連れて行くことは無理でしょう。けれどボクたちのこの機械なら、十分それが可か能のうですから」

「それはそうだけど。でも……なんで、いきなり？」

「決まってるでしょう。──あなたに、この勝負をこんな中ちゆう途と半はん端ぱな形で降りてもらいたくないからです」

　そうぶっきらぼうに言った少年の頰ほおは、黄色いライトに照らされる世界で、天華の銀の瞳ひとみにはどこか紅こう潮ちようしているように見えた。ううん、気のせいじゃない。

　ごめんな。なんて小声でアルバルドが、シエンから死角になる位置でこっそり謝あやまる。

「偉えらそうな言いぶりなんだけど、ほんとは純じゆん粋すいに気を遣つかってるんだよ」

　それは……うん。天華にだってわかる。だって。やっぱり見上げた少年の顔は、しっかりと赤く染そまっていたのだから。

　こほん、とシエンは落ち着きを取り戻もどすように、小さくひとつ咳せき払ばらいした。

「……でも、これで貸かし借りナシですよ！　それに、あくまで勝負は勝負です。いいですねッ！」

　そして栗毛の少年補ほ佐さ官は、真まっ直すぐな目で天華に挑ちよう戦せんしてくるのだった。

　そっか。天華は思い出す。自分が、勝負の最中だったことを。つい、小さく笑ってしまった。何に？　ついさっきまでの、弱気な自分に。

　あたしはここに、なにしに来たの？　遊びに？　──違ちがう！　この軌き道どうエレベーターの、７万キロ果ての頭とう頂ちよう部ぶを目指してたんだっ。

　あの、謎なぞのメールに誘さそわれて？　うん、もちろんそれはきっかけだ。

　でも、それ以上に──ただひたすら、あの父さんを超こえるために！

「そうだ。あたしは……こんなところで止まってなんか、いられなかったんだっ」

　だから、無理をしてまでプロテを連れてきてしまったんだ。その責せき任にんの取り方は、途中で諦あきらめちゃうこと？　ううん、最後まで無事にやり遂とげてみせることなんだ！

　だから。天華は素す直なおに「わかったよ」と、シエンの提てい案あんをありがたく受けるのだった。

「プロテの体調が回かい復ふくするまで、そっちに甘あまえさせてもらうねっ。今のこの子には、その方が楽そうだから」

「約束しますよ。鋼はがね隊たいの名にかけて、この少女は絶ぜつ対たいに、最後は無事にそちらにお返ししますってね」

　シエンがしっかりと誓ちかった。そしてアルバルドが意い識しきのないプロテをそっと抱だき上げて、補助腕を伝ってスレイプニルの上へと戻る。

　八本足の大型マシンは姿し勢せいをゆっくり水平に戻し、大きな卵たまご形がたの背せ中なかを閉とじた。シエンとココロとアルバルドと、プロテの姿すがたが飲み込こまれる。

　──それが、勝負再さい開かいの合図のようなものであった。

　うしっ！　天華はぱしっ、と小気味よい音を立てて、手てつ甲こうの手のひらに拳こぶしをぶつけた。

　そして傍かたわらにある雷らい帝てい号ごうと、その上に立った相あい棒ぼうの少年へと視し線せんを向ける。銀色の瞳に、迷まよいのない意い志しを携たずさえて。

「やったろうじゃん、Ｇ！　あたしたちも目指すよ。上を！」







　巨きよ大だいな縦たて穴あな型の空くう洞どうである中空シャフトを塞ふさいでいた天てん井じよう部ぶのシャッターは、手動開かい閉へい装そう置ちにスレイプニルの剛ごう腕わんが取り付き、あっさりと開けてしまった。

　くるくると回転するレバーは、ある程てい度ど回せば惰だ性せいで動いてくれた。折りたたまれていくシャッターが完全に収しゆう納のうされるより早く、卵形のコンテナを背負った八本足の輸ゆ送そう機械が足を伸ばす。

　あらかじめ、そうつくられていたものなのだろう。コンテナ部は水平を維い持じしたまま、脚きやく部ぶ付け根から下が折れ曲がり、丸く湾わん曲きよくする壁かべにぴったりと密みつ着ちやくした。いや、八本ある足のうちの四本を垂すい直ちよくに伸ばし、シャフト壁へき面めんに刻きざまれた縦溝みぞへと合体したのだ。

　そうか、と天華はふいに悟さとる。警けい備びロボットたちが壁を走ってきたのも、同じように機体の一部を引っかけていたのだろう。

　そして見上げる銀の瞳の前で、アルバルドたち鋼隊とプロテを乗せた輸送機械は、天華とＧが残る黄色い薄うす闇やみの世界を離はなれて上じよう昇しようを始めるのだった。

　その動きは滑なめらかで、けっこう速い？

「……あたしたちも負けてられないってねっ」

　さあ、行くよ！　天華はＧと共に、純白の愛機へと乗り込んだ。冷たい床ゆかと非ひ常じよう灯とうの光を蹴けって、ふわりと二枚まいの翼つばさを浮うかせる。

　しかしすでにスレイプニルの姿は、巨大なシャフトの遥はるか深い闇へと消えていた。暗視ゴーグルを装着してもわからないほど、遠くに小さく──。

「わっ、まずーいっ」

　天華は唇くちびるを嚙かむ。舞翼ライドは風をつかまえて飛行する機体である。けれどもこのシャフト内の空間は、小さな島ひとつがすっぽりと入る大きさをしているものの、空気の動きはあまりない。それに第一、元来舞翼ライドの垂直上昇能のう力りよくは、そう高くないのである。

　唯ゆい一いつの頼たよりは、機体後部の機関部に座すわったＧの操あやつる、舞翼ライドでは雷帝号にだけ装備された推すい進しん結けつ晶しよう体たいであった。

　噴ふき出す結晶体の煌きらめきに押おされ、天華はシャフト内側の円形の空間ぎりぎりを、ゆるやかな螺ら旋せん状じように駆かけ上らせる。

「って、これじゃあ昇のぼってはいけるけど、アルたちに追いつくのって、無理っぽいかも！」

「そうだな」

　伝声管から冷静な相棒の声が届とどけられた。と、何の前まえ触ぶれれもなく唐とう突とつに機体の速度ががっくり落ちる。あ、あれれっ？

　なに？　振ふり返ると、機体後部から放出されていた輝かがやきの尾おが、いつの間にか消えていた。

　そしてかわりに、相棒の少年が機関部の穴から這はい出してくる。

「──Ｇっ？」

「天華。ちょっと試ためしてみたいことがあるんだが」

　そう言って、「実はな」と、彼は自分の胸むな元もとを開く。人の肉体とは異ことなるそこに、裸はだかの胸板はない。あるのは、がらんどうの中身と──そこに隠かくされていた、ゴーグル越ごしの視界にはっきりと映うつる、煌めきの塊かたまりであった。

「え？　Ｇっ、それって!!」

「雷帝号を取りに行ったときに、ついでに拾って持ってきておいた」

　どうせもう、アルバルドたちには用はないものだろうし。褐かつ色しよくの肌の少年は平然と呟つぶやく。

　へえ……。天華は息をのむ。ただし、すぐに笑えみをつくって。

「使えるよっ、それ！　やるじゃん相棒っ」

　あははっ！　天華は雷帝号の上で、Ｇの頭をくしゃくしゃになで回すのだった。







　──シャフトの深い闇の中。八本足のスレイプニルは、順調に安定した上昇を続けていた。

　といっても操そう縦じゆう席せきごと内部に収おさめたコンテナ内部は、暗視機能付きモニターからの光に照らされ十分明るい。揺ゆれもほとんどなく、快かい適てきそのものである。最初は科学の機械ということで落ち着かなかったアルバルドも、どうにかようやく慣なれてきた。

「うーん！　いい感じっス！　アハハ～」

　しっかり溝にはまってるから、運転するの楽っスし！　と『直勘センサ』の力で機体を操るココロが無む邪じや気きにはしゃいだ。壊こわれた飛ひ空くう艇ていと対面したときには、ぼろぼろ涙なみだをこぼしたのだが。今はもう、このマシンに「ハチ」などと名前を付けて、すっかり元気の塊である。気持ちの切り替かえが早いのが、ココロのいいところなのだった。

　まあ、単に忘わすれっぽいということなんだろうけど。アルバルドは赤毛の少女の背せ中なかを見ながら、こっそりと苦く笑しようした。

　その隣となりで補ほ助じよ的に用意された小さなモニターに食いつくのは、シエンである。

「なかなかいい感じですね。もうすでに、１キロ以上登りましたよ」

　この調子だと４百キロ上に到とう達たつするには、一日はかかりませんね。栗くり毛げの少年は簡かん単たんに算出し、アルバルドたちに説といてくれた。

　４百キロというと、さほど遠すぎる距きよ離りには思えないが、縦たてに移い動どうするのは勝手が少し違ちがうらしい。重力があるからどうの……などと、補佐官の少年から説明を受けたものの。アルバルドには、いまいちよくわからなかったけれど。

　でも、なんにせよ一日くらいで済すむのなら助かる。アルバルドは空色の瞳ひとみを、横で眠ねむるプロテに向けた。

　彼女の容よう態たいに変化はない。背もたれを倒たおしたシートで、壊れた飛空艇から運び入れた毛もう布ふにくるまり、静かな呼こ吸きゆうに身をゆだねている。

　こっちに乗せることはシエンが提てい案あんしたことだったが、これでよかったとアルバルドも心底思う。彼女を安静にさせたまま天華の舞翼ライドで運ぶのは、どのみちかなり無理があるし。

　しかし、なにより──。最大の利点は、その天華たちよりも早く、目標とする作業用の小型エレベーター・コンテナのあるところまでたどり着けそうなことだった。

（これで天華を出し抜ぬければ、そしたら！）

　そうだ。そうだよ！　アルバルドはこっそりと拳こぶしを握にぎった。目的は、この勝負に勝って、彼女を連れ戻もどすことなのだ。

　もしかして、もしかするのか？　ちょっと気が早いけれど、目め頭がしらが熱くなってしまった。だって……勝てそうなのだ。あの幼おさななじみの銀ぎん髪ぱつの少女に！

　ううっ、オレの苦労も報むくわれるかも……。なんて、涙を拭ぬぐって顔を上げた、そのとき。

「……は？」

　アルバルドは見た。見てしまった。ココロを取り囲む、上下左右の映えい像ぞうが飛び込んでくる暗あん視し複ふく合ごうモニターに、シャフトを下から昇ってくる、見覚えのある純じゆん白ぱくの舞翼ライドの姿すがたが映ったのを──。

　そしてそれはあっさりと、スレイプニルを追い抜いて。「ばいばい」なんて、背中に乗ったゴーグル顔の少女が、手を振っていた。

「なっ、ああッ！　い、今のはあっ!?」

「そんな、まさか──ボクたちよりも速いなんて！」

　どうして!?　シエンの手が、補助モニター前の操作パネルに触ふれた。『電脳デジタル』の力で感覚に割わり込まれたのか、突とつ然ぜんのことに呆ぼう然ぜんとなっていたココロが、「うやぁんっ！　く、くすぐったいスうう！」と身をよじって声をあげる。

「我が慢まんしてください！　……にしても、おかしいですよっ。ボクの計算によれば、あの機体の推すい進しん結けつ晶しよう体たいの力でも、こんなに速く上じよう昇しようできるはずはないんです！」

　シエンは複合モニターの映像を切り替え、拡かく大だいされ、昇のぼっていく舞翼ライドを捉とらえる。

　そして、その答までをも鮮せん明めいに映うつし出したのだった。

　機体全体をうっすらと、薄うすい輝かがやきが覆おおっていた。それは機体後部に煌きらめく、「二つ目」の結晶体の生んだもの。

「ああ────っ!!」

　アルバルドはつい、叫さけんでしまった。だって、だってだってだって！

　──それは推進力だけでなく、重力のしがらみから解とき放つように。舞翼ライドではなく飛空艇用に調整された、推進結晶体の生んだ光であったから。

「あ、あ、あ、あいつううう───！」

「ボクたちの飛空艇の結晶体を使ったんですかっ!?」

「うや───っ！　そんなのアリっスかあああ──～～っ!!」

　三人の絶ぜつ叫きようが、卵たまご形がたのコンテナの中にこだました。
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［TENKA>>>>>>> HAKKA　　 YGGDRASILL- NET］

　やっほ、白はつ華か！　天華ですっ。

　いま、どこからメール出してると思う？　ふふふー、実は！　軌き道どうエレベーターを５０キロほど登ったとこで書いてるんだよ！

　これってね、普ふ通つうはライドで行ける限げん界かい高度よりずっと高い位置なんだっ。ずいぶん空気も薄くなって、ほんとならあたしも息ができなかったりするんだけど。Ｇの力と、推進結晶体を使って張はってくれた風の結界のおかげで、無事にここまできちゃってます。相あい棒ぼうには感かん謝しや感謝っ。てへへ！

　でも、そんなＧのヤツも、さすがに結界を維い持じするのがきついんだって。ライドの飛行にも使ってるから、消しよう耗もうが激はげしいみたいで。そーゆーわけでちょこちょこと休みを挟はさんで登ってます。

　一気に登っていきたいんだけど、そうもいかないってのがもどかしいなあー。

　もうちょっとなんとかなんないの？　なんてＧに言ったら、「精せい命めい力りよくが足りないのは、お前のせいだ」だって。失礼しちゃう！

　てゆーか、Ｇはあたしの精命力を受けて、それで錬れん精せい術じゆつを使ってるわけで。そーゆーのってあたしとしては、いまいちピンとこないんだよねー。実感ないしさ。うーん、わっかんないや。

　まあけど幸い、軌道エレベーターのでっかい柱の内部には、いろいろと作業用に使用する足場みたいなのがでっぱったりしてて、休きゆう憩けいするには困こまりません。仕方ないし、ムリせずのんびり確かく実じつに、登ってやることにします。

　とりあえずいまのところの目標は、地上から４００キロも上なんだよね。むむむ、まだ一割わりちょいくらいしか登れてないじゃんっ！

　……てなわけで。そろそろＧも回かい復ふくしたみたいだし、また登ることにします。

　目指すは月、かな？　あははっ。

　じゃあ、またねー！


《天華》　　



［System- mail　　　　　　39990823/ 1041PM］








「姉様、がんばってるんだ──」

　聖せい堂どうの中に携けい帯たいコンピュータを持ち込こんで、白華はふふっ、と微笑ほほえみを漏もらす。

　神しん殿でんの下か層そう部ぶに設もうけられた、巫み女こである白華にのみ入ることを許ゆるされた空間である。ここでは邪じや魔まする者など誰だれもいない。

　他ほかにいるのは、床ゆかに描えがかれた岩と砂利じやりの大陸地図から噴ふき出した、虹にじ色いろの光の柱くらいである。白華の『龍りゆう眼がん』でなくとも捉えられる姿すがたにまで収しゆう束そくされた、大地を走る精脈から招まねき入れた、精せい霊れいたちの柱であった。

　大陸図の岩のひとつに腰こし掛かけて、携帯コンピュータを見ていた白華は、そんな彼らにそっと触ふれる。とたんに心は、精霊たちが伝える情じよう報ほうの渦うずの中へと飛び込んだ。

　精霊たちの強い流れ──精脈は、中央大陸の帝てい國こく領りよう域いき内ないに、網あみの目のように広がっている。だから白華は大陸での出来事を、こうして「感じる」ことができるのだった。

　けれども海の上までは、さすがに精脈は通っていない。大気のように流動する海の精霊たちは散さん漫まんで、大地とは違ちがいすぎて。情報をうまく伝えてはくれないのだ。

　それでも一部の海の精霊が、強く願う白華に応こたえ、波間に降おりた長い影かげのヴィジョンを気まぐれにもたらしてくれた。

　金色の瞳ひとみを閉とじると。かすかに遠く、朝日が昇り始めた空と海の狭はざ間まに、どこまでも伸のびる「柱」が白華に見えた。

（これが、姉様の登ってる、科学の遺い跡せきなんだ……）

　それは遠目でしかないのだが。それでも、朝日を受けて煌きらめく波の穏おだやかな海面に、ずいぶんと長い影が落ちているのを感じて。白華は確たしかに、その圧あつ倒とう的な存そん在ざいを、胸むねの奥おくで理り解かいする。

（50キロ先の空の果てなんて……いったいどんなところなんだろ）

　自分が精霊を通してでも、絶ぜつ対たいに知ることのできない世界へと想おもいを馳はせて。

　──しかし。えっ？

「……ど、どうしたの？」

　白華は意い識しきを自分に戻もどし、聖堂の中で顔を上げた。すぐ側そばで光を放つ、精霊たちの柱に向かって。

　けれどもそれは、ついさっきまでの輝かがやきとは違って。身をよじり、もがき、騒さわぐのだった。

　こんなこと、白華にとって初めてだった。ど、どういうこと？　ざわめく精霊たちは、口々に何かを告げようとする。でも一いつ斉せいに話しかけられては、さすがに白華も把は握あくできない。ただわかるのは、異い常じようであること──。

　だって、こんなに多くの精霊たちが、同時に慌あわて出したのだ。

「待って。待って、みんな。落ち着いて。いったいなにがあったの？」

　わたしに話してみて。白華は巫女として、光の柱をなだめ、ひたすら耳を傾かたむけた。……変わった？　なにが？　わからない。わからない。わからない……。

　だが、やがて白華は、精霊のいくつもの声の中から、あるひとつの出来事を知るのだった。

「──そんな!?」

　膝ひざに置いていた携帯コンピュータが滑すべり、敷しき詰つめられた玉砂利の上に落ちる。ええっと、とその音が気になったけれど。とりあえず拾うのは後回しにして、白華は岩から腰を上げた。とにかく聖堂から外を目指した。だって、いくら精霊たちからの言葉でも、自分の目で確かめないと、信じられないっ。

　だから白華は重い扉とびらを開けて、半地下状じようの聖堂から出るのだった。

　飛び出した白華の長い白はく髪はつに触れるのは、地上から伸びる緩ゆるやかで幅はば広ひろの階かい段だんに満ちた、ひんやりとした外気だ。姉のいる場所は朝を迎むかえていたが、時間差のあるこちらでは、まだ深夜も手前である。ちょうどここから真まっ直すぐ斜ななめに、漆しつ黒こくの空が見えた。

　そして、白華は真しん剣けんな眼まな差ざしで見上げる。

　──夜空に浮うかんだ、強く輝く二つの月を。







　胸むな元もとで、白華からもらったお守り石がふいに揺ゆれた。かすかな震しん動どう？

「……なんか、震ふるえた？　ねえ、Ｇ？」

　軌き道どうエレベーターのシャフト内、地上から４百キロの目標区画まであともう一息という地点。頑がん健けんな資し材ざいで組まれた足場のひとつに、純じゆん白ぱくの機体を休めて。簡かん単たんな食事を終えて翼つばさの上で一休みしていた天華は、胸元にだらりとたれていた幸運の石の震えに顔を上げた。

　周囲の闇やみを照らすのは、相あい棒ぼうが維い持じする結界の、ほんのりとした透とう明めいな輝きだ。ゴーグルを外してくつろぐ今、褐かつ色しよくの肌はだを持つ相棒の姿はうっすらとしか見えないが。「知らん」というそっけない応こたえだけが、すぐ間近から返ってきた。

　どうもＧときたら、消しよう耗もうから回かい復ふくするので手て一いつ杯ぱいのようである。それだけ結界を維持しながらの飛行が、負ふ担たんになっているということだけれど。

　……今のＧになに訊きいてもムダかな。天華は諦あきらめ、闇の中に吐と息いきを漏もらす。

　まあでも、休息が必要なのは自分も同じだ。操そう縦じゆうしながらでは十分な仮か眠みんもとれないし、それに機首を上げたままの姿し勢せいでは、さすがに疲ひ労ろうは積み重なる。天華は食べ散らかした甘あまい干ひ菓が子しの空箱を潰つぶして片かたづけ、翼の上に寝ね転ころがった。

（このシャフト全体が、ぐらついたように思えたんだけど……まさかね）

　そんなことあるわけないか。胸元のお守りを手にしたまま、苦く笑しようが宿った。だってここは宇う宙ちゆうと大地とを繫つなぐ、旧きゆう精せい紀きからそびえる凄すさまじい建けん造ぞう物ぶつなのである。ちょっとやそっとで揺れたりするわけがない。

（っていうか、どうやればシャフトが震えたりするっての？）

　こんなシャフトが揺れたりする事じ態たいってのが、想そう像ぞうできないや。気のせい気のせいっ。天華は自分の腕うでを枕まくらに、ごろりと寝返りを打つのだった。

　しかし、ふと──音が聞こえた。

「えっ？」

　天華は慌てて飛び起きる。と、音は聞こえなくなった。ううん、違ちがう。音は続いている。それもさっきのとはまったく違い、はっきりと。

　ただしその音は、耳に触ふれるものではなかった。白い翼の上についた手てつ甲こうの薄うすい装そう甲こうが、ぴりぴりと震える。それを感じているのだ。

　あ、そうだっ！　相棒の張はる結界内はともかく、その外の空気はすでに限かぎりなく薄い。だから聞こえる音なんて、壁かべを伝い、雷らい帝てい号ごうを伝い、肌はだに触れて来るもので──。

　そして、シャフト壁内側に音を立てるモノが、下から一気に現あらわれたのだった。

　──八本の足を持つ、アルバルドたちが乗った紫むらさき色いろのマシンである。こまめに休息している間に、追いつかれてしまったのだ！

「ああっ!!」

　銀髪の頭にのせていた暗あん視しゴーグルを装着し、壁に響く音を連れて去っていったスレイプニルを見上げるが。その姿すがたは一定の速度を保たもち、あっさりと小さくなっていってしまった。うあ、まっず──っい！

「Ｇっ、いまの見た!?　抜かれちゃったじゃんっ！」

　すぐ飛ばせる!?　無む茶ちやとわかっていながらも、天華は相棒の少年に訊く。Ｇが休んだ時間は、今までの休息の半分くらいだ。

　しかし。Ｇは、天華の相棒である。

「……やれやれ」

　闇を振ふり払はらうゴーグルの視界で、微び動どうだにせず座すわっていた褐色の少年は、すっくとすぐに立ち上がった。

「できる範はん囲いで、な」

　そう告げて、純じゆん白ぱくの舞翼ライドの機関部へと飛び込んで。

「ふふ。さっすが、あたしの相棒ッ！」

　天華は白い歯を見せて、自分も雷帝号の操そう縦じゆう桿かんを握にぎる。目標区画へと、アルバルドたちより早くたどり着くために。







　スレイプニルの背せ負おう、操縦席ごと収おさめられた卵たまご形がたのコンテナの中は、ちょっとした歓かん喜きの声にあふれていた。

「今確たしかに、あいつらだったよな!?　あそこにいたの！」

「ええ。間違いないですっ」

　彼女たちですよ！　とシエンが補ほ助じよモニターに、すれ違った天華たちの姿を小さく真下に捉とらえてアルバルドに見せてくれる。やった！　アルバルドは思わず、両手の拳こぶしを握にぎりしめた。

　なにしろこっちは、シャフト内側のレール溝みぞに繫つながって登っていくだけなので、天華たちのように休息を取る必要がないのだ。その差が今にして、ようやく出たのであった。

　操縦を自動に切り替かえて、コンテナ後部で仮眠をとっていたココロも、「はゃ？　な、なんスかあ？」などと、赤毛の頭を起きあがらせる。赤い眼めを擦こする彼女に、ほらほら、とアルバルドは天華たちを追い抜いたことを教えてやった。

「ふゃっ!?　ほ、ほんとっスかああ～～！」

「ウソなんか言うもんか！　……あぁああ、ようやく、ようやくこのときが。うううっ」

「……あ、アルバルド様……。何も泣くことはないじゃないですか」

「バカ、シエン！　今泣かずに、いつ泣くってゆーんだよぉおおお！」

「アルバルドさまぁ～～～。自分は、アルバルドさまの気持ちは、よっくわかるスようううー」

「そうか……。ココロ、わかってくれるか！」

　うぅぅ。涙なみだを流しながら、アルバルドは赤毛の少女と抱だき合った。なんだか腕の中で、「ふゃあんっ♪」などという変な声が聞こえたけれど、そんなのどうでもいいや。とにかく操縦士官の少女を抱きしめ、感かん涙るいにむせぶのだった。

　シエンもシエンで、いつものように「剣けん聖せいとしての威い厳げんが」などと、怒おこることもなかった。補佐官として同じように、苦く汁じゆうをなめさせられた仲だ。それなりに理り解かいしてくれているのである。

　とにもかくにも、アルバルドたちは小こ躍おどりして、ひとときの勝利に酔よいしれるのだった。

　──ただしそれは、ちょっとやかましすぎたかもしれない。

　う、ん……。と小さな呻うめきが、後ろのシートから漏もれた。毛もう布ふにくるまり寝ねかされている、プロテである。

　ゆっくりと瞼まぶたが開き、とろんとした琥こ珀はく色の眼まな差ざしが現あらわれた。

「あ！　起きたのかっ」

　アルバルドははしゃぐのをやめ、手を取っていたココロを放し、プロテの横に移い動どうした。

「ええと、調子はどうだい」

「？　え……あれ、あれえ……？」

　アルバルドの問いかけに、しかしプロテは呆ほうけた様子で、コンテナの中をおどおど見回す。ああ、とアルバルドは察して、傍かたわらに置いてあった青い帽ぼう子しを彼女の短く切りそろえた黒くろ髪かみの頭にのせて、「ここは、下で見つけた輸ゆ送そう機械の中だよ」と説明した。

「……で、よかったんだよな？　シエン」

「ええ。おおむねそうです。自走型の輸送タイプをベースにした、大型機です」
















　機械に詳くわしくないアルバルドにかわって、スレイプニルを起動させたシエンがそう付け足しながら、水すい筒とうを渡わたしてくれた。

　保ほ温おんの錬れん精せい術じゆつの施ほどこされた、金きん属ぞく製せいのボトルである。カップにあたたかな薬草茶を注いで、アルバルドは起きたばかりのプロテの手に持たせてやった。

「実は、きみがいきなり倒たおれたんで、オレたちが一いつ緒しよに連れて行くことにしたんだ。向こうの舞翼ライドと違ちがって、こっちの方が寝かせたまま運べるってことで」

「……はあ」

　プロテはぼけぼけしたまま、生返事をした。その様子は、多少苦いはずのお茶に口をつけてもかわらない。

　……まだどこか調子が悪いのかな？　アルバルドは心配になって、つい彼女の額ひたいに手を当てた。

「うん、やっぱり熱はないみたいだけど……」

「──！　あ、アルバルド様っ!!」

「え？　なんだよ、シエン」

　どうした、とプロテから目を離はなし、アルバルドは顔を上げた。と、すぐに栗くり毛げの少年補ほ佐さ官が声をあげた理由がわかった。

　ココロの座すわっていない、シエンの操あやつる操縦席前の複ふく合ごうモニターに。暗あん視し機き能のうではっきりと映うつし出されたシャフト下から、迫せまってくる白い機き影えいがあったから。

　それは──天華とＧの乗る、純じゆん白ぱくの舞翼ライドだ！

「なっ!?　お、追いついてきたのかよっ!?」

「どうやらそうみたいです。──ココロっ！」

「はいっス!!」

　寝起きで軍服の胸むな元もとをだらしなく開いたままのココロが、操そう縦じゆう席せきに飛び込こんだ。

「はやややっ!?　……って自分がはりきっても、この機械の速度は上がらないっスようう～～！」

「わかってます！　でも、もうすぐ目標区画に到とう着ちやくしますからッ。そうなったらすぐに搬はん入にゆう口ぐちに取り付けるよう、準じゆん備びしておいてください！」

「わ、わかったスう！」

　自動操縦を解かい除じよして操縦桿かんをがっちり握にぎり、ココロは元気に叫さけんだ。

「いけるのか？」

　アルバルドは追いついてきた舞翼ライドを見ながら、補助モニターを睨にらむシエンの隣となりに身を乗り出す。

　ええ。と鳶とび色いろの瞳ひとみを半はん眼がんにさせ、『電脳デジタル』の力を発動させながら、シエンが細い顎あごを揺ゆらした。補助モニター内にわかりやすく映し出すのは、基き部ぶのコントロール・ルームで得てきた、シャフトの簡かん易いな構こう造ぞう図ずだ。それは一部が拡かく大だいされ、展てん開かいする。目標地点の区画入り口となる、大型搬入口の姿すがたであった。

　その姿はやがて、上を向くカメラの捉とらえている、操縦席側のモニターのひとつに見えてきた。あと一息だ！

　だが同時に、追いかけてきた天華たちがスレイプニルと肩かたを並ならべる。

「うおわぁっ、抜ぬかれちまう！」

「──どうやら、中に入ってからが勝負になりそうですね」

　悲鳴のような声を出したアルバルドの横で、栗毛の少年が冷静に呟つぶやいた。
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「うんしょ、とおっ！」

　ええい！　閉ざされた搬入口の大きな扉とびらの前で、天華は雷らい帝てい号ごうを上手に静止させる。Ｇの振ふり絞しぼる推すい進しん結けつ晶しよう体たいの力は、どうにか最後まで持続してくれたのだ。

　と、シャフト内ない壁へきのレールから身をはがしたスレイプニルが、八本ある足のうちの一本を展開させて、内部から補助腕わんを引き伸ばした。それは閉ざされていた搬入口のロックを器用に摑つかんで、捻ひねり。あっさりと解除する。

　とたんに、ゆっくりと搬入口の扉が上下に割われた。もちろん迷まようことなどなくて──。雷帝号は紫むらさき色いろの輸ゆ送そうマシンが動かす八本足の股また下したをくぐり抜けて、内部に侵しん入にゆうするのだった。

　薄うすい空気を蹴け散ちらして飛び込んだ搬入口の内側は、広大だが閉へい鎖さされた、何もない空間であった。そして、どこにも出口はない？

　だけど天華は焦あせらない。コントロール・ルームで得たデータから、ここが気き密みつを保たもつために、二重の構造になっていることは知っていたから。

　──スレイプニルがわずかに遅おくれて中に入ると、すぐさま搬入口が閉じた。とたんにＧの張はる結界すら通り抜け、においのない「風」が、天華の銀色の髪かみを揺らした。人が降おりて歩けるように、必要な空気が満たされ始めたのである。

　空気の注入の終しゆう了りようは、風の収おさまりと、思い出したように自動で点てん灯とうしたライトが教えてくれた。そして今まで壁かべとしか見えなかった一部が、ゴーグルを外した銀の瞳の前で動き、開いた。そこから先に拓ひらけたのは、舞翼ライド一機なら十分通れそうなほどの、幅はばの広い通路である。

「って、あれ？　もしかしてあたしって、らっきー？」

　雷帝号の機首を通路に向けながら、天華は後ろを振り返る。そこにいる八本足の大型機械は、そのサイズではさすがに通路には侵入できそうではなかった。本来この空間は、積み荷を降ろしたりするだけのものなのだろう。

　けれどももちろんアルバルドたち鋼はがね隊たいの三人組は、その程てい度どでへこたれるほど諦あきらめはよくなかった。

　スレイプニルの紫のボディが八本足を折りたたみ、頑がん健けんな床ゆかに伏ふせる。その背せ中なかで卵たまご形がたのコンテナがぱっくりと開いた。中からすぐさま降りてくるのは、もちろん鎧よろいを着た金きん髪ぱつの青年と、軍服姿の栗くり毛げの少年に赤毛の少女。──それと、青い帽ぼう子しの女の子であった。

「……プロテっ!?」

　プロテはぼーっとした顔のまま、アルバルドに抱かかえられ、下まで安全に降ろされる。だから天華は雷帝号の翼つばさを翻ひるがえし、その側そばまで滑すべらせた。

　突とつ然ぜんのことに「だぁあっ!?」と大げさに避よけるアルバルドを蹴散らして、純白の舞翼ライドはプロテの真横に乗り付ける。

　それに驚おどろいたのか、つぶらな琥こ珀はく色の瞳がぱちくり、天華の姿を真まっ直すぐ捉えた。

「？　えっと、ワタシ……」

「なんだ。元気そうじゃん、プロテ。よかったよかったっ」

　はい。と天華は自分の後ろを示しめし、彼女の細い腕うでを引いた。プロテはそれに逆さからうことなく、雷帝号の背にちょこんと座すわった。

「んじゃ、この子は返してもらうから。ありがとね！」

　ご苦労様、とだけねぎらって。天華は機体をふわりと浮うかせ、ようやく起きあがったアルバルドをまた転ばせて、通路へとそのまま飛ぶのだった。

「きっ、気を付けろよおおーっ！　ぶつかるところだったじゃねえかよお!!」

「あ、アルバルド様、そんなことを言ってる場合じゃなくって！」

「うややややー！　先に行かれちゃうっスようう～～！」

　罵ば声せいやら何やらが聞こえるが、しったこっちゃない。騒さわぐ三人組を尻しり目めに、天華は舞翼ライドを通路に突入させた。

　シャフト外壁と内壁との間につくられた構造のこの場所は、軌き道どうエレベーター各所に設もうけられた、メンテナンス用の連れん絡らく区画にすぎない。ここに運んできた資し材ざいを溜ため置き、外部に繫つながるメンテナンス用ハッチから外に出て、老ろう朽きゆう化かしたシャフト外板を交こう換かんしたりするのである。

　しかし、風のない通路を人の走る程てい度どの速さで進む雷帝号の前には、作業用や防ぼう衛えいロボットたちの姿はひとつもなかった。

　ちょっと拍ひよう子し抜ぬけだったが、もちろん障しよう害がいは少ないにこしたことはない。懐ふところから携けい帯たいコンピュータを抜き出して、移い動どうのためのエレベーター部をとにかく目指す。

「ええっと、あたしのいまいるのがここだから──」

「第１４─０３コネクト・セクション……」

　ふいに耳元で、そんな言葉が漏もらされた。天華の背中にしがみつく、プロテの唇くちびるが紡つむいだものだ。

　と、「あ、そっか」と天華も気付く。彼女が、今すれ違ちがった通路壁へき面めんにペイントされていた文字を読んだのだと。そういえばプロテは、旧きゆう精せい紀きの文字が読めるんだっけ。

　……なーんだ。天華はちょっと安心する。さっきからどこか寝ねぼけていたような彼女だけれど、ようやくはっきりしてきたようだ。天華の腰こしに回された小さな手も、いつしか固く握にぎられていた。

　しかし、そんなことをのんびりと感じている暇ひまはなくて──。振ふり返ってプロテにかすかな笑えみを送る銀の瞳ひとみに、背はい後ごから走ってくるアルバルドたちの姿すがたが見えたのだった。うわ、追いかけてきてる！

「って、そうだった！　向こうもここの構こう造ぞうは、よくわかってるんだっけ！」

　あたしと同じデータを持ってるんだった。……ええい！　天華は前に向き直り、機体の速度を上げようとする。が、上がらない。

「え？　……Ｇっ!!」

「──無理だぞ」

　声をかけた伝声管から、素そっ気けもない相あい棒ぼうの言葉だけが返ってきた。

「そろそろ俺おれも限げん界かいに近い。結けつ晶しよう体たいの力はアテにするな」

「噓うそおっ!?　あーもうっ、こんなときにいっ！」

　ええい、でも仕方ない！　速度の出ない機体を操あやつり、円筒型の巨きよ大だいシャフトに沿そってゆるやかに湾わん曲きよくする通路を天華は進んだ。

　そしてやがて、天華たちは三人組を振り切れないまま、通路の果てに到とう着ちやくする。シャフトの方に接せつした内壁側に、エレベーター・コンテナが十数基き並ならんでいた。

　また、それと対たい峙じする形で外壁側には、大きなハッチがひとつ構かまえている。おそらくシャフトの外へと繫がる、二重構造の気き密みつハッチだろう。

　当然、外の真空世界に用はない。飛び込むのはエレベーター側なのだから。

「Ｇっ！　エレベーターの扉とびらを開けるから、開いたらすぐに雷らい帝てい号ごうを中に入れて！」

　わかった、という相棒の返事を聞く前に。天華はＧに機体を任まかせ、プロテの腕を振りほどいて飛び降おりる。天華はダッシュし、樹じゆ脂し製せいのパネルを手てつ甲こうで叩たたき壊こわして、携帯コンピュータを無む理り矢や理り接続させた。近くまで降りてきている移動コンテナを、ここまで呼よびつけるために。

　──そこに、栗くり毛げの少年と赤毛の少女とを抱かかえたアルバルドが駆かけ込んでくる。さすがに息を切らせたアルバルドだが、その腕から放たれたシエンの動きは素す早ばやかった。天華の隣となりのエレベーターに取り付き、『電脳デジタル』の力を発はつ揮きする。

　天華とシエンの二人の前で、二つのエレベーターが「ポォン♪」と同時に、小気味よい反はん応のう音を響ひびかせた。

「……さっすが」

「あなたもですよ」

　天華は少年補ほ佐さ官と、しばし互たがいに笑みを交かわした。実力を認みとめ合った証あかしとして。

　でも、負けないから！　エレベーターの扉がゆっくり開き、舞翼ライドが三台ほど並んで入れる幅はばと奥おく行ゆきを持つ、正立方体型の空の巨大コンテナが解かい放ほうされた。天華は「Ｇっ！」と相棒を呼ぶ。

　とたんに示し合わせていたとおり、Ｇの簡かん易い操そう縦じゆうで、純じゆん白ぱくの愛機が飛び込むのだった。

　だけど──。その背に乗っているはずの、青い帽ぼう子しの女の子の姿がなかった。あ、あれっ？

「プロテっ!?」

　天華は慌あわてて彼女を捜さがす。……いた！　いつの間に降りて、向かっていたのか。プロテはエレベーターのあるこちらとは反対側の、シャフト外側に向かうための、大型の気密ハッチの前にいた。その制せい御ぎよパネルに取り付き、短い指を走らせている。えっ？

「ぷ、プロテ、なにやってんの！　そっちは関係ないってばっ」

「でも──こうするしかないんです」

　プロテは言った。ひどく虚うつろに、抑よく揚ようのない声で。

「だって……。これ以上、上部区画への侵しん入にゆうを許ゆるすわけにはいきませんから」

「？　プロテ？　なに言って──」

　突とつ然ぜんの彼女の変へん貌ぼうぶりに、天華は一いつ瞬しゆん呼こ吸きゆうすら忘わすれて呆ぼう然ぜんとなる。プロテの異い変へんに気付いたアルバルドたちも、隣に開いたエレベーターに駆け込む足を思わず止めた。

　そこにいたのは、天華たちの知るプロテではなかった。

　そして──彼女の手が、何の迷まよいもなく操作パネル横のレバーを回した。気密ハッチの重いロックが、天華たちの足元すら震ふるわせて、轟ごう音おんと共に外された。

　琥こ珀はく色の視し線せんも遠い、青い帽子の彼女の後ろで。







　プロテの小さな体の背はい後ごで、ハッチが巨大な口を開く。それは真空の世界への門だ。

　一枚まい目めに続いて、二重となった気密ハッチの奥側の二枚目が隙すき間まを空けた。瞬間、その場にいた全員を強風が襲おそった。区画に満たされた空気が、一気に吸すい出され始めたのだ！

　真っ先に、開口したハッチに一番近かったプロテの体が宙ちゆうに浮うく。青い帽子があっという間に吸い込まれ、ゆっくりと裂さけ目を大きくするハッチの外へと消え去った。彼女の小さな体も転がりながら、流出する空気と共に運ばれる。一枚目のハッチの角に引っかかり、プロテの軌き跡せきを赤い飛沫ひまつが追いかけた。

　──だが、彼女のぐったりとした体は、帽子と運命を共にはしなかった。

　左右に割われる一枚目のハッチにしがみついた銀ぎん髪ぱつの少女が、必死に彼女を摑つかんだから。

「て、天華っ!!」

　アルバルドの叫びは、しかし空気と一いつ緒しよに弄もてあそばれ、轟風に掠かすれて消えた。急きゆう激げきに温度を下げた風が金髪の頭を乱らん暴ぼうに搔かき回し、空色の瞳ひとみを痛いたいほど叩たたく。それは咄とつ嗟さに抱だきかかえた、二人の部下も同じことだ。飛ばされないようエレベーターの縁ふちを摑み、踏ふん張ばる腕うでの中で、シエンとココロの聞こえない悲鳴が生まれる。何が起こったのかアルバルドにはよくわからなくても、このままだとまずいことだけは十分わかった。

「くっ、そっ！」

　二人を抱えたままでは、鍛きたえ抜ぬかれた肉体を持つアルバルドとて、さすがにきつい。と、支ささえていた唯ゆ一いつの腕が汗あせで滑すべり、体たい勢せいが崩くずれた。うおわあっ!!　アルバルドは精せい一いつ杯ぱい踏ん張る。全身がわななき、自分の中で「限げん界かい」が外れた──。『先ワ祖イ返ルりド』として肉体に宿る、『獣化ビースト』の力が覚かく醒せいする。

　着込んだ鎧よろいを内側から押おし上げて、筋きん肉にくが増ぞう加かする。留とめ金がはじけ飛ぶが、シエンとココロは潰つぶさないよう抱え直し、鋭するどく伸のびた爪つめを足場に突つき立てなんとか踏ん張る。ざわめくように伸びた髪かみが、風に巻まかれて視界を覆おおうが。牙きばとなった八や重え歯ばでそのままぶちりと嚙かみちぎった。

　そして、アルバルドはエレベーターの内側へと這はうように進み、部下たち二人を風の影えい響きようの少ない奥へと降おろすのだった。

　そこはしかし、自分たちが開けたエレベーター・コンテナではない。風に翻ほん弄ろうされる純白の舞翼ライドが引っかかった、天華たちのコンテナであった。

　だけど、そこにいるはずの褐かつ色しよくの肌はだの少年はいない。どこに？　と外に視線を向けて、ようやく捉えた。

　プロテの体を摑んで一枚目のハッチに張り付く天華の元へと、Ｇは駆けつけていたのだった。

　けれども──天華の状じよう況きようは危あやうい。もうすぐ完全に開いてしまうハッチの脇わきに待たい避ひしたものの、風ふう圧あつに踊おどらされ、重力すら無視した形で空中にいた。数メートルほどの高さでプロテを抱かかえ込んだまま、一歩も動けないでいる。

　そんな天華たちの元へと、壁へき面めんにある頑がん健けんそうな手すりを摑んで、相あい棒ぼうの少年が手を伸のばしていた。しかし腕の短い彼では、どうにも届とどくわけがない！

「ああっ、なにやってんだよ！」

　くそ、くそくそくそくそ！　アルバルドはどんどんと空気を飲み込む、漆しつ黒こくの闇やみを広げていくハッチを眺ながめて。それでも恐きよう怖ふを振ふり払はらい、「顔を出すなよッ」とだけ、エレベーターの隅すみに這いつくばるシエンたちの耳元に言い残した。怖こわいけど、危あぶないけど！　天華をあのまま放っておけない！

　エレベーター内から一歩出ると、暴あばれる風にあおられてこけそうになる。そこを踏ん張り、ごつい手と足の爪を食い込ませ、壁かべと床ゆかづたいになんとかＧの側そばまでたどり着いた。

「──アルバルド？」

「オレがやるっ、Ｇ！　おまえはオレを放さないでいてくれ！」

　褐色の少年にそれだけ言って、アルバルドは、頭上で張り付く天華へと腕を伸ばした。大だい丈じよう夫ぶ、Ｇがしっかりと腰こしのベルトを支えているから、十分届く！　驚おどろいた銀の瞳ひとみと視し線せんが混まじり、天華が小さく頷うなずきを落とす。そして、プロテを預あずけようとするのだった。

　プロテの短い黒髪に、鮮せん血けつがべったりとついていた。天華から受け取ったアルバルドは、その華きや奢しやさにぞっとなる。力を失った体は、さながら人形のようだ。

「先にお願い、この子を──Ｇっ！」

「わかった」

　逡しゆん巡じゆんすることなく、天華の叫びにＧが応こたえた。アルバルドの手からプロテを引き取ると、すぐに人間離ばなれした脚きやく力りよくで、暴風の中をエレベーター・コンテナへと疾しつ駆くする。

　その姿すがたを見届けるより早く、さあ、とアルバルドは再ふたたび天華に向き直った。

　けれども銀髪の少女は、腕に摑まって素す直なおに引き寄よせられたものの、「待って！」と突とつ然ぜん制せい止しする。そして風よけのためかゴーグルを装そう着ちやくし、胸むな元もとから携けい帯たいコンピュータを取りだし、開いた。

「アル！　あたしをしっかり持っててよね！　……ここを閉しめちゃわないとっ」

「は？　なっ、なにやってんだよ、天華あ!?　逃にげるのが先だろッ!!」

「ううん、だから、閉めないとまずいんだってば！　このままだと、頑がん丈じようなシャフト本体はともかく、作業用エレベーターに影響が出るかもしれないからっ」

　説明も途と中ちゆうに、銀ぎん髪ぱつの少女は動いていた。アルバルドに摑つかまりながら、壁かべ際ぎわにあった制せい御ぎよパネルに取り付き、携帯コンピュータを繫つなぐ。

「普ふ通つうは安全機き構こうがあるから、二重の気き密みつハッチがこんなふうに一気に開いちゃうなんてことないんだけど。つまりそれが停止させられてるってことで、逆ぎやくを言えば安全機構さえ回かい復ふくさせればっ！」

　独ひとり言を漏もらしつつ、天華は作業に没ぼつ頭とうする。もちろん、そんな彼女を無理矢理引っぺがすことも、アルバルドには十分できた。けれども──。

　風に叩たたかれる銀髪の下。ゴーグルに覆われた、迷いのない銀の瞳を携たずさえた天華の横顔を前にしては、中ちゆう断だんさせることなどできなかった。

（そんな顔されたら……なんにも言えないじゃないかよっ）

　ちくしょう。荒あれ狂くるう風から天華を守りながら、アルバルドは心の中でそう呻うめくのだった。

　しかし、長く耐たえる必要はなかった。唐とう突とつに、風の勢いきおいが収おさまったのだ。

「な、なんだ？　どうした？」
















　アルバルドは頭を上げる。と、音が聞こえた。かすかで、しかし軽くはない音である。

　振り返ったそこに、音の原げん因いんとなる、エレベーター・コンテナ内で落ちた純じゆん白ぱくの舞翼ライドの姿があった。風がいきなりやんだため、浮ういていた機体が落下したのである。その下では咄とつ嗟さにＧが、翼つばさをどうにか受け止めていた。

　──だが、その顔がふいにアルバルドの視界から消える。Ｇと舞翼ライドと、シエンとココロを閉とじ込めて、エレベーターの扉とびらが勝手に閉じたのだった。

「お、おいっ、天華!?　エレベーターが……天華？」

　えっ!?　アルバルドは我が目を疑うたがった。なぜなら、銀髪の少女は。携帯コンピュータを持ったまま、ぐったりと壁にもたれかかっていたからだ。

　その顔色は蒼そう白はくで、意い識しきはない。おい！　と呼よびかけるアルバルドだったが、そのときになってようやく気付いた。発した自分の声までもが、さっきの音と同様に、かすれて聞こえてしまうのを。

　これは……空気が薄うすくなっている？

「風が収まったのは、そのせいかっ……！」

　しまった！　『獣化ビースト』したアルバルドの肉体は、超ちよう人じん的に強化される。息苦しさは確かにあったが、それは風のせいだと思っていた。まさか、ここまでごっそり空気が持って行かれてしまうなんて！

　しかしそう悟さとると、アルバルドの行動は素す早ばやかった。制御パネルと繫がったケーブルを外し、携帯コンピュータを天華のジャケットに押し込むと、彼女の体を抱かかえて走った。皮肉にも風の影えい響きようが消えたため、全力で駆かけられる。だからアルバルドは、唯ゆい一いつ残って開いていたもう一基きのエレベーター・コンテナへと転がり込んだ。

　その背はい後ごで、一息遅おくれで二重のハッチの動きが止まった。拡かく大だいしていた虚うつろな闇やみが、今度は逆に急速に閉とざされていく。

「……天華がやったのか？」

　彼女の体を抱だいたまま、アルバルドは薄い空気に言葉を紡つむぐ。やがてその目の前で、エレベーターの扉が自動で閉まった。

　そして静かな唸うなりを上げて、エレベーター・コンテナがゆっくりと上じよう昇しようを始めた。閉へい鎖さされた広いコンテナ内に、どっと風が巻まき起こる。安全のための補ほ助じよ的な機き能のうなのか、足りなかった空気が補ほ充じゆうされているのだ。

「よかった、これで」

　天華も大だい丈じよう夫ぶだ。胸いっぱいに吸い込める空気に感謝しながら、アルバルドは抱きしめていた銀髪の少女を放し、床ゆかの上にそっと横たえた。

　けれども、天華は目覚めない。強気だった銀色の眼まな差ざしは閉ざされたまま、掠かすれるような呼こ吸きゆうに侵おかされていた。唇くちびるは紫むらさき色いろに染そまり、体はかすかな震ふるえを孕はらむ。

「天華……天華っ!?　おい！　ウソだろおっ？」

　冗じよう談だんだろ！　アルバルドは天華を強く揺ゆさぶる。だけど、彼女の体は完全に冷え切っていて。

　──瀕ひん死しの吐と息いきが、意識のない銀髪の少女を支し配はいしていた。
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「駄だ目めです、このエレベーターは途と中ちゆうで停止させることができません」

　エレベーター・コンテナの制せい御ぎよパネルを調べていた栗くり毛げの少年が、悔くやしそうにそう告げた。小さな拳こぶしを、パネル横に真まっ直すぐ伸のびた、区切りのない移い動どう経けい過かを示しめす光のラインに叩たたきつける。

「……戻もどるにせよ、一度は上の区画に到とう着ちやくしてからでないと、無理ということですか……」

「通信石にも出ないスようう～！」

　その隣となりで、赤毛の少女が半泣きになって声をあげる。手に持っているのは、鋼はがね隊たいの三人がそれぞれ持つ、通話を可か能のうとした錬れん精せいの石であった。アルバルドが持っているはずのひとつに、反はん応のうがないのである。

　しかしそれはシエンが冷静に、「無理ですよ」と説明する。

「あのとき、アルバルド様は『獣化ビースト』してボクたちを救ってくれましたけど、そのときに鎧よろいと一いつ緒しよに通信石は落としてしまったはずですから」

「？　そ、そうなんスかあ？」

「ええ。アルバルド様の通信石は、首元の鎧のパーツにくっつけてありましたから……間違いないでしょう」

　だから、連れん絡らくは取れなくて当然なんです。などと言いながらも、少年自身もやはり不安なのだろう。隠かくせない苛いら立だちが、眼鏡めがねを失った裸はだかの鳶とび色いろの瞳ひとみに、色濃こく映うつし込こまれていた。それは雷らい帝てい号ごうの翼つばさの上に寝ねかせたプロテに張はり付く、人でないＧジーにすらわかるほどに。

　だから。

「──平気だろう」

　Ｇは二人に言ってやった。

「隣のエレベーターは開いたままだったのだろう？　ならあの二人のことだ。無事に乗り込んで、同じように上へと向かってきているはずだ」

「それは……そうかもしれませんね」

「そ、そうっスよ！　アルバルドさまが、こんなことでやられちゃったりしないっス！　絶ぜつ対たい、昇のぼってきてるっス!!」

　間違いないス！　根こん拠きよはないが、ココロが赤い瞳に元気を宿して復ふつ活かつした。その様子に、シエンの方も「そうですね」と、眉まゆ根ねを固く寄よせながらも大きく頷うなずく。

「そうだ……。だとしたら、連絡をつける方法はあるかもしれませんね」

「ふや？　シエンくん、ほんとスかあっ？」

「ええ。このコンテナには、それぞれ通信が可か能のうとなっているんです」

　どのコンテナかはよくわかりませんが、探さがしてみましょう！　シエンは再ふたたび、制御パネルに対たい峙じした。

　それは闇やみ雲くものような行動であったが、Ｇは好きにさせておく。なぜなら、Ｇにはわかるのだ。天てん華かが別のコンテナに乗り込み、追つい随ずいする形できちんと昇って来ていることが──。

　天華の精せい命めい力りよくを受けて、精書であるＧは人の姿すがたをとっている。故ゆえに彼女の精命力は、そう離はなれていなければ、しっかりと感じることができるのだった。

　だが、その精命力の反応は、いつもと少し違っていた。どこか不安定になっているのだ。

　魂たましいと精神の力である精命力の揺らめきは、すなわち命に異い変へんがあるということだ。

（怪け我がでもしたのか？）

　そんな考えが、Ｇの頭をふいによぎった。しかしもちろん、今のＧに何ができるわけでもない。あの銀ぎん髪ぱつの少女とは、触ふれ合うことができない距きよ離りに隔へだてられているのだから。

　なのに……どういうことだ？　Ｇは純じゆん白ぱくの機体の上で、つい握にぎりしめていた自分の拳に気が付いた。これは……。

（焦あせっているのか。この俺おれが……）

　どうしようもないのに。天華の精命力を受けられなくなれば、Ｇの構こう成せいするこのちっぽけな肉体は消しよう滅めつする。また元の書物の姿となって、転がるだけ。ただそれだけのことである。

　なのに……。

（俺はしょせん、ただの道具だ。それ以上でもそれ以下でもない）

　だからＧは、今目の前に横たえたプロテを守ることを優ゆう先せんさせ、天華を残してこのコンテナへと飛び込んだ。軌き道どうエレベーターへと侵しん入にゆうする前に、主である天華から「あたしよりプロテのこと守ってよね」などと頼たのまれていたから。それを忠ちゆう実じつに実行したにすぎないのだ。──それなのに。

（……。俺は、後こう悔かいしてるのか？）

　わからない。Ｇは止血の包帯を頭に巻まかれたプロテを前に、深い沈ちん黙もくに縛しばられるのだった。

　そんなＧの様子に感づき、赤毛の少女が「大だい丈じよう夫ぶスかあ？」と身を寄せてくる。

「アルバルドさまたちのことも心配スけど、この子のことも不安スよね……」

　はい。と、軍服のベルトにつけられる、革かわ製せいの小型鞄かばんから水すい筒とうを取り出し、「水っス」とＧに勧すすめてくる。

　どうやらプロテのことを想おもって、物もの憂うげにしているのだと思ったらしい。飲み食いのできないＧにはどうでもいいことだったが、素す直なおにカップは受け取った。

「他ほかにも、いろいろ持ってこれてたら良かったんスけど」

　ココロが鞄の中を探さぐりながら、眉を八はちの字にしかめてみせる。慌あわててスレイプニルから飛び出したため、必要最さい低てい限げんの装そう備びしかしてこなかったらしい。それでも「いや、十分だ」とＧは返す。プロテの頭を止血する錬れん精せいの治ち癒ゆ包帯は、彼女がくれたものだったから。

「そうスか。……この子の具合はどうスか？」

「わからない。俺に医い療りようの知ち識しきはないからな」

「……けど、どうしてあんなことしたんスかね」

　自分が一番、危あぶなかったのに。ココロがぽつりとそう漏もらす。

　わからない。Ｇは横にゆっくり首を振ふる。わかっているのは彼女が傷きずを負い、倒たおれているということだけ。

「理由は、本人が目を覚ました後に、直ちよく接せつ訊きいてみないとな」

「そうっスね……。あ、そろそろ包帯換かえた方がいいかもしれないス！」

　自分がやるス！　と赤毛の少女が、にじんだ血に汚よごれた、Ｇが適てき当とうに巻いた包帯を外しにかかる。それはこの少女なりの、ちょっとした気き遣づかい程てい度どだったかもしれない。揺ゆれ動く赤毛の小さな尻尾しつぽを横目に、Ｇはふとそんなことを思うのだった。

　しかし。──はややっ？　そんな少女の口から唐とう突とつに、そんな奇き妙みような声が飛び出た。

「な、なんスか、これえっ？」

「？　どうした」

「そ、それが……ええとぅ」

「……ああ、駄だ目めです。通信機能に障しよう害がいが起こってるようで、使えません。とにかく今は合流の可能性せいにかけて、このままボクたちも上に──。ど、どうしました？」

　制せい御ぎよパネルから離れてやってきたシエンも、ココロの呆ぼう然ぜんとした様子に気付く。それがぁ、とココロはプロテの頭の傷口を指し示しめした。

　Ｇはシエンと一度顔を見合わせながら、促うながされるがままに覗のぞき込む。

　ココロの手が搔かき分けた、血の付いた黒くろ髪かみのそこには──。

「何？」

「えっ……こ、これは!?」







　……これは、なんだろう……。天華は夢ゆめを見ていた。そう、夢だ。なんとなくわかる。だって、今の自分はまだ幼おさない、子こ供どもの姿すがたになっていたから。

　そして見回すそこは、空気のにおいまで思い出せる、子供の頃ころからよく知っている空間だった。──神しん殿でんの奥おくにこっそりと設もうけられた、父の隠かくし部屋である。

　数々の発はつ掘くつしてきた遺い物ぶつたちが転がり、頑がん丈じようさだけが取り柄えの素そっ気けない机つくえに広げられたモニターたちの輝かがやきを受け、淡あわく複ふく雑ざつな陰いん影えいに身を包んでいる。そして光と影かげとに囲まれたそこにいるのは、がっしりとした体たい格かくの、銀の髪と瞳ひとみを持つ、無ぶ精しよう髭ひげを生やした男。

　父であった。

「ん？　なんだ、天華か」

　その父は天華に気付くと、「こっちへ来るか？」と天華を誘さそう。

　もちろんそれを断ことわる理由なんて、天華にはなくて。お帰り、お父さん！　と走って父に飛びついた。

　そうだ。父は神殿に戻もどっているよりも、遺い跡せきに潜もぐっていることの方が長い人だ。今日も久ひさしぶりに帰ってきたばかりであった。だから天華は父の膝ひざに登って座すわり、久々のぬくもりに抱だかれるのだった。

　父の膝も胸むねも、筋きん肉にくでごつごつとしていたが、あたたかかった。

　しかし、ふと父の逞たくましい腕うでに巻まかれた、痛いた々いたしい白さを目にする。包帯だった。えっ？

「ああ、これか。ちょっと遺跡でヘマしちまってな」

　怪け我がをしたんだ。父は実にあっさりとそう言い放った。えええ？

　……痛くないの？　天華は父におずおずと訊いた。

「そりゃ痛いさ」

　そう応こたえながら、父は腕を伸のばしてみせる。痛みのせいか、わずかに銀の瞳が歪ゆがんだ。

　だめ！　天華は父の胸にすがりつく。だめ、もうケガしちゃだめ！　遺跡に行っちゃだめだよお。

　でも──。父はそんな娘むすめに向かって、かすかに笑ってみせるのだった。

「それは無理だな、天華」

　えっ。……どうして？

「おれは遺跡探求者ロスト・リサーチヤーだからな。危き険けんと隣となり合わせなのは、いつものことさ。いや、そういうものと間近で向き合うのが、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーってヤツなのかもな」

　……。危あぶないのに、ケガしちゃうかもしれないのに。お父さんはまた行くの？

「ああ、行くだろうな。やめられない。──まあ、天華にはわからないだろうな、これは。いや、実じつ際さいには行った者にしか理り解かいできないさ、この気持ちは。危険だからこそ、何があるかわからないからこそ、得るものは大きいんだ。それは遺物がどうとかじゃなくて、もっと精せい神しん的なものなんだが」

　なんてことを言いながら、父は「いや、どのみち天華には難むずかしい、よくわからない話だったな」と苦く笑しようして、くしゃくしゃに頭をなでてくれるのだった。

　でも……あれっ？　なでられながら、天華は小さく首を傾かしげる。

　なんとなく……あたし……。

（父さんがなにを言ってるのか、わかるような気がする）

　……そうだ。だって、あたしはもう小さくなくて。

　父さんと同じ、ううん。それ以上の遺跡探求者ロスト・リサーチヤーを目指して──。







　胸むな元もとで、振しん動どうが生まれていた。ジャケットの中の携けい帯たいコンピュータが震ふるえているのだ。

（あ……白はつ華かからのメールかなあ……？）

　そんなことをぼんやりしたまま考えながら、天華はようやく夢から覚める。

　ああ、そうだ。夢だったんだ……。実際の自分は、もう子供じゃない。毎度のようにこっそりと父の隠し部屋に忍しのび込こんでは、遺物をいじって、腕を磨みがいて。今では十六歳さいで神殿を飛び出して、立りつ派ぱに遺跡探求者ロスト・リサーチヤーをやっているんだ。

　でも、そんな体に触ふれるぬくもりだけは、しっかりと現げん実じつで。あ、あれっ？

　父と似にた、ごつごつとした筋肉の感かん触しよく。けれどもふさふさの、父とは違ちがうにおいの毛け触ざわり──。瞼まぶたを開くと、包み込むように抱きしめてくれていたのは、黄金色の体毛であった。

　──『獣化ビースト』を超こえた『獣化ビースト』。『完全獣化フル・ビースト』の力により、獣じゆう人じんと化したアルバルド。その強きよう靭じんなしなやかさとやわらかさを兼ね備えた全身の毛が、天華の体を包んでいた。

「アル……？」

「！　起きたのかっ、天華！」

　牙きばが生えた口で、アルバルドが空色の瞳を向ける。間近で見るその顔は、いつもの気弱そうな普ふ通つうな青年とはまるで違い、まさに獣けもののそれであった。しかし瞳ひとみに生まれた感かん情じようの揺ゆらぎだけは、まさしくアルバルドそのものである。

　よかった……。と小さく呟つぶやくと、彼はぼろぼろ大おお粒つぶの涙なみだをこぼした。

「ううっ、一時は体が冷え切ってて、死んじゃうかと思ったんだぞ……ううう」

「……そっか。アルがあっためてくれてたんだ」

「ほんとは、治ち癒ゆ包帯とか持ってたらよかったんだけど……」

『獣化ビースト』したときに、鎧よろいと一いつ緒しよに一式まるごと落としちゃって。涙で顔面の毛をべとべとにしながら、アルバルドは説明する。

「予よ備びはココロしか持ってないし。オレに残ってたのは、腰こしにあった剣けんが一本きりだけで。仕方ないから、『完全獣化フル・ビースト』して体であたためてたんだ。けど、うぅう、意い識しきが戻ってほんとによかったよおお」

　けれど。アルバルドは泣くのをどうにかやめると、「この、バカ天華っ」と抱きしめた太い腕に力を込めて言うのだった。

「──バカだ、天華！　おまえは!!　なんで、死ぬようなムチャするんだよおっ！」

「ごめん。アル。……反省してる」

　確たしかにちょっと、無む謀ぼうだったかな。でも無理ができたのは、アルバルドが側そばにいたからだった。自分が倒たおれても、きっと助けてくれるって信じてたから。

　なんて、この幼おさななじみの青年には、絶ぜつ対たい言ってはやらないけど。てへへ、と天華はこっそりと、彼に隠かくれて舌したを出した。

　だけど──黄金の獣人となったアルバルドは、そんな天華をさらに強く抱だき寄よせる。

「……なあ、天華。もうやめよう、こんなこと。やめてくれよ」

「えっ」

「遺い跡せきに潜もぐることだよ。オレにはぜんぜんわからないよ。こんな危き険けんなところに、なんでわざわざ入ろうとするんだよ？　わけわかんねえよ。でっかいし、怖こわいし、嫌いやだし！」

　科学を忌いむ帝てい國こくの教育を受けてきた剣けん聖せいの青年は、もっともな正せい論ろんを吐はいた。どうして危険に飛び込むの？　何があるかわからない、遺跡の中なんかに──。

　その答を、天華は知ってる。だから。

「無理だよ」

　なんて、そっと彼に告げるのだった。

　と、そのとき。まるでその言葉に導みちびかれたように、エレベーター・コンテナの四方の壁かべが変化した。壁へき面めんが瞬またたき、映えい像ぞうを映うつし出す。それは、漆しつ黒こくの宇う宙ちゆう空間であった。

　うわっ。と天華もアルバルドも、何が起こったのかわからず、ぽかんと間ま抜ぬけな顔をさらす。

「な……なんなんだ、これえっ!?」

「これって、もしかしてシャフトの外の映像？」

　あっけにとられながらも、天華はどうにかそう把は握あくする。なぜならその正面には、大きく二つの月の姿すがたが浮うかんでいたから。

　ああ、すごい……。天華はごくりと息をのむ。地上からは蒼あおと銀に見えた大小それぞれの月は、どこかいつもと違って見えた。輪りん郭かくがくっきりと輝かがやくのは、大気の層を抜けた場所にいるからだろうか？

「長時間移い動どうするコンテナでの、退たい屈くつしのぎのリアルタイム映像なのかな……」

　残念ながら、進行方向である天てん井じよう部ぶの様子はわからないが。それでも映像はシャフトの上じよう昇しように従したがってか、確かにゆっくりと動いていた。

　……きれい。天華は鮮せん明めいに映る月たちを前に、そんな感想をつい漏もらした。

　そうだ。ダメなんだよね、ここでやめちゃうなんてさ。天華は軽い吐と息いきにまみれる。……だって。

「あたし──こんなにどきどきしてる。新しん精せい紀きの誰も行ったことない、あの月をこんなに近くに見て」

「天華……」

「ごめん、アル」

「……。なんで、なんでそんな顔できるんだよ、おまえは……」

　そんなの……。互たがいの息が混まじり合うほど近くで、天華を見つめていた獣人の眼まな差ざしが伏ふせた。ちくしょう、と諦あきらめを悟さとって。

　ごめんね。天華はもう一度、月を見ながらそう謝あやまる。彼が心配してくれてることは、よくわかってる。でも……。

「あたしは、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなんだ」

　天華はかつて父が言ったのと、まったく同じ台詞せりふを口にした。こればっかりは、ね。と、その意味を十分わかった上で。

　けれども、そうしっかり告げて、アルバルドの腕うでの中で振ふり向いたとき。かくん、と彼の頭が天華の背せ中なかにもたれてきた。とたんに黄金色の体毛がごっそりと、床ゆかの上に抜けて落ちる。

「へ？　あ、アル？　……あ」

『完全獣化フル・ビースト』から解とき放たれた、淡あわい金きん髪ぱつの頭を押おし上げると。そこにはふっつりと気を失った、アルバルドの顔があった。『完全獣化フル・ビースト』は鍛きたえ抜かれた剣聖の青年にとっても、根こそぎ体力を奪うばっていく変化なのである。

「体力の限げん界かいってこと？　……そっか、なのにあたしのために、がんばって保もたせてくれてたんだ」

　まったく、ガラにもないことしちゃって。気絶したアルバルドの額ひたいを、手てつ甲こうの指で軽くはじいた。

　深い眠ねむりに摑つかまった彼は、小さな呻うめきをあげただけで、やっぱり起きはしなかったが。

　ま、いっか。抜けた体毛だけでも、十分体はあっためられる。天華はアルバルドのにおいの残る大量の抜け毛に抱かれたまま、ぬくもりの中で再ふたたび月を眺ながめるのだった。

　と、そうだ。銀の瞳ひとみが、胸むな元もとからこぼれ落ちた白華のお守り石に気付く。

「白華にも、この月の映像を送ってあげよっかなっ。……って、あ！」

　そうだ、メールが来てたんだっけ。天華は黄金の体毛に埋うもれながら、携けい帯たいコンピュータを取り出し、開いた。

　それは確たしかに白華からのメールであった。しかし──。えっ？

「な、なに……？」

　その内ない容ようには、信じられないことが書かれていたのだった。







［HAKKA>>>>>>> TENKA　　　YGGDRASILL- NET］

　姉さま、たいへんです。たいへんなことが起こってるんです。

　大地の精せい霊れいさんたちが、みんな大おお慌あわてです。大気の精霊さんたちも乱みだれています。

　それは、あの夜空に浮かぶ、欠けた蒼い月が、ゆっくりと落ちてきているからなんです。

　このままだと本当に、あの謎なぞのメール文の言うように、世界が潰つぶれてしまいます。原げん因いんがなんなのか、精霊さんたちにきいてもまったくわかりません。

　とにかくこのことを一番に知らせようと、月を目指して進んでる最中の姉さまに、メールをお送り致いたします。

　どうかくれぐれも、お気を付けください。


《白華》　　



［System- mail　　　　　　39990824/ 0258AM］








「月が……落ちてきてる!?」

　そんな、まさかっ！　送られた文面から慌てて顔を上げ、天華はコンテナ壁へき面めんに映うつる、二つの月の姿すがたを見み据すえた。待って。確かに、大小二つの月の大きさの比ひ率りつは、なんだか違ちがうような……。

　それはてっきり、地上から見たものではないからだと思っていたんだけど。天華は急いで、携帯コンピュータに計算をさせる。確かこの前気まぐれで双ふた子ごの妹へと送った、月夜を背はい景けいにした、Ｇとの写真があったはずだ。そこから蒼あおと銀の輝かがやきの、距きよ離りと大きさを割わり出した。そして今度は今そこに映されている、二つの月の映えい像ぞうを画像に取り込み、同じように計算させた。

　結果はすぐに表ひよう示じされた。──画像の誤ご差さでは済すまされない変化の跡あとを、明らかにして。

「噓うそ……ううん、噓じゃないんだ。じゃああの文字化けメールの、世界が滅ほろぶってのは、本当のことだったんだ！」

　月が地球に落ちたりすれば、大陸のひとつが消し飛ぶどころの話じゃない。いや、落ちるよりも先に、間かん接せつ的な影えい響きようだって出るはずだ。

「重力波にだって異い常じようが出るだろうし、大気だけじゃなくって、海の満ち引きや……そうだよ。このシャフトだって例外じゃ──」

　あ！　そこまで言って天華は、自分の胸元に下がった鎖くさりの先で、薄うすいお守り石がちりちりとした微び細さいな振しん動どうを孕はらんでいることに感づいた。

　それはいつぞや、シャフト内を昇のぼっていたときに感じたものと同じ、コンテナの移い動どうが生んだものとは明らかに違うもの。

　もう影響は出てるんだ！　天華はお守りを握にぎりしめ、月を睨にらんだ。

　欠けた姿の蒼の月は、もういつもの穏おだやかな蒼色を纏まとってはいなかった。




　　　　２




　薄い雲間から覗のぞき見える、歪いびつに欠けた蒼の月。だが澄すんでいたその輝きは濁にごり、どこか紅あかい色合いすら増ましていた。

　そんな異い変へんは肉にく眼がんで見ても、はっきりとしていて──。だから精霊神しん殿でんの中は、すでに大おお騒さわぎとなっていた。

　信しん精せい帝てい國こくの首都であるここには、専せん用ようの高速飛空艇ていを使った軍の連れん絡らく網もうを通して、周辺を固める都市からの情じよう報ほうが入ってきている。そのどれもが天空の欠けた月の異変と、それに伴ともなって発生した異い常じよう気象についてのものであった。

　もちろん、まだ初期段だん階かいなのか、異常はささいなことである。けれどもこの精霊都市においても、水路の水位の顕けん著ちよな変化などといった、目に見えることとして出しゆつ現げんしているのだった。

　──気象や大地、水などの変化は、全すべて精せい霊れいたちに与あたえられた影響である。

　だから自おのずと、精霊巫み女こである白華の元へと、不安の答は求められた。

「いったいどうなっているのですか、姫ひめ巫女さま！　あの紅い月は？　この異変は？」

　神官たちがそう詰つめ寄よる。精霊巫女とは、精脈を通して帝國領りよう域いき内ないの精霊たちと対話し、彼らを鎮しずめるというのが役目だ。

　けれども、いや、だからこそ。白華は、今回の要因が月の接近にあることを知っている。すなわち大地に集つどう精霊たちにどんなに頼たのみ込こんでも、根本的な解かい決けつにはならないのだ。

　それでも神官たちは懇こん願がんし、さらに塔とうの寄り添そい合う神殿の前には、夜半というにもかかわらず、街に住む人々が大おお勢ぜい押し寄せていた。明かり代わりの幻げん炎えんの輝きが、聖せい堂どうから出て階段を登ったばかりの白華の位置からも、煌こう々こうと見み渡わたせるのだった。ここにいる神官たちと同様、不安を隠かくしきれずに集まってきたのである。

　そして白華の『龍りゆう眼がん』には、それ以上に騒ぐ、精霊たちの姿が見えていた。

　しかし──。

「大だい丈じよう夫ぶです、とみなさんに伝えてください」

　白華はきっぱりと、金色の瞳ひとみを揺ゆるがさず、取り囲む神官たちにそう告げた。

　本当は、真実を語るのが精霊巫女の役目なのだ。それは先代の巫女である母が生前から、『龍眼』を受け継ついだ白華によくよく告げていたこと。そのためだけに巫女は存そん在ざいし、それ故ゆえに精霊を信しん仰こうする人々は敬うやまうのだと。

　でも、白華はそれに従したがわなかった。どうして？　……決まってるっ。

　だってあの紅みを帯びた月の浮うかぶ天空へと、姉様が今、向かっているはずなのだから。

（姉様……姉様なら、きっとなんとかしてくれますよね）

　そう信じているから。だから、白華はもう一度「大丈夫ですよ」と、ふんわりと微笑ほほえんで、周囲の者たちに言い聞かせた。

　神官たちはその一言に、誰もが最初は信じられないといった表情だったが。それでも微び動どうだにしない白華の様子を前に、やがて互たがいに頷うなずいて、民みん衆しゆうに巫女の言葉を伝えるために大急ぎでこの場を離はなれた。

　聖堂前の幅はばの広い階段に残されたのは、白華ひとり。見下ろしてくるのは、銀の小月に比くらべて、はっきりとわかるほどに大きさを増し、すっかり紅い輝きに染そまった歪な月だ。

「姉様……」

　白華は紅と銀の月たちを見上げ、長い白はく髪はつを搔かき上げて。胸むねの前で、細い指を組むのだった。

　──双ふた子ごの姉の無事を祈いのって。







「ほら、アルっ。いい加か減げんに起きてよ、ねえっ」

　強く揺ゆり動かされて、ようやくアルバルドは覚かく醒せいした。……え、あ、あれっ？

「お、オレ……な、なんで寝ねてたんだ……？　──って。あ、ああー!!　そうだっ、オレが天華を守ってやらな」

「あーもうっ。それはいいんだってばッ！」

　そんな言葉と共に、痛いたみと衝しよう撃げきがアルバルドの頭を強きよう襲しゆうした。い、痛いてえええ！

　後頭部を抱かかえて、涙なみだ目めの顔を上げると。そこには手てつ甲こうの拳こぶしを握りしめた銀髪の少女が、コンテナの壁かべにもたれて気を失っていた自分を見下ろしていた。

　と、ようやく周囲の様子の違ちがいに気が付いた。空色の瞳に飛び込んでくるのは、投とう影えいをやめてもとの壁へき面めんに戻もどったコンテナ内部と、開いたエレベーターの扉とびらであった。その外には、新たな区画が広がっている。上じよう昇しようを続けていたはずのコンテナが、完全に停止しているのである。

「えっ。と、到とう着ちやくしたのか？」

「まだ途と中ちゆうだよ。ここから何回か乗り換かえなくっちゃいけないんだから」

　ついてこないと置いてっちゃうぞ。天華は「べーっ」と舌したを出して、あっさりコンテナの外に出る。もちろん、こんなところにひとりで残されるわけにはいかなくて。アルバルドも急いで腰こしを上げ、彼女の後についていった。

　そして二人で、待機していた隣となりのコンテナへと乗り込む。……そうだ、確たしか。乗り継いで、大型のエレベーターにまで行くんだっけ。アルバルドはなんとなく聞いていた少年補ほ佐さ官の言葉を思い出した。

「……そういえば、シエンたちとはここで合流できないのか？」

「コンテナによって、到着する経けい路ろが違うみたいだから。３万５千キロ地点の中間衛えい星せいに行くまでは、会えないと思うよ？」

「３万……そ、そんなにか!?」

「平気だって。もうこのリニア・エレベーターひとつで、一気に７千キロほど昇のぼってきたんだよ」

　さすがは旧きゆう精せい紀きの産物だねー。なんて、天華は白い歯を見せる。アルバルドとしては、その圧あつ倒とう的すぎる数字をいまいち実感できなくて、苦笑いすら出なかったが。

　それに新しく乗り込んだコンテナの中は、同型なためか、見た目はまったく変わらない。二人だけで居いるには広すぎて、正立方体の中には何もなく、殺風景すぎた。

　だがそれでも、扉が閉とじて動き出すと。やがて思い出したかのように四方の壁面に映うつし出された漆しつ黒こくの世界は、とんでもない未知の領りよう域いきにまで上がってきたことを、嫌いやでも教えてくれるのだった。

　はあ、とため息を吐つきながら、アルバルドはコンテナの床ゆかに腰を下ろした。もうどーにでもしてくれ……。

　しかし。うなだれた頭が、「はい、ごめん」と一方的に押おしのけられる。な、なんだ？　と狼ろう狽ばいするより早く、開いた懐ふところに、天華が座すわり込んできた。彼女の背せ中なかが『獣化ビースト』で上着の破やぶけた胸むな板いたに密みつ着ちやくし、銀色の髪かみが鼻先に収おさまった。

「う、うお!?　って、なっ！　て、天華ああ!?」

「だってアルってばさ、あったかいんだもん」

　しばらくこうさせといてよね。なんて言って、幼おさななじみの少女は無む防ぼう備びにすり寄よってくるのだった。

　それは確かに、瀕ひん死しだった彼女を救ったときの体たい勢せいと同じだ。けれど──。すっかり回かい復ふくした天華の体温は、アルバルドにもあったかくて。思わず心しん臓ぞうの鼓こ動どうが跳はね上がった。

　天華はアルバルドの胸むねにもたれながら、珍めずらしく静かに、正面に映し出された二つの月を眺ながめていた。

（そうだ……オレたち今、二人っきりなんだよな）

　彼女の横顔を見つめながら、アルバルドはそう思う。思ってしまった。動どう悸きが一気に激はげしくなる。だって……だってだって、オレは天華のことが──。うあああああっ！

　アルバルドはつい、そのまま彼女を抱だきしめてしまいたい衝動に駆かられるのだった。

　だが、そんなチャンスは唐とう突とつに、予想もしない横やりに消失させられた。

『……ルバルド様、聞こえますかっ？』

　そんな聞き覚えのある声が、コンテナ内にこだました。うわぁあ!?

『アルバルド様っ。聞こえたら返事をしてください！』

「ごめんなさいごめんなさい、でもオレまだなにも──って。え？　……し、シエン？」

『はい！　ああっ、よかった！　やっと連れん絡らくがつけられました』

　コンテナに届とどくシエンの声が、小さく安あん堵どの吐と息いきを孕はらんだ。

『何かの影えい響きようがあって、回線が不安定になってるようで、今まで通信できなかったんですが。音声だけの低容量にして、なんとかそちらへのアクセスができたんです。ああ、でもご無事で何よりです！』

『自分もいるスよンー！　元気っスかぁ、アルバルドさまあ～～！』

　少年の言葉を抑おさえて、ココロの声が割わって入った。よかったスううう～、とやかましく喜色にまみれる。すぐに『ちょっと、じゃ、邪じや魔ましないでください！』などという普ふ段だん通りの部下たちの会話が聞こえ、アルバルドはやれやれと思いながらも、変わりのなさに安心した。

「そっか……このコンテナって、通信機き能のうがあったんだっ」

　そんな騒さわぎを背はい景けいに、銀ぎん髪ぱつの少女が腕うでの中からあっさり抜け出す。扉とびら脇わきの制せい御ぎよパネルに駆け寄った。

「ええと……そっか、ここから操そう作さできるんだ。あ、でもやっぱ、映えい像ぞうは無理か──」

『その声は！　あなたも無事でしたか』

「まぁね。……無事でない方がよかった？」

『……。いえ。正直、ほっとしていますよ。あなたのお連れの方も心配していましたから』

「あ、じゃあＧもちゃんといるんだね。──Ｇっ？」

『いるぞ』

　訊きかれるまで自じ己こ主しゆ張ちようしない、褐かつ色しよくの少年の声が素そっ気けなく反はん応のうした。座ったままのアルバルドを振ふり返り、天華がくすりと小さく笑う。心配してた口調じゃないんだから、と。

　しかしすぐに、「あ、そうだ」と彼女の表ひよう情じようが強こわばった。

「Ｇっ、そっちのプロテはどう？　大だい丈じよう夫ぶなの？」

『……そのことなんだが』

　ふいに、Ｇの言葉が濁にごった。

『簡かん単たんには説明しづらいことなんだがな』

「へ？　ど、どーゆーことっ？　やっぱり大ケガだったの!?」

『傷きずについては、問題ないと言っておく。だが、やっかいなことになった』

『ええ。ボクたちも驚おどろいたんですが……』

　映像が出せれば、わかりやすいんですが。と、シエンが続ける。なんだ？　アルバルドは再ふたたび、軽く天華と顔を見合わせた。

「どういうことなんだ、シエン？」

『まあ、メイン・コンテナのある中間地点にまでは、まだ時間もたっぷりありますし。ゆっくり説明しますよ』

「そっか……。あ、ところで。──あたしの方も、みんなに話しておかなきゃならないことがあるんだよね」

　うーん。実は、話すか話さないか、ちょっと迷まよってたんだけど。天華は鼻の頭を搔かきながら、ふと視し線せんをあさっての方向に向けた。

　つられてアルバルドも、つい彼女の目線を追ってみる。そこには、投影された欠けた大きな月の姿すがたがあるのだった。へ？　な、なんだ？

「あの、文字化けメールのことでね──」

　月明かりを受けて輝かがやく銀色の髪を持つ少女は、静かにそう切り出した。







　ポォン、という小気味よい音を立てて、四回目に乗り継いだエレベーター・コンテナが、ついに中間地点へと到とう着ちやくした。

　扉が開くと、そこは明らかに今までの区画とは違ちがう世界だ。圧あつ倒とう的に広く、ぐるりと取り囲んでいるはずの通路がない。奥おく行ゆきのある空間が広がっていた。

　そこはかつて、この軌き道どうエレベーターの建けん設せつにおいて、重要な足がかりとなった場所である。重力の釣つり合う軌道上に引き寄よせた、資し源げんの豊ほう富ふな岩石衛えい星せい──その内部をくりぬきながら、採さい掘くつした鉱こう石せきを使って、シャフトを上下に果てしなく伸のばしていったのだ。

　天華がアルバルドと共に降おり立ったフロアは、まさにそんな衛星の内側であった。そもそもシャフトそのものが、中間衛星を貫かん通つうする形でそびえているのだった。今はもう手つかずで放置されたままなのか、岩がん盤ばんを切り開いた採掘所を兼かねたここでは、何種類もの資材だけが積まれていた。その他ほかにあるのは、むき出しの黒っぽい岩いわ肌はだそのものくらいである。

　そして、くりぬかれた衛星部分とシャフトとの接せつ合ごう部ぶを埋うめるように、真上を見れば透とう明めいな装そう甲こうで天てん井じようが覆おおわれている。そこから限りない漆しつ黒こくの宇う宙ちゆうに消える、円柱型のシャフトの姿が見えていた。

「ふええ……すごいねーっ」

　天華は首が痛いたいほど見上げながら、ついそんな言葉を口にした。

　ところが、真後ろにいるはずのアルバルドからは、何の反応もなかったりする。ん？　と怪け訝げんに振り返ると、暗い顔がそこにあった。アルバルドときたら、「まさか、あのメールが本物だったなんて……月が落ちてくるだなんて、世界が滅ほろぶだなんて。うああああ」などと、すっかり一人の世界に入っている。

　ああ、もうッ！　天華は思わず嘆たん息そくする。一発殴なぐって気合いを入れてやろうかと思ったけれど、まあでも彼の反応も、仕方がないと言えばそうかもしれない。

　──あれから、天華はＧに話すついでに、全員に蒼あおの月の落下について話したのだ。

　突とつ拍ぴよう子しもないことだったが、シエンたちも月の動きを比ひ較かくして、すぐに納なつ得とくしてくれた。

　そして、シャフトに沿そって作業用エレベーターのフロアを曲がれば。待望の巨きよ大だいなメイン・エレベーター・コンテナの前に、一足先に到着していたシエンやココロ、それに相あい棒ぼうのＧが、純じゆん白ぱくの舞翼ライドと共に待機していたのだった。

「あ！　アルバルドさまあ～～！　うやぁんんっ♪」

　真っ先に赤毛の少女が、軍服の裾すそが乱みだれるのもお構かまいなしに、アルバルドへと飛びついた。うおわ、と金きん髪ぱつの青年は、どうにか彼女を受け止める。一歩遅おくれて、栗くり毛げの少年も後に続く。『獣化ビースト』でぼろぼろに上着の破やぶれた格かつ好こうを見て、苦く笑しようしながら。

　天華は天華で、久ひさ方かたぶりに相棒との再さい会かいを果たした。

「ごめん、Ｇ。心配かけてさ」

「別に。お前の精せい命めい力りよくの乱れが収おさまったのは、ずいぶん前から感じていたからな」

　無事に回かい復ふくしたのはわかっていた。と褐かつ色しよくの肌の少年は、愛あい想そひとつもなくそう返した。

　生意気ぃ～！　とばかりに、天華は手てつ甲こうの拳こぶしを振りかざす。しかし。

「……だが、正直どうしていいかわからないときがあった」

　唐とう突とつに続けられた相棒の言葉に、その腕うでがぴたりと止まった。……へ？

「え、ええと……。ほ、ほんとに？」

「ああ」

　噓うそは言わない相棒は、黒くろ鉄がね色の眼まな差ざしを真まっ直すぐ向けて、天華を見つめる。

「──どうすることもできないのに、何かできないかと考えた。答は結局出なかったが」

「そ、そうなんだ……」

「だが、すぐに考えるのは無む駄だだと思った。そもそもお前は、そう簡かん単たんに死ぬような女ではなかったしな」

「……。このッ！」

　天華は遠えん慮りよなく、上げたまま止まっていた拳を振ふり下ろした。

　もっともいつものように、相棒には簡単に避よけられてしまったのだけれど。

「ったくもう──～～～。どーせあたしは、殺しても死なないですよ──だっ。べー！」

　大きく舌したを出して、ふんっ、とそっぽを向いてやった。と、そのとき。銀の瞳ひとみに、雷らい帝てい号ごうの上に寝ねかされた、小こ柄がらな女の子の姿が飛び込こんでくる。

　未いまだ目を覚ますことのない、プロテであった。

「プロテ……」

　天華は彼女の側そばに寄り、そっと小さな手に触ふれる。あたたかな体温が、ちゃんとそこに残っていた。でも……。天華はそれ以上、プロテにすがりつきはしなかった。彼女の「体」については、もう通信で、Ｇやシエンから話は十分聞かされていたから。

　それにもうその頭には、包帯は巻まかれていない。その必要はないのだから──。

「とにかく、再会を喜び合うのはここまででいいでしょう」

　栗毛の少年補ほ佐さ官が、軍服の襟えりを正しながらそう切り上げる。もちろん天華やＧにも異い論ろんはなくて。作業用エレベーターとは一線を画した大きさの、空中輸ゆ送そう船せんである飛舟シツプですらまるまる入ってしまいそうなメイン・コンテナの正面に、改めて全員が集結した。

　シエンの操そう作さで、中間地点に停てい滞たいしていた、二台きりの超ちよう大型コンテナの扉とびらがそれぞれ開く。ゆっくりと、ゆっくりと。何重にもなった重じゆう厚こうな扉が左右に割われて、全員の前にだだっ広い内部をさらけ出した。

　その形けい状じようは、これまで乗ってきた作業用コンテナと似にたようなものだ。中には何もなく、殺風景な正立方体の姿すがたが現あらわれる。ただしメイン・コンテナの奥おく行ゆきは、目を凝こらしてもはっきりとはわからない──。あまりの広さに、誰だれもが言葉を失って。天華ですら、まるで自分が小さくなったような感じがして、言葉を詰つまらせるのだった。

「これで、一気に７万キロの彼方かなたまで、到とう達たつできるんだ……」

　どうにか呻うめくように言えたのは、そんな単たん純じゆんな感想である。そうですね、と隣となりで栗毛の少年が相づちを打つ。

「その最果ての地に何があるのかわかりませんが……。あの謎なぞのメール文が本物であるということがわかった以上、これを仕組んだ誰かが居いるのは間ま違ちがいありませんね」

「そのメールを送ってきた誰かが、月を落とそうとしてるってことスかぁ？」

　悪いヤツっス！　赤毛の少女が鼻息を荒あらくした。と、その陰かげで、アルバルドときたら。

「冗じよう談だんじゃないやい……」と言わんばかりの表ひよう情じようで、部下たちには見えないところで、深いため息を吐ついていたりしたが。

　そんな様子を横目で見ていた天華に、補佐官の鳶とび色いろの眼差しが向いた。

「……まったく、とんでもないことになってしまいましたね」

「まあね。あたしもメールのことなんか、すっかり忘わすれちゃってたし。あはは」

「でも、ボクたちがここにいたのは幸いでした」

　幸運の精せい霊れいに感かん謝しやを。シエンが胸むな元もとで、架か空くうの精霊に祈いのりを捧ささげた。

「──止めましょう！　あの、月を。世界が滅ほろぶ原げん因いんが、あの月の落下にあるとしたら……その落下の要因は、この真上にあるのでしょう。そうでないと、わざわざあんな挑ちよう戦せん的な文章で、ここまで呼よびつける必要なんてないのですから！」

「止める手しゆ段だんがあればいいんだけどね」

「ありますよ、きっと。……どんな形かは知りませんが、この果てにはきっと、その答があるのでしょう」

「行くしかない、か」

　まあ、もともとそのつもりだし。それにそれはすでに、コンテナ内での通信で話し合ったことだった。なんだかわけがわかんないけど、とにかくお互たがい一丸となって、頭とう頂ちよう部ぶを目指す。月の落下を阻そ止しするために。

　──ただし。「ちょうど、二基きありますね。なら……」と、シエンはアルバルドとココロを連れて、隣に開いたもうひとつのメイン・コンテナへと移い動どうする。

「大変なことになってしまいましたが、勝負はまだ終わってませんよ。どちらが先に、上にたどり着くか。そして止められるか──」

「引き続き、勝負ってこと？」

「当然です！」

「いいよ。……あんたも、なかなかいい根こん性じようしてるねっ」

「剣けん聖せいアルバルド様率ひきいるボクたち鋼はがね隊たいは、こんなことでは負けませんから」

　少年は胸むねを張はって、そうしっかりと言い切った。もっともアルバルドはその後ろで、冴さえない顔のままだったが。しかし「ねえ、アルバルド様」と少年が振り返ると、空色の瞳をおどおどさせながらも、とりあえずしっかりと頷うなずきはするのだった。

　そして金きん髪ぱつの幼おさななじみの青年は、栗くり毛げの少年に肘ひじで突つかれ、赤毛の少女を腰こしにまとわりつかせながら、天華たちとは別のメイン・コンテナへと入って行った。

　さて。こっちもうかうかしてられないかっ。天華もＧに合図して、雷らい帝てい号ごうの機関部に乗り込ませる。簡かん易い操そう縦じゆうで、自分たちのメイン・コンテナの内部へと進ませて、そのすぐ後に天華は続いた。

　メイン・コンテナの中は、雷帝号をどこに降おろせばいいのかすら迷まようほどに広かった。側面はこれまでのコンテナと違って、透とう明めいな装そう甲こうがスリット状に、窓まどのように挟はさまれている。おそらく、岩石衛えい星せいの真上を覆おおうものと同じ材ざい質しつの装甲だろう。

　隣のメイン・コンテナに入ったアルバルドたちの姿が、透明なスリット越ごしにどうにか見えた。向こうもこちらに気付き、視し線せんが交わる。

　と、金髪の青年はようやく観念したのか。空色の瞳ひとみから、怯おびえが消えた。

　そして──アルバルドはゆっくりと大きく息を吸すい、天華に向かって「負けない」と、唇くちびるをはっきりと動かすのだった。

　だけど。その顔は一いつ瞬しゆん後ごに、あっさりと崩ほう壊かいした。

　これまでと同型の制せい御ぎよパネルが、コンテナ内側についている。それを操作し、扉を閉めて。隣となり合った二つのメイン・コンテナが、滑なめらかに動き出した。──それぞれ、まったく逆ぎやく方向に。

　天華たちのは順調に上へと。しかしアルバルドたち三人組の乗ったコンテナは、真下へと！

「えっ？　ええええ、な、なんでっ？」

「どういうことだ？」

　雷帝号にいたＧすらも、突とつ然ぜんのことに驚おどろきの声をあげた。もちろん天華はすぐに、制御パネルを調べてみる。携けい帯たいコンピュータを接せつ続ぞくし、コンテナの状じよう況きようを調べると──。

「あー、そ、そういうこと……」

　天華はぺちん、と額ひたいを叩たたいた。Ｇが駆けつけ、その手元を覗のぞき込みにくる。

　画面に表ひよう示じされたのは、メイン・コンテナの構こう造ぞう図ずである。それは、二つの巨きよ大だいなコンテナ・ボックスが、太いチューブで接合されていて。ひとつが昇のぼるエネルギーを、同時に下か降こうするコンテナが得る落下のエネルギーで、補おぎなうシステムとなっていたのだった。

　つまり。ひとつが上がると、もうひとつは自動的に、下がってしまうわけで。

「……結局アルバルドたち三人は、俺おれたちが７万キロの上に行くかわりに、元の基部にまで一気に戻もどってしまうということか？」

「そーゆーこと」

　あたしがスイッチを押おしたのが、向こうより早かったからなのかな。よくわかんないけど……。天華はふと、胸むな元もとに垂たれた、白華からもらったお守り石を弄もてあそぶ。







　……幸運の精せい霊れい、ねえ？

「残念でした、って感じかなあ」

　なんてことを言いながら、しかし。天華はぷっ、と思い出し笑いをする。だって、だって。

　あの瞬間。アルバルドの「ど、どうしてええええ───!?」という、あっけにとられた間ま抜ぬけな顔が、天華の脳のう裏りに残っていたから。

「──不運な男だ」

　相あい棒ぼうが端たん的てきな表ひよう現げんで、そんなことを呟つぶやいた。
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　天華たちを乗せたメイン・コンテナは、アルバルドたちのものとは違ちがって、順調に７万キロの最果てへと上じよう昇しようを続けていく。

　それまでの作業用エレベーターとは異ことなり、手近な壁へき面めんの一部を引き出すと、何人もが寝ねそべれるほどのシートが出現した。ある程てい度ど快かい適てきにいられるよう、工く夫ふうされた造つくりなのである。

　その横長のシートに寝そべって、天華は胸元に携帯コンピュータを開き、ぼんやりと眺ながめ続けていた。

　そこに映うつし出したのは、最初に送られてきた一通目の、あの文字化けメールの文章である。

「世界が滅めつ亡ぼうするから、ここまで来い、か……」

　どれくらいの間、そうしていたのだろうか。画面の端はしに映る帝てい國こく標ひよう準じゆん時間で、四時間近くが経けい過かした頃ころ。天華はやおら、『？』だらけで潰つぶされた文字の並ならびを前に、今まで受け止めてきたとおりに読んでみる。でも……。

　もしかしたら違うのかもしれない。ここにきて、そんな思考がふいによぎった。

（そうだよ……これって）

　ずっと、誰かが送りつけてきた挑ちよう戦せん状じようだと思ってたけど。天華はようやく起きあがった。

　シートの側そばに横付けしているのは、純じゆん白ぱくの翼つばさを持った愛機である。その背せ中なかに転がるのは、黒光りする硬こう質しつな表紙を持つ、決して開くことのない不思議な書物。──人の姿すがたをやめて休む、Ｇである。天華と離はなれていた時間が長かったせいか、この暇ひまな時間を効こう率りつよく過すごすため、精せい命めい力りよくの消費を抑おさえる意味で、精書の姿に戻っているのだ。

　そして、その傍かたわら。雷らい帝てい号ごうの翼の上にぐったりと横たわるのは、小さなプロテの体であった。

　彼女はぴくりとも動かない。死んでる？　……ううん、彼女は死なない。

　なぜなら、プロテは最初から、生きてはいない存そん在ざいだから──。

　天華の手が、そっと彼女の短い黒くろ髪かみを搔かき分けた。ちょうど、血が固まって赤黒い汚よごれが張はり付いている場所である。

　だがそこにあるのは、肉や骨ほねの見える傷きず口ぐちではない。砕くだけて割われた金きん属ぞく製せいの頭ず蓋がい骨こつと、内部からはみ出した配線の類たぐい。

「ロボット……」

　天華はつい、その答を口にした。

　何度確たしかめても、それは間違いなく機械の頭ず脳のうだ。そう、この幼おさない少女は、科学の産物なのである！

　プロテがロボットであることは、あらかじめシエンが『電脳デジタル』の能のう力りよくで確かめた。息はしている。あたたかな体温もある。でもそれらは全すべて、偽いつわりのもので。頭脳の一部が破は損そんした機械の女の子は、こうして延えん々えんと眠ねむり続けているのだった。

　プロテが機械人形であることを知らされたとき、天華はもちろん驚きよう愕がくした。けれど、同時に疑ぎ問もんが残った。

　どうして、あたしに近づいてきたわけ？　どうして、遺跡探求者ロスト・リサーチヤー志し望ぼうだなんて噓うそまでついて？　そして、どうして、意地でもこの軌き道どうエレベーターの中にまでついてこようとしたわけ？　ううん、それらはきっと、全部同じ線で繫つながるもので……。そう。

　きっと、この突とつ然ぜん届とどけられた、謎なぞのメールと同じ線に。

（プロテがここからあたしのところにやってきたとすれば、大たい抵ていのことはつじつまが合うんだよね）

　そして、もうひとつ。残っていた大きな疑問が氷ひよう解かいする。プロテが天華の元に来たのは、きっと自分の意志じゃない。そう命じられたから。……誰に？　この長大な人工の塔とうの果てにいる、何者かに！

「そっか……そうなんだよね。だとすると、そうまでしてその誰かさんは、あたしを呼よびたかったわけで。そう考えると……」

　この最初の読めないメールは、挑戦なんかじゃなくて。ただあたしが、勝手にそう読み取っていただけで──。

「謎のメールの本当の意味は、月の落下によって世界が滅亡に瀕ひんしてしまうから。それを止めてくれるように、あたしに頼たのんできたってこと？」

「──どういうことだ」

　天華の呟つぶやきを、さっきから聞いていたのか。雷帝号の背で沈ちん黙もくしていた黒い書物が、褐かつ色しよくの肌をした少年の姿へと変化した。

　そんな相あい棒ぼうへと、「つまりさ」と。天華はようやく行き着いた、ある真実を話してやる。

「これって、親切にも世界の危き機きを教えてくれた、警けい告こく文ぶんだったってことだよ」

「警告？」

「そう。そして、そのあたしの考えが正しければ。わざわざここまで呼びつけた理由はたったひとつ。あの月の落下を止める手だてが、この頂ちよう上じように確かにあるってことなんだよっ」

　天華は銀の眼まな差ざしを、コンテナの移い動どう状じよう況きようを示しめす、扉とびら脇わきにある縦たて長ながの光のパネルへと向けた。その表ひよう示じはついにもうすぐ、頭頂部へ到とう達たつする。

　さあて。天華は手てつ甲こうの手て袋ぶくろをしっかりとはめなおし、ぺろりと乾かわいた唇くちびるを湿しめらせた。

「……疑問の答もなにもかも、そこにいる誰かさんに聞いてみなくちゃね」

　そして──天華たちを運ぶメイン・コンテナは速度を落とし、ゆるやかに停止したのだった。







　何重にもなったエレベーターの扉が、ひとつひとつ開いていく。

　その向こうに現あらわれたのは、基き部ぶとも中間衛えい星せいとも違ちがう光景であった。

　──そこには、「街」が広がっていた。

「えっ……？」

　あまりのことに、プロテを担かついで出てきた天華はあっけにとられる。雷帝号を外に出した相棒も、機関部から降おりて、「これは……」と普ふ段だんから無む表ひよう情じような顔に、呆ぼう然ぜんとした気配をかすかに浮うかべた。

　街自体は、そう見み慣なれぬものではない。ただの廃はい墟きよだ。鮮あざやかさを失って久ひさしい建けん築ちく物ぶつたちが、あるものは崩くずれ、またあるものは傾かたむき──朽くちた姿すがたをさらしていた。一部には幸運にも、まだその立りつ派ぱな高さを維い持じしている高こう層そう建けん造ちく物ぶつもあった。

　だがなにより驚おどろかされたのは、その建造物たちがまるまる収おさめられている、この空間の高さと。おそらく擬ぎ似じ的に投とう影えいされていると思われる、澄すみ切った青空であった。

　白い雲が穏おだやかに流れ、植物のにおいを運ぶ風すらもわずかに吹ふいて、天華の銀の前髪がみをはらりと揺ゆらす。踏ふみしめる大地は、これまでの固い床ゆかとかわらないが。それでも目を凝こらせば、運び込こまれた土ど砂しやすらもあり、木々の梢こずえが張はり出していた。

　そう。この７万キロの頂上とは、完全に地上が再さい現げんされた場所なのである。

「すごい……まるで、普通の街みたい……」

「それにかなり広いな。下へ手たをすると、帝てい國こくの小さな都市ほどはあるんじゃないか？」

　相棒がそう述のべる。うん、と天華も頷うなずきを落とした。確たしかにそれだけの規き模ぼの街が、ここには存そん在ざいしているのだ。

　そして。──Ｇがふいに反はん応のうした。

「！　天華」

「なに、Ｇ？　なにか見つけたの？」

「……精せい命めい力りよくを感じた。この街でたったひとつの、特とく徴ちよう的な」

「ひとつ？　それって……」

「プロテと同じ、人にしては異い常じようなほど微び弱じやくな精命力だ」

　あっちだ。Ｇの短い人差し指が、瓦が礫れきと化した建物の山の向こうを指し示した。

　もちろん、天華は相棒の言葉に素す直なおに従したがう。雷らい帝てい号ごうをこの場に残して、プロテを背せ負おってすぐに向かった。

　Ｇが先せん導どうするのは、しかし折り重なった建造物の上ではない。それらが突つき刺ささり、ひしゃげて隙すき間まを晒さらした、頑がん健けんな装そう甲こう床の奥おくであった。

　青空に包まれた上部とは異ことなり、そこは暗い世界である。暗あん視しゴーグルを装着し、天華はＧの後に続いた。辺りは本来、人の入り込む場所ではないのだろう。床面を支ささえるむき出しの建材が、無ぶ骨こつな姿で乱立していた。

　だがその果てに、天華たちは光を捉とらえる。もちろん、人工的な輝かがやきだ。

「ここは……」

　──たどり着いたそこは、どこかの大きな建物の地下空間なのだろう。光はその、通路に灯ともされたライトであった。

　ただし奇き妙みようなことに、その白っぽい輝きは、いくつも分ぶん岐きしている通路の一本のみに続いていて。まるで天華とＧを招まねくように、地下の奥へと誘さそうのだった。

「って、ここまで来いってことだよね、これって」

「おそらくな。精命力も、間違いなくこの方向から感じる。……行くのか？」

「もっち！　だって、ここで立ち止まっちゃっても仕方ないじゃんっ！」

　行くよっ。天華は相棒にそう告げて。今度は自分が先頭に立って、ライトに導みちびかれるままに通路を進んでいくのだった。

　そして──天華はついに抜ぬけ出た。自分たちを待ち構えていた、その場所へと。







　自然光に近い穏やかな光を湛たたえる、静せい謐ひつな空気を満たした、ドーム型の高い天てん井じよう──。支える柱は一本もないが、その中央からはごてごてとした巨きよ大だいな機械の塊かたまりがぶら下がり、灰はい色いろの陰かげを落としている。

　その陰の中、一人の女じよ性せいが立っていた。

　年ねん齢れいは、二は十た歳ちを超こえたところだろうか。若わかい女だ。だが機械の塊から降ろされたモニターたちに囲まれる彼女は、一見して人ではないとすぐにわかった。なぜなら、やわらかなラインを描えがく薄うすい衣服を纏まとったその肢し体たいこそ、女性のそれであったものの。彼女の長い髪は全すべて、細く透とう明めいなコードであり、頭上の無骨な機械へと繫つながっていたのだから。

「まさか、本当に時間までに間に合うなんて……。賭かけは私の負けね、『三重賢者トリニテイ』」

　プロテと同じ琥こ珀はく色の瞳ひとみを、天華へと真まっ直すぐ向けて。彼女が放った第一声は、そんな一言であった。

　なに？　天華は疑ぎ問もんに思いながらも、ドーム中ちゆう腹ふく辺りに出た通路から、彼女の元へと降おりていく階かい段だんを見つける。ただし、遠回りになるのは面めん倒どうだ。どうせ高さはさほどないし。天華は「えいっ」と、プロテを抱だいて飛び降りた。

　と、さすがにちょっと無む茶ちやだったか。着地に失敗し、うわわ、とバランスを崩くずしかける。幸い傍かたわらに降り立った相あい棒ぼうが支えてくれたので、転ばなかったが。

「と、とっ。さんきゅ、相棒！　てへへ」

「たいしたことじゃない。それより……」

「ん、わかってる」

　天華は動かないプロテをそっと寝ねかせて、正面に立つ女と真っ直ぐ対たい峙じした。

「……あんたが、あたしをご丁てい寧ねんなメールで呼よびつけた、その誰だれかさん？」

「その問いの答は、イエスであり、同時にノーだわ」

　あなたを呼ぶ手伝いはしたけれど、私の意い志しじゃないもの。淡たん々たんとした口調で、琥珀色の瞳の女はそう返答した。

　どういうこと？　天華はさすがに眉まゆをしかめる。

「ここには、あんたしかいないように見えるんだけど」

「あら、私以外にもいるわ。あなたたちの目の前に。……そうね、私たちの自じ己こ紹しよう介かいがまだだったわね」

　紹介するわ。女は細い両りよ腕うでを開き、真上を示しめす。──そこにある、巨大な機械の塊を。

「『彼』の名は、『三重賢者トリニテイ』。この軌き道どうエレベーターＬＡＤＤＥＲラダーの宇う宙ちゆう都市を統とう括かつするためにつくられた、三つの独どく立りつした人工精せい神しんを持つ……そうね、あなたたちにもわかりやすく説明するなら。機械仕じ掛かけの超ちよう頭ず脳のう、といったところかしら」

「それって……」

　機械の、意志を持った脳!?　天華はふわぁ、と視線を上げた。

　圧あつ倒とう的な金きん属ぞくと樹じゆ脂しに覆おおわれた、コードや基き盤ばんの塊は、とても生きているようには見えないけれど。

　そのかわりに、人とかわらぬ仕草を持つ女性型ロボットが、「──私の方は、いわば『彼』の仲ちゆう介かい役」と饒じよう舌ぜつに語るのだった。

「脳だけの『彼』の言葉を人に伝えることが役目の、『彼』専せん用ようのインターフェイス・ロボよ。そのために私の体は、生体培ばい養よう細さい胞ぼうを使った、人間とそっくりの姿すがたにつくられているわけ」

「そっか、それで」

　なるほど。天華は合点がいく。目の前にいるのは、頭脳以外はほぼ完かん璧ぺきに人を見事に再さい現げんした、機械と生体の融ゆう合ごうしたロボットなのだ。

　その精せい巧こうさは徹てつ底ていしており、微び弱じやくながらも精命力すら有している。頭部に深い裂れつ傷しようでもなければ、見み破やぶることは不ふ可か能のうなほどに。

　天華はちらりと、その頭脳の一部を破は損そんして動かない、足元に寝かせた女の子型ロボットに視し線せんをやった。

「じゃあプロテもあんたと同じ、インターフェイス・ロボってヤツ？」

「同型だけど、少し違ちがうわ。人に対する仲介役、という点では同じだけれど、私のように独立はしていないから。彼女は本来、最下層そうであるエレベーター・ベースの自動防ぼう衛えいシステムに属ぞくする、いわゆるプロテクション・タイプよ」

「プロテク……そっか、それでプロテって名前なんだっ」

「──私たちロボットは、それぞれ属する階層に制せい限げんが設もうけられているの。あなたたちに出したメールが一部データ破損を起こしたことは、早くにわかっていたわ。膨ぼう大だいな流星群ぐんの搔かき乱みだした磁場影響によって、地表からはともかく、こちらの回線を通しての送信には影えい響きようが出てしまったのよ。……それで、ベースにいた彼女を改かい装そうし、防衛システムから切り離はなして、直ちよく接せつ的手段として、あなたを迎むかえに行かせたのよ」

「……。だったら、そうあたしに言えばよかったのに」

　その方が早いじゃん！　もっともな意見を天華は言う。だが、「それは不可能よ」と、彼女にさらりと返された。

「『三重賢者トリニテイ』と繫つながった、専用に調整された私はともかく……。システムの末まつ端たんでしかないロボットに、外部の者へ情じよう報ほうを漏ろう洩えいすることはできないわ」

「あ。そーいえば、よく『それは言えない』って」

「言っていたな」

　隣となりでＧが相づちを打った。

　そう。と女じよう性せい型ロボットも、細い顎あごを縦たてに揺ゆらした。

「どんなに人間そっくりにつくられていても、私たちは機械。その根底には、基本的に組み込まれた制限が存そん在ざいするの。ただ、プロテに関して言うならそれ以上に、最低限の早期培養や、人間社会に溶とけ込むための必要以上の教育処しよ理りなど、無理矢理なところが多くて──あ、そうね」

　ふいに、彼女の台詞せりふが滞とどこおる。髪かみの毛を兼かねた透とう明めいなコードが、さらさらと光を孕はらんだ。データのやり取りをしているのか？

　いや、それはきっと、真上に存在する『三重賢者トリニテイ』と会話をしているのであろう。それが証しよう拠こに「わかったわ」と、女性型ロボットが呟つぶやきを落とした。

「……『彼』が、謝あやまっておいてと言っているわ。ＬＡＤＤＥＲラダーを登ってきやすいよう、隠かくれて導みちびくのが彼女の役目だったのに。逆ぎやくに足を引っ張ぱってしまうことになって、と」

「？　それって、突とつ然ぜんプロテが、あたしたちを宇宙へ放ほうり出そうとしたときのこと？」

「ええ。ただあれは、誤ご解かいしないでほしいの。『彼』も私も、予想外の出来事だったのよ。まさかそちらが、自動防衛システムを全すべて強制ダウンさせられるだけの力を持っているとは考えなかったし。……あの影響で、防衛システムの一部だった彼女も一時凍とう結けつして。それがようやく再起動したときには、改装前の初期設せつ定ていに戻もどっているなんて」

「初期設定？」

「彼女はもともと、ベースより上の区画への侵しん入にゆうを防ふせぐ、制せい御ぎよ系けい統とうの一部だから。本来の役やく割わりとして、異い物ぶつであるあなたたちを緊きん急きゆう排はい除じよしようとしたのよ」

「ああ、それで──！」

　あのとき、目を覚ましてから豹ひよう変へんしちゃったんだ。天華はようやく納なつ得とくした。

「プロテがロボットだってわかってから、だいたいのことはあたしも推すい測そくしてたんだけど。どうしてもその部分だけわかんなかったんだよね。正体を隠して登らせようと近づいてきたのに、いきなり逆の行動を取ったから」

　でも、やっとわかった。そういうことだったんだっ。

　けど……。

「にしてもさ。そうまでしてややこしい手を使って、あたしをここまで呼よぶからには、もちろんそれだけの理由があるってことだよね」

　聞かせてもらおうじゃないの。天華は女性型ロボットと『三重賢者トリニテイ』とを、交こう互ごに睨にらみ付けてやった。

「あ。一いち応おう言っとくけど、月の落下については気付いてるよ。で、それを止めるための手しゆ段だんが、ここにはあるんだよね？」

「そこまで知っているなら、話は早いわ。もちろん説明するつもりよ」

　それが、私の役目。そして『彼』の意い志しだから──。瞬まばたきすらすることのなかった琥こ珀はく色の瞳ひとみが、静かに閉とじた。彼女の髪が虹にじ色いろに、いくつもの輝かがやきを走らせる。なに？　と天華が思った瞬しゆん間かん。

　──それまで穏おだやかに白い光を纏まとっていたドームの天てん井じようが、一変した。




　　　　４




「わっ！　え、えっ!?」

「これは……！」

　天華とＧは、同時に驚おどろきの声を漏もらした。銀と黒くろ鉄がね、二つの色の眼まな差ざしが見るのは、全面が立体スクリーンとなったドームだ。漆しつ黒こくの宇う宙ちゆうと、そこに浮うかぶ歪いびつな蒼あおい大きな月と、脇わきに輝く銀色の小さな月を映うつし出す。それ以外に存在するのは、自分たち二人と、ドーム中心に浮いた『三重賢者トリニテイ』、それに女性型ロボットのみだ。

「慌あわてずに。ただの記録映えい像ぞうよ」

『三重賢者トリニテイ』は、宇宙と地球とを繫ぐ、この拠きよ点てんを守る者。そして同時に、地上と宇宙の両方を見てきた記録者……。瞼まぶたを閉じた彼女から、静かにそう語られる。

　つまり今ここに展てん開かいしている光景は、『三重賢者トリニテイ』が軌き道どうエレベーターの頂ちよう上じようから、ずっと見ていたものであった。

　そして。二つの月が拡かく大だいされ、そこに流星の雨が降ふり注ぎ始める。

「……ことの始めは、これら異い常じようともいえる数の、流星群ぐんの衝しよう突とつだったわ。大気の層そうを持つ地球上には、さほど影えい響きようはなかったのだけれど」

　幾いくつかの瞬またたきが、蒼と銀の月に生まれる。流星たちが衝突したのだ。

「これが、月が己おのれの軌道を離はなれた原げん因いんよ」

「？　たったこれだけで？」

　こんな些さ細さいなことで？　天華はさすがに目を丸くする。その声に「月の軌道はもともと不安定だったのよ」と、補ほ足そくが入った。

「かつて──あなたたちが旧きゆう精せい紀きと呼ぶ科学の時代。その末期、ちょうどこのＬＡＤＤＥＲラダーが完成した直後に、世界の全てを巻まき込こんだ争いがあったわ。その戦せん禍かは、月につくられた施し設せつにまで及およんだの。施設の発電プラントの爆ばく発はつは凄すさまじく、月の大地をえぐり取り、その形を歪なものにかえてしまった……。その際さい、質しつ量りようの一部を失った月の軌道に、変化が起きてしまった。それは放っておけば確かく実じつに、地球側にも致命的な影響を及ぼすほどに。──だから、第二の月セカンド・ムーンが造つくられたのよ」

「第二の月セカンド・ムーン？　……あ」

「あなたたちが銀の小月と呼ぶ、人工の月のことよ。あれは月が失った、欠けたぶんの引力を補おぎなうために浮かべられた、重力維い持じ機き能のうを有したものなの」

「重力維持って……えええっ？」

　……そんなものだったんだ！　間近に浮かぶ銀色の小さな月を前に、天華はふわぁ、と息をのんだ。

　そうだ。ああ、どうしてだろう。今まで月を眺ながめていても、銀の小月が旧精紀の遺い物ぶつであることを知っていても、どうしてそこにあるのか、なんて。これまで考えたこともなかった。

　だけどもちろん、銀の小月が存そん在ざいする理由はあって──。

「……蒼の月の軌道を安定させるために、重力の見えない糸で、引っ張ぱってたってこと？」

「ええ、そう。常つねにその側に浮かび、軌道を維持するよう、微び細さいな重力修しゆう正せいを行っていたの。でも」

　その破は綻たんが起きてしまった。銀の小月の表面が映像的に切り取られ、拡大されて宙に浮いた。このとおりよ、と示しめされて。

　そう。流星の衝突は、蒼の月に影響を及ぼしたのではない。制せい御ぎよしていた銀の小月の、その機能の一部を破は壊かいしたのだ！

「銀の小月のシステムが、流星のせいで壊こわれたから、月が落下してきたってこと!?」

「そうよ。──もちろんこのＬＡＤＤＥＲラダーがそうであるように、第二の月セカンド・ムーンにも自じ己こ修しゆう復ふくのためのロボットたちが存在するわ。だから、ある程てい度どの機能回復はすぐにしたのだけれど……ただし、損そん傷しようが深すぎたために、軌道修正プログラムが初期化されてしまったの」

「初期化？　……プロテみたいに？」

「そうね。そう考えてもらえるとわかりやすいと思うわ」

　そして、そのやっかいさも。琥こ珀はく色の瞳ひとみが静かに開いて、天華を見み据すえた。

「その再さい設せつ定ていに、あなたに行ってもらいたいのよ」

「あ、あたしに？」

「残念ながら、私たちＬＡＤＤＥＲラダーのロボットには、あの第二の月セカンド・ムーンへと向かう権けん限げんが与あたえられていないの。いいえ、与えられた区画以外から、通常外に出ることもできはしない。できるとすれば、ＬＡＤＤＥＲラダー防ぼう衛えいという絶ぜつ対たい存在理由を拡大解かい釈しやくするようにプログラムを書き換かえて、一体の仲間を先せん導どうに送るぐらい──」

「そっか……それで」

　第三者である存在を、ここまで呼よびつける必要があったんだ。課せられた自己防衛本能とせめぎ合い、その隙すき間まをこじ開けながら……。

「機械はしょせん、機械ってわけか……あれ？」

　自分で呟つぶやいてみて、なんだか既き視し感を覚えた。どこかで同じような台詞せりふを、聞いたことがあったような。

　なんて、天華はすぐに気が付く。

「──しょせん俺おれは、道具だからな──」

　それは、いつも傍かたわらにいる自分の相あい棒ぼうの少年が、たまに口にする言葉だったと。だからつい、銀の瞳ひとみを彼へと向けた。

　もっとも褐かつ色しよくの肌はだの少年は、「何だ」と愛あい想そのない表ひよう情じようで、天華を見返すだけだったが。

　ま、いっか。天華は小さな笑えみを宿した。──とにかく。

「いいよっ！」

　天華は快かい諾だくする。もちろん、天華は月の落下を防ふせぐために、ここまで登り切ったのだ。

　でも。

「……けど、あのさ。最後にひとつ訊きいてもいい？」

「ええ。何かしら」

「どうして、あたしなの？　あたしだったの？　……衛えい星せい回線を使ってたのが、あたしだったから？　あたしに連れん絡らくが取りやすかったから？」

「それもあるわ。でも、一番の理由は、違ちがう。あなたなら、この千年以上も誰だれも訪おとずれることのなかったこの場所までたどり着ける可か能のう性せいがあると、『三重賢者トリニテイ』が判はん断だんしたから」

「へ？　どうして？」

「それは──あなたが、あのドラゴンの一体と接せつ触しよくしても、無事に生きて帰ってきたから」

　とたんに、映えい像ぞうが切り替かわる。かわりに足元へと投とう影えいされたのは、一面の砂すなの大地。水よりもきめ細やかなパウダーサンドの、砂さ海かいである。

　その砂の海原うなばらを飛ぶのは、天華とＧの乗る純じゆん白ぱくの舞翼ライドと──。その背はい後ごから迫せまり来る、巨きよ大だいな機械の塊かたまり。精せい機き龍りゆうだ！

　ええっ？　と天華は、驚おどろきの声を喉のどにためる。だけど、すぐにわかった。これは『三重賢者トリニテイ』がこの軌き道どうエレベーター上から眺めていた、その記録なのだと。そうか、ずっと見ていたんだ！　だから、あたしを選んだってこと？

　けれども、そこで話は終わらなくて。──映像はまた唐とう突とつに差し替えられた。今度は天華のまったく知らないヴィジョン。

　それは砕くだかれた破壊の傷きず跡あとも生々しい、見たこともない大地であった。

「それと……あなたが、科学の時代に終しゆう焉えんを訪れさせたドラゴン・プログラムを終わらせた、精書のひとつを従したがえているから」

「えっ!?」

　今、なんて──？　突然言われた内ない容ようを理解できず、天華は戸と惑まどいに瞳を揺ゆらす。

　けれども、映うつし出された映像は、そんな言葉よりもリアルに真実を天華に見せてくれた。

　岩がん塊かいの破は片へんと噴ふき上げる真しん紅くの溶よう岩がんとが、かき混まぜられた海の水を、蒸じよう気きの噴ふん煙えんにかえてしまう。その中を破壊を持って暴あばれ飛ぶのは、巨大な機械生命体。──ドラゴンだ。

　ただしその数は、尋じん常じようではなくて。十体以上の影かげが蠢うごめき、飛ひ翔しようし、大気を揺るがす咆ほう吼こうをあげていた。その唸うなりのひとつだけで、山のひとつも消し飛ぶほどに。

　だが。そんな世界で動く、ドラゴンとはまったく別の、小さな影が存そん在ざいしていた。

　そのひとつを、銀の瞳はしっかり捉とらえる。一匹ぴきのドラゴンの鼻先を抑おさえるのは、人だ。いや、人であるはずがない。飛び交かう岩の破片を足場に、常じよう軌きを逸いつした跳ちよう躍やく力りよくを見せる者など、人間なわけがないのだ。

　しかしその「彼」は、すらりと背せの高い、青年の姿すがたをしていて──。

　黒ずくめの衣い装しように身を包むその肌は、炎ほのおにも焼かれぬきれいな褐色。そして端たん整せいで、どこか無表情な顔立ちには。見間違えるはずもない、深い黒くろ鉄がね色の瞳があるのだった。

「……Ｇ!?　え？　これってっ!?」

「『三重賢者トリニテイ』が持つ、最初にして、科学の時代の最後の記録よ」

　丁てい寧ねいな説明が付け加えられた。

「ドラゴンを征せいし、精書を携たずさえたあなたならば、ここまで到とう達たつしてくれる。そう『三重賢者トリニテイ』は判断し、呼んだのよ」

「そ、そうなんだ……」

　あは、は、はは。天華は動どう揺ようを隠かくしきれず、混こん乱らんした額ひたいを抑おさえる。

　ちらりと横目で、相あい棒ぼうのヤツに視し線せんを送ると。先ほどの映像とは背せ丈たけの違う少年の姿をしたＧが、顔色ひとつ変えずに突っ立っていた。

「──ねえ、Ｇ」

「何だ」

「さっきの、やっぱりあんただよね？」

「……。そのようだな」

　褐かつ色しよくの肌を持つ、整った顔の少年は、平然とそう応こたえた。……あ、あんたねえー。

「なんか、今さらっと、すごいこと言われてなかった？　ドラゴンたちと闘たたかってるし、あんたはなんか、おっきいし。……あんたのこと、不思議なヤツだなーとか思ってたけど……まさか、こんな」

　ええと……。なんだかうまく、言葉が出ない。なにから言ったらいいものやら。

　しかしＧは相変わらず、眉まゆすら微び動どうだにしなかった。

　発するのは、ただ一言──。

「昔のことだ」

　それだけだった。

　あまりの素そっ気けのなさに、さすがに天華も閉へい口こうする。けれども、ぷっ、と噴き出した。だって、わかってしまったから。ＧはＧだってことが。

「……ま、いっか。あんたにかわりはないもんね」

　そして軽く、相棒の小さな肩かたを叩たたいてやるのだった。

　──と、そのとき。ふいに映えい像ぞうが消失した。いや、最初に投とう影えいされた、二つの月のものへと戻もどる。
















　ただしそれはどこか、前のそれとは違ちがっていて。二つの月どうしの距きよ離りが変化していた。リアルタイムの映像である。

　そして月たちの周りに、刻こつ々こくと減へっていく時間の表ひよう示じが、赤い光で現あらわれたのであった。な、なに？

「そろそろ、時間に限かぎりが出てきたわ。説明はここまででいいかしら？」

　周囲にはべらせた別のモニターたちに触ふれながら、女じよ性せい型ロボットが告げる。その手で行っているのは、ひとつはどうやら、ゆっくりと地球の周りを回りながら落下を続ける、歪いびつな月の軌道を計算しているようだ。おそらく、地球の重力に囚とらわれて、銀の小月の力では引き戻せなくなるタイムリミットがあるのだろう。

　もうひとつの手は、まったく別の風景を映していた。天華に見せつけられたそこは、こことは違う区画のようだ。殺風景な金きん属ぞく装そう甲こうに覆おおわれた広い内部に、不格好なシルエットを持つ機体がひとつ存在していた。これは……？

「この都市の真上にある、宇う宙ちゆう港こうに用意した小型の宇宙船よ。すでに発進の準じゆん備びは、全すべて完かん了りようしているわ」

「え？　ってことは──それってっ！」

　これで、あの……銀の小月に行けるってこと!?

　天華はスペース・シップと、投影された銀色の月とを思わず見やった。この機体で、あの月にまで、行けちゃうんだ──。

　それは、歪に欠けた月の落下を阻そ止しするためということや、赤い時刻表示が警けい告こくする、残り時間の限げん界かいがあるというのに。不ふ謹きん慎しんにも天華のハートは、脈打つ鼓こ動どうを早めていく。

　抑おさえられないどきどきを、胸むねの奥おくに感じさせて。







「アルバルド様。もう、ボクたちでは間に合いません……」

　苦々しくそんなことを呻うめくのは、栗くり毛げの少年補ほ佐さ官であった。その鳶とび色いろの眼まな差ざしが見上げるのは、薄うすい紺こん色いろの星空に見える、紅あかく濁にごった歪な月だ。

　──アルバルドたち鋼はがね隊たいの三人が立つのは、降こう下かするメイン・コンテナによって強きよう制せい的に運ばれてきた、軌き道どうエレベーターのシャフト基き部ぶである。

　四時間あまりの片かた道みちで、あっさりと今までの苦労が全て台無しになってしまったショックから、三人は降下中からずっと、呆ぼう然ぜんとした時間を過すごした。ロボットたちが停止した、自分たち以外はいない静せい寂じやくの中。アルバルドとココロとシエンは開口したシャフト横から、すぐ外に繫つながった広大な滑かつ走そう路ろへととりあえず出て。異い様ようなほど潮しおが引いた、穏おだやかすぎる夜の海を前に、がっくりと倒たおれるのだった。

　だが、そうこうしていても仕方がない。

「とにかくっ、オレたちも今からだって遅くない。これからさっきのコンテナに戻って、四時間……じゃない。倍の八時間かけて、こいつのてっぺんまで行こう！」

　脱だつ力りよく感を振ふり切って、アルバルドはそう決意した。真上に浮うかぶあの落ちてくる月を、どうにかして止めなければならないのだから！

　けれども──それに対する返答が、「間に合いません」という、先ほどのシエンの台詞せりふなのであった。

「ど、どういうことだよ、シエン？」

「……ボクの計算によると、どうやっても不ふ可か能のうなんです。あの月が落ちてくるまでに、軌道エレベーターの頂ちよう上じようにたどり着くことすら」

　月が重力に囚とらわれて、引き返すことのできない距離にまで近づくのが、あと七時間程てい度どなんです。『電脳デジタル』の力を持ち、コンピュータ並なみの正せい確かくな計算能力を持つ少年は、自分の出した答を述のべた。

「頭頂部まで、メイン・コンテナに乗って約八時間かかります。……ですから」

「なっ!?　そんなの、絶ぜつ対たい間に合わないじゃないかよっ!?」

「じゃ、じゃあ、自分たちにもうできることなんてないんスかぁあ!?」

　アルバルドに重ねて、赤毛の少女が悲鳴をあげた。冗じよう談だんだろ!?　アルバルドはココロと二人で、少年に詰つめ寄よった。

　しかしシエンは目を伏ふせて、そっと首を横に振るのだった。

「そんな……バカな……」

　アルバルドはふらふらと、メイン・コンテナが降下したときよりも絶望にまみれ、その場に両の膝ひざをついた。ココロも「うわぁああんっ」と泣き始める。

「もうダメっスー！　世界が月に押おし潰されちゃうス～～～!!」

　シエンも疲ひ労ろうの色の濃こい顔で、潮風の吹ふき抜ぬける滑走路にへたり込こむ。──だけど。

「まだ希望はありますよ。ボクたちには、もう何もできないだけで」

　波と赤毛の少女の泣き声に混まじって、そんな呟つぶやきを口にした。え？　……あ、そうか！　アルバルドはその意味に気付き、落ちてくる紅い月と、その空の果てへと伸びる軌道エレベーターのシャフトを見上げた。

　まだ、天華たちが上にいるのだ！

（天華……）

　おまえなら、絶対なんとかしてくれるよな？　アルバルドは銀ぎん髪ぱつの少女の顔を胸に浮かべて、ひたすら強く懇こん願がんする。

　けれど取り囲む世界は、接せつ近きんする大だい質しつ量りようの物体の余よ波はを受けて。目に見える形で、影えい響きようが出始めていた。

　あり得ない規き模ぼの引き潮だけでなく、大気が揺ゆるぎ、潮の香かおりが引き裂さかれる。夜の空には灰はい色いろの雲すら押しのけられ、どこかへ連れ去られてしまった。

　そして、想そう像ぞうを絶する強度を誇ほこるシャフトすら、全身をわななかせて。風鳴りのような、奇き妙みような軋きしみを聞かせるのだった。




　　　　５




　天華とＧを乗せた、寄せ集めの機材でつくられたスペース・シップは、順調に銀の小月を目指して進む。

　宇う宙ちゆう都市の港に残された、緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用ようの小型カプセルと輸ゆ送そう機きとを無む理り矢や理り繫ぎ、かき集めた燃ねん料りようのロケットを装そう備びしただけのものである。

　こんなので大だい丈じよう夫ぶ？　とさすがに天華も思ったが。かれこれ六時間の道のりを、こうして無事に飛んでいるとこをみると、なんとか平気なようである。Ｇと一いつ緒しよに乗り込んだ居きよ住じゆう区くは狭せまく、おせじにも快かい適てきとは言えないけれど。

『──そろそ……見えてくるわ』

　雑ざつ音おん混じりの通信を通して女じよ性せい型ロボット「インタ」が言う。名前がないと呼びにくいので、プロテにちなんで天華が勝手に名付けたものだ。

　しかし彼女が告げなくとも、もちろん天華はわかっていた。だってずっと、この押し詰められた居住区の中で、唯ゆい一いつ外が覗のぞける小さな窓まどに張はり付いていたのだ。──そこにはすでに視し界かいいっぱいに、銀色に輝かがやく月の表面装そう甲こうが広がっていた。

　もちろんそんな光景を目まの当たりにして、興こう奮ふんしないわけがないっ。

「見て見て、Ｇっ！　……あたしたち、ついにここまで来たんだよ！」

　あの、見上げて腕を伸ばすことしかできなかった、銀の小月に！　天華は高鳴る胸むねを押さえて、背はい後ごにそんな声を送った。

　そこにあるのは、狭いためにあえて書物に戻もどっていた相あい棒ぼうだった。天華に話しかけられて、ようやく人の姿すがたに戻る。

「ほらほら、あんたも見てみなよ、Ｇっ。すっごいよー、こんな間近で見たら、装甲の重なり具ぐ合あいとかもよくわかるよ。へええー」

「……それはいいが、天華。あまりはしゃぎすぎるなよ」

「わ、わかってるって。観光で来たわけじゃないもんねっ」

　気を引き締しめないとっ。天華はゆるんでいた頰ほおを、手甲の両手で「うむむ」と無理矢理元に戻す。そうだ、あたしは蒼あおの月の軌き道どうを修しゆう正せいするために、この銀の小月の重力維い持じ装置の微び調ちよう整せいに来たんだった。

　ジャケットのポケットから、天華はデータ・ディスクを一枚まい取り出す。シエンが倒たおれたときにも使ったその中身は、今はインタの手で、調整用のプログラムが上書きされているものだ。

　そして、重力の軽い居住区の中で、傍かたわらに開いたまま浮うかせていた携けい帯たいコンピュータの画面には。月の落下が阻そ止しできなくなるタイムリミットが、帝てい國こく標ひよう準じゆん時じ刻こくの横に、別に表ひよう示じさせてあるのだった。

「残り時間は、もう一時間もない、か……。それまでにこのディスクを、銀の小月の独どく立りつした中ちゆう枢すうコンピュータにぶち込んでやらないとね」

　もちろんそれは、絶ぜつ対たいに失敗できないことだ。天華の中に緊きん張ちようがみなぎる。胸むな元もとでふわふわ揺れるお守り石を、天華は固く握にぎりしめた。

　でも……。

「まあ、終わったら少しくらいは、見物できるんだよね？」

　あははっ、と気き構がまえる自分を笑い飛ばして。天華は相棒に、片かた目めをつむってみせるのだった。

　相棒は「やれやれ」と、狭い居住区の隅すみで、小さな肩かたを大げさに竦すくめた。

　そんなやり取りをしているうちに。ついに船体は、銀の小月の裏うら側がわに回る。そこにあるのはぽっかりと開いた、亀き裂れつのような巨きよ大だいな口。宇宙船の発着場であった。

　六角形で区切られたスペースが、亀裂の内側に並ならんでいる。そこに宇宙船たちは、停てい留りゆうするようになっているのだろう。

　しかし、インタの手であらかじめ制せい御ぎよされたスペース・シップは、さらに奥おくへと進むのだった。

『……このまま、直接……制御区画に向かうわ。ドッ……グさせたら、空気のある、人間専せん用ようの……だから』

　そのまますぐに降おりられるわ。遠く、30万キロほども離はなれた宇宙都市から、インタの遠い声がしゃべる。

　おっけい！　天華はひらひらと裾すその躍る、無重力では邪じや魔まなジャケットを脱ぬぎ捨すてて。シャツと胸の隙すき間まに必要最さい低てい限げんの装備である、携帯コンピュータとディスクを詰つめ込んだ。ついでにお守り石の鎖くさりも、そこに押し込む。動きやすいように。

「さぁてっ、行こっか。相棒！」

「ああ」

　相棒はもちろん、簡かん潔けつに了りよう承しようした。

　──狭い窓の向こうに、銀の小月のがらんどうな深部が現あらわれる。その中心にあるのが、目指すべき独立区画だ。

　スペースシップはゆっくりと速度を落とし、球きゆう状じようの区画へと横付けした。天華たちのいる居住区の真上で、ドッキングをした証あかしである、重い音がどっしりと響ひびいた。

　そして、頭上のハッチが大きく開いて。独立区画からの無味無む臭しゆうな空気が、天華の銀ぎん髪ぱつをそっとなでた。







　無重力であることを除のぞけば、天華とＧの立ち入った独立区画は、進むのに困こん難なんな場所ではなかった。

　幅はばの広い通路には、軌道エレベーターと同様に、いくつかロボットたちの姿も見られたが。それらは天華たちを襲おそってくることはなかった。あらかじめ天華たちには『三重賢者トリニテイ』を通して、制御室に入れるだけの認にん証しよう登録が施ほどこされているのである。

　そのためロボットたちは、壁かべや天てん井じように張はり付いたまま、天華とＧを見送るだけだ。

「ふええ。拍ひよう子し抜ぬけするくらいだねー」

　なんて、ようやく重力のない世界に慣なれて、壁を蹴けって通路を飛びつつ天華は呟つぶやく。

　──だが。最大の難関が、最後に残されていたのだった。

「う、うわあっ!?　なっ、な、な、なにこれええ!!」

　あらかじめ教えられた通りに進んだ、通路の果てで。Ｇがこじ開けた緊急閉へい鎖さ用シャッターの向こうには、とんでもない光景が待ちかまえていた。

　銀の瞳ひとみを焼くのは、真っ暗な制御室にはじけて飛び交かう、鮮あざやかな閃せん光こうの舞まい。機械と機械の狭はざ間まを染そめる、スパークする電でん撃げきだ！

「これ……漏ろう電でんしてるの!?」

　天華はすぐにゴーグルをかけ、電撃から目を保ほ護ごしながらも、激はげしい電流に支し配はいされる制御室の中を見た。機器のひとつが破は損そんし、太いケーブルが露ろ出しゆつしている。そこから火花のように、空間に電流の檻おりが生み出されているのだった。

　まずい！　改めて見直すが、電撃はまるで部屋を取り囲むように輝かがやいている。

　この電撃をどうにかしないと、奥に見えるコントロール・パネルまでは、行けそうにない？

「って、ど、どーすんのっ!?」

　天華は蒼そう白はくになりながら、そんな叫さけびをあげてしまった。けれども。

「──任まかせろ」

　Ｇが動いた。そのまま、激しい電流の海に身を投げる。人間とは違ちがう擬ぎ似じ的な肉体をもって、露出する太いケーブルに飛びつき、電撃を押さえ込む。

　取り付いた相あい棒ぼうの体に組み敷しかれ、のたうつ閃光が途と切ぎれ、消失した。

「やるじゃんっ、Ｇ！」

　電撃の消えた中に、天華は迷まよわず踏ふみ込んだ。すぐにコントロール・パネルにディスクを差し込もうとする。しかし──。

　あれっ？　天華の目が点になった。コントロール・パネルに電力が来ていない！

「え、だってさっきまで、確たしかにちゃんとモニターに光は点ついてたのにっ……なんでえ!?」

　あ。ちょっと待ってよ？　天華は振ふり向き、ケーブルからの電流を防ふせいだ相棒を見る。そしてゴーグル越ごしの銀の瞳は、見つけた。

　そのケーブルからの電流を受けて輝いていた、もうひとつの破やぶれたケーブルがあることに。

「そっか！　主動力のケーブルが破損して、空中を介かいして動力を流してたんだ！　……って、え？　てことは」

　Ｇが抑おさえてるあのケーブルを解かい放ほうしないと、ダメってこと？　答がそこに行き着いてしまう。

　でももちろん、そんなことをすれば、また凄すさまじい電撃が部屋全体を舐なめ尽つくしてしまうわけで。コントロール・パネルの前に立った天華など、ひとたまりもないだろう。う、うわ！

　……いや！　いやいやいや。落ち着けっ、考えろ、あたしっ。天華は自分に言い聞かせる。

（って、そうだっ。この手のシステムは、非ひ常じよう用の副配線があるはずだから……そっちに切り替かえられれば！）

　天華はパネルに張り付いて、素す早ばやく機器の接せつ続ぞくを確かく認にんする。動力系けい統とうは、Ｇの抱かかえる破損ケーブルの隣となりの、壁の中に集中していた。ええいっ！　天華は重力に囚とらわれない体で最小限げんに体を振り、手てつ甲こうの両りよう腕うでで、壁を覆おおう樹じゆ脂し板ばんを叩たたき壊こわした。

　そこには制せい御ぎよ室しつの機器へと電力を伝える、ぎっしりと配線の詰つめ込こまれた中身があった。

「これだっ！　ええっと……」

　配線の状じよう況きようは、最悪だった。一部のケーブルが、傍かたわらで相棒が遮しや断だんする主動力ケーブルと同じに、表面のコーティングを溶とかして内部を露出させている。こっちにまでダメージがきているのだ。

　ああ、だから通常は自動で切り替わるはずの副配線に、動力が切り替わらなかったんだ。複ふく雑ざつな配線構こう造ぞうを目で追いながら、天華は悟さとった。じゃあ、副配線ももうダメなの？

「……違う、ダメじゃない。副の方のケーブル自体は無事だもん！　こっちが、こうきて……そっか、これって！」

　メインのケーブルに全すべての動力が回るよう、こじれてしまっているのである。

　その原げん因いんは。ケーブルの配置とそっくりそのままつくられている、複数の小さなコントロール・チップが縦たてに差し込まれて並ならぶ、一枚まいの基き盤ばんにあった。

「このコントロール・チップで、全部の電力がメインに行っちゃうようになってるんだ！」

　だったら──うん、Ｇが抑えるケーブルに向かっている電力を、この根本でシャットアウトしてしまえば！　天華はわかりやすく間かん隔かくを開けて並ぶチップから、基盤の流れを読み取った。すぐに主動力ケーブルの四角いチップを発見し、右手を伸ばす。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

「きゃあああぁっ!?」

　痛いたッ！　伸ばした右腕が、紫し電でんと共にはじかれた。

　──こっちにも漏ろう電でんしてる？　電でん撃げきを食らった右腕が、肘ひじの先からかすかにしびれて。焦こげた手て袋ぶくろが、薄うすい煙けむりをまとわりつかせていた。いや、これくらいで済すんだのは、あらかじめ手甲の装そう甲こう表面に、相棒が《防護ガード》の錬れん精せい術じゆつを施ほどこしておいてくれたおかげだ。

　けれども軽金きん属ぞくの装甲の表面には、仕込んでくれた錬精の術式文字が、うっすらと姿すがたを見せる。それはたった一回で、耐たい久きゆう限げん界かいを迎むかえた証あかしであった。

「そんな……なんでこんな最後の最後で！」

　天華はしびれる右手を抱え、見えない電気の流れに臆おくする。相棒の抑えてくれている電撃ほどではないというのに、手甲は焼けて、わずかに熱さえこもらせていた。これじゃあ手が出せないじゃん!?

　残るは左手だけである。でも……このままだと強ごう引いんに手をねじ込んだとしても、しっかりと縦にはまったチップへと、どうにか触ふれるのがやっとだろう。指先でつまめるほどの大きさしかないあのチップを、なんとかして外さないといけないのに！

　いや、待って──。けど、チップが差し込まれている横に、薄い何かを押おし込むことぐらいなら？

「そうだっ、摑つかんで引き抜ぬくことができなくたって、ワンアクションで無む理り矢や理り押し込むだけなら……チップと基盤の隙すき間まに、電流を遮断する絶ぜつ縁えん体たいとか差し込めれば！」

　天華は辺りに目をやった。無重力の部屋に漂ただようのは、壁かべや天てん井じようから剝はく離りした、樹脂やゴムの破は片へんたちである。ダメ、こんなのじゃ腕をはじくほどの電流を、押さえ込むなんてできそうにない。それに第一、焼け焦こげてしまうだろう。そうなれば結局意味がない！

　どうするの？　電流に侵おかされた基盤を前に、天華は焦あせった。

　もう残り時間は少ない。それに、ここからだとインタや『三重賢者トリニテイ』への通信もできない。側そばにいる相あい棒ぼうも動けない。

　いや、電流を浴びても平気なＧなら、自分のかわりになんとかできる？

（……ううんっ、ダメだ！　Ｇだと、基盤の構造がわかんない！）

　ただ叩き潰つぶせばいいってもんじゃないし。第一、詳しよう細さいに説明してる時間だって、もうない！

　──そして、この極限の状況で、頼たよれるのは自分ひとりきりなのだった。

　どうしよう……。天華の胸むねに、今まで忘わすれていた不安の影かげが渦うず巻まいた。あたしじゃ、できない？

（そんなことない！　あとは、探さがせばいいんだっ。基盤の電撃に耐たえられるだけの、電流を通さない、薄いなにかの欠片かけらを！）

　天華はくまなく辺りを探した。機器の外装を手当たり次し第だい外し、覗のぞき込む。だけど、ちょうどいいものなんて見つからなくて──。

　しかし、天華は見つけた。

　シャツの内側からこぼれ出て、ゴーグルの前に漂う、ひとつの小さな石の板を。

　白華にもらった、精せい霊れいの棲すんでいないお守りである。

「これ……そっか!!」

　それはつまり、その内部ではどんな自然現げん象しようも起こり得えない。すなわち──電気とて、通ることができないもの──。

　そのことに気付いたときには、天華の腕は動いていた。首から細ほそい鎖くさりを引きちぎり、お守り石を左手で持つ。そして躊ちゆう躇ちよすらせず、基き盤ばんめがけて一気に欠片をねじ込んだ！

　とたんに、天華の体が腕ごと吹ふっ飛ぶ。激はげしい放電にはじかれて。

　だが、宙ちゆうに舞まったその体を咄とつ嗟さに抱だき留とめてくれたのは、主動力の電撃に拘こう束そくされていたはずの相棒であった。

　それはすなわち、動力がケーブルから、副配線へと切り替かわったことを示しめしていて。焼け焦げた左手の手甲を握にぎりしめながら、天華は基き盤ばんに目を向けた。主動力を司つかさどっていた小さなコントロール・チップの横には、白華の薄いお守り石が、しっかりと挟はさまっていたのだった。

　そして。コントロール・パネル上のモニターに、明かりが点ともる。居い並ならぶ機器が息を吹ふき返し、独どく特とくの低い作動音が辺りを包んだ。

　制せい御ぎよ室しつの全すべてのシステムが、息を吹き返したのである。

　──架空の存在？　そんなことない。天華は笑む。

「幸運の精霊はいたよ、白華……なんてねっ！」

　さぁてっ。天華はＧに押してもらい、コントロール・パネルへと飛ぶ。その前でふわふわと浮かんでいたディスクをひっ摑み、両手に残るしびれをこらえつつ、迷まよわず専せん用ようのスリットへと差し込んだ。

「これで……どうだあっ!!」

　天華はあらかじめ教えられていたとおりに、ディスクのデータを読み込ませる。

「行けそうか？」

　Ｇの小さな頭が、ひょっこりと後ろから覗き込んできた。

　……わかんない。しびれのかわりに遅おくれてやってきた、噴ふき出す額ひたいの汗あせを拭ぬぐいつつ、天華は口の中で呻うめく。でも、やるだけのことはやった。
















「あとは、見守るだけだよ……。うん」

　Ｇと天華が見上げるモニター群ぐんには、様々なデータに混まじって、ここから見える歪いびつで大きな月があった。

　──そして、月は──……。




　　　　６




「……そろそろ、時間です……」

　雲ひとつない朝焼けの下で、シエンが言った。そうか……。とアルバルドは、潮しお風かぜの吹き付ける滑かつ走そう路ろに座ざしたまま、頭上へと視し線せんを上げた。

　空色の瞳ひとみに映うつるのは、白から透すき通った青へとかわる、どこまでも高い大空だった。

　だが水平線の彼方かなたから、太陽が顔を出しても。不気味な紅あかい色に濁にごった大きな月は、その欠けた傷きず口ぐちすらはっきりと見せて、軌き道どうエレベーターの太いシャフトと交わるのだった。

「アルバルド様。もう、これで最後かもしれませんね」

　普ふ段だんは気き丈じような補ほ佐さ官の少年が、月を見上げたまま傍かたわらに立った。

「全すべてが終わる前に、一言だけ言っておきます。この最後の時に、何もできないことは悔くやしいですが……ボクは後こう悔かいしていません。あなたと共に、今ここにいることを」

「シエン……」

「ボクは、アルバルド様と最後までご一いつ緒しよできて、よかったと思っています」

　栗くり毛げの少年の表ひよう情じようは、アルバルドからはちょうど見えない。でも、その肩かたは小さく震ふるえていて──。

　潮くさい風が、彼の頰ほおから、かすかに雫しずくを飛ばした。泣いているのだ。

　だが、アルバルドにはかけてやれる言葉もなくて。あぐらをかいた膝ひざの上では、疲つかれ果てた赤毛の少女が、親指をしゃぶって寝ねこけていた。

　そして、迫せまり来る巨きよ大だいな月以外は、とてもきれいな朝だった。

（おまえでも、ダメだったのか……天華……？）

　アルバルドはただ、月を見る。見続ける。落らく胆たんや諦あきらめにまみれて、涙なみだすることもない。いつもはすぐに、へこたれたり、泣いたりしてしまうのに。

　だって、どうすることもできなくても。あの銀ぎん髪ぱつの少女を信じることぐらいは、今の自分にだって、十分できることなのだから。

　──だから。最初に「変化」に気付いたのも、アルバルドであった。

「……えっ？　シエン、おいっ！　見ろ、ほら！　あれっ!!」

「どうかしましたか？　あれって……」

「月だよ。月にきまってる！　あの位置、なんだかさっきよりずれて、小さくなってないか？」

「小さく……？」

　まさか。栗毛の少年が、アルバルドが指さした紅い月を、改めて見上げる。だが、その変化は明らかだった。さっきまでシャフトにかかっていた月の端はしが、今は縮ちぢんで消えているのだ。

　これは、つまり──。

「遠ざかってる？　……そんな。い、いえ、確たしかに月が、遠ざかっています！」

「そうだろ！　──やったんだ、あいつら……！」

　天華たちが！　アルバルドは思わず、あぐらの膝を叩たたいてはしゃいだ。

　そのはずみで、寝ていたココロが「ふやっ？」と起きる。

「……あううぅー～。どうしたんスかぁあ？」

「ココロ、やったぞ！　月が戻もどっていってるんだよっ！」

　アルバルドは彼女をつい抱だきしめる。赤毛の頭が腕うでの中で、寝ぼけまじりのちょっと変な声を出したが、気にしない！　それ以前に、さっきまで一いつ滴てきも出なかった涙があふれ、もう側そばにいるシエンの顔すら見えなかった。

「ううう～～～～！　よかった！　やったあ！　──世界は救われたんだよおお!!」

　アルバルドはにじんだ二つの月を見上げて、ぼろぼろと号ごう泣きゆうした。







　──月の落下が止まり、逆ぎやくに遠ざかっていく。銀の小月を従したがえて、再ふたたびいつもと同じ位置に。

　その動きはゆっくりであったが、紅く濁った色は、確かに少しずつ澄すんだ色に戻っていく。その様子は夜の闇やみに包まれた精せい霊れい都市からも、十分に肉にく眼がんで見ることができた。

　そして、不安げに夜を過すごしていた誰だれかが、月の様子に気が付いたのだろう。白華が聖せい堂どうから出てきたときには、中央塔とうのテラスから見下ろせる精霊都市の街並なみには、すでに大おお勢ぜいの人の声があふれていた。騒さわぎ、「空を見ろ！」とざわめきの波を寄よせる。

　もちろん人だけではなくて。白華の金色の『龍りゆう眼がん』には、落ち着きを取り戻していく精霊たちの姿すがたが、ちゃんと感じ取れるのだった。

「姫ひめ巫み女こ様！」

「言ったでしょう。大だい丈じよう夫ぶです、って」

　民みん衆しゆうと同じように、驚おどろきと喜びの混まじった顔で駆かけ寄ってきた神官たちに対して、テラスに吹ふき抜ぬける風に白はく髪はつを舞まわせながら、白華はにこやかにそう応こたえる。

　街も神しん殿でんもみな同様に、回かい避ひできた滅めつ亡ぼうの危き機きに、手を取り合って歓かん喜きしていた。

「さすが、精霊巫女のおっしゃられたとおりでした！」

　そんな声すら、テラスに集つどった神官や侍じ女じよ、僧そう兵へいたちの間からこぼれ出る。だけど、もちろん白華は、「いいえ」とやわらかく否ひ定ていする。

「わたしはなんにもしてませんよ」

　そして。白華は静かに、二つの月を見上げるのだった。

　そこにいるだろう、姉とＧのことを想おもって──。

「……やったのは、わたしの姉様です」

　白華は騒がしい夜に、唄うたうようにそう呟つぶやいた。その言葉はやかましい喧けん噪そうに搔かき消され、周りにいる誰にも届とどきはしない。

　でも、いいのだ。白華だけは、ちゃんと知っているのだから。

　だから。白華はほんのりと、口元をほころばせるのだった。

　装しよう束ぞくの裾すそやテラスの狭はざ間まをすり抜けて踊おどる、風や闇の精霊たちが、一いつ緒しよになってころころと嬉うれしそうに微笑ほほえんでくれた。






















「おお────っ、やっぱ直じかで目にすると、すっごいねっ！　壮そう観かんじゃんっ！」

　あっはは！　と笑う声が、着き込こんだ宇う宙ちゆう服のヘルメットの中に落ちる。外は真空の、漆しつ黒こくの宇宙だ。

　──重力制せい御ぎよの力を取り戻した銀の小月は、その表面に立っても、ちゃんとそれなりの重力で両足を支ささえてくれた。

　そう。天華が今立っているのは、銀色に輝かがやく月面であった。そしてそこから眺ながめるのは、遠くに見える青い地球と。銀の小月の発生する重力の見えない腕に捉とらえられ、ゆっくりとこちらに戻ってくる、歪いびつな蒼あおの月であった。

　その様子を実じつ際さいに見るために、天華はインタと『三重賢者トリニテイ』に伺うかがいを立ててから、こうして分ぶ厚あつい装そう甲こうの表面に出たのだった。

　それと。わざわざ外に出たのには、もうひとつ大きな理由がある。

　天華から少し離はなれた場所で、宇宙服を着る必要のない褐かつ色しよくの肌はだの少年が、巨きよ大だいな一本の建材を抱かかえ込み、装甲に傷きずをつけていた。

「ほらほら、Ｇっ。そこの線を繫つないだら、あとは向こう側だからねっ」

　天華は装甲の上を身軽に跳はねて、相あい棒ぼうに近づき身み振ぶりで教える。見せるのは手元に開いた、真空でも問題なく稼か働どうする携けい帯たいコンピュータの画面である。

　相棒は整った顔立ちを渋しぶく崩くずして、空気のない世界で何かをしゃべった。わっかんないってば！　天華は携帯コンピュータを差し出して見せる。

　そこに並ならぶ文字キーを、Ｇはたどたどしい手つきでいくつか押おした。

　画面に書き込まれたのは、「お前も手伝え」の一言だ。

　天華はすぐに、書き込み返す。「だって、動きにくいんだもん」と──。

　スペース・シップの発着場から持ってきた宇宙服は、成人男だん性せい用なのか。さすがに天華では、ちょっとぶかぶかなのだ。ほらほら、と天華は相棒の前で、余あまった気き密みつズボンをひらひらさせる。それに第一、ある程てい度ど重力が軽いとはいえ、天華がそんな大人の背せ丈たけほどもある建材を持つことなんて、簡かん単たんではないのだ。

　相棒は嘆たん息そくを真空の世界に吐はいて、しぶしぶ作業の手を戻もどす。

　そんな彼が描えがいているのは、天華があらかじめ見せた画像を元もとにした、とある印。人でないＧのつくるラインは、見事に正せい確かくで。一番大事な円形を、きれいに描いてくれるのだった。

　あとは最後に両方に生える、二枚まいの翼つばさを刻きざめば──遺い跡せき攻こう略りやくを示しめす、天華のサインが完成するのだ。

　遠く離れた地上からも、ひょっとしたら見えるように。とにかくでっかく、相棒に描いてもらっているのである。

　天華はＧからひょこひょこ離れて、「よっ」とできるだけ高くジャンプする。円に翼の生えた、でっかくてシンプルなサインマークの形が、どうにか真下に眺ながめられた。うーん、いい感じっ！

　と、にやけたところに、軌き道どうエレベーターからの通信が、ヘルメットの中に届けられた。

『……もうそろそろ、月の位置も元の軌道上に還かえるわ』

　そちらはどう？　とかすかな雑ざつ音おんに乗せて、インタの声が尋たずねてくる。

　銀の硬かたい月面に着地しながら、「もうちょっとだよ」と天華は返す。

『そう。──「彼」が、改めてお礼を言っているわ。ありがとう、と』

「『彼』？　ああ、『三重賢者トリニテイ』ね。ん、まあこんなもんかな。あははっ」

『それで……「彼」から、あなたに報ほう酬しゆうを与あたえたいということなんだけれど』

「へ？　報酬？」

『ええ。何でもいいわ、こちらにできることなら。ロボットなんかをまるごと引き渡わたしたりは、設せつ定ていされた制せい限げんがあるからできないけれど、資し材ざいくらいはあげられるし。もしくは、情じよう報ほうでもいいわ』

「情報……？　え、そ、それって？」

『そうよ、たぶんあなたの考えてるとおり。──「三重賢者トリニテイ」が持つ、記き憶おくの全すべてよ』

「え……ええええええええ!?」

　突とつ然ぜんの提てい案あんに、さすがに天華も面食らう。

　だって。旧きゆう精せい紀きからずっと、地球上での出来事を見てきた『三重賢者トリニテイ』は、もちろん世界の歴史のほとんどを知っているわけで。

　それってつまり、現げん在ざいはまったく記録のない、旧精紀から新精紀への、空白の歴史のことも含ふくまれるわけで。

　そして、遺い跡せきとなった科学技ぎ術じゆつの要よう塞さいが、まだしっかり稼働していたところだって。ううん。天華はふと、月面にサインを描いている、小こ柄がらな相棒の背中を見つめた。

　──Ｇの、かつての姿すがただって……。

　だけど、そのとき。天華はふいに、相棒の言葉を思い出す。

「昔のことだ」

　今の自分とは関係ないことだと、すっぱりと言い切った、あのときのＧの横顔と共に。

　そっか……そうだよね。天華はこっそり、宇う宙ちゆう服の中で笑えみをこぼす。そうだ、それに──。

「……あたしは、遺跡探求者ロスト・リサーチヤーなんだよね」

　天華は言った。自分自身に囁ささやくように。

　遺跡探求者ロスト・リサーチヤーとは科学の遺跡に潜もぐり、自分の手で、そこに眠ねむる真実を解とき明かす者。

　だから。

「──いいよ。必要ないや」

　天華はあっさりと、インタの申し出を断ことわるのだった。

「だって、教えてもらうんじゃなくて……そーゆーのは、自分の手で暴あばいてこそ、意味があるんだもん！」

　ごめんね、と天華は通信とインタの向こうにいる、巨きよ大だいな機械の頭ず脳のうに謝あやまる。

　しかし、インタから届とどけられたのは。雑音の中でもはっきりと聞こえた、軽く噴ふき出す声だった。笑ったのだ。

『……あなたならたぶんそう言うんじゃないかって、「三重賢者トリニテイ」も思ってたみたい』

「え？　あ、あれ？　……読まれてた？」

『ええ』

「んー、まあ、なんてゆーか。本当に困こまったことがあったら、また訊きにくるかもね。ううん、それともメールすればいいのかな？」

『そうね。何かあったときのために、後であなたの携けい帯たい端たん末まつに、今度はデータ破は損そんのないメールでアドレスを送っておくわ』

「そうしてくれる？　あははっ」

　天華は朗ほがらかに笑えんで、ありがたく今度の申し出を受け取った。

　と、そこに「終わったぞ」という顔のＧが、建材を手放して寄よってくる。

「あ。完成したの？　どれどれ？」

　天華はぽん、と再ふたたび高くジャンプして、完成したサインマークを見下ろせる位置にまで跳ちよう躍やくした。おおっ、ちゃんとできてるっ。

「あははっ、いいデキじゃんっ！　……あ。おっと、忘わすれるとこだった」

　せっかくだもん。天華は携帯コンピュータの、カメラ機き能のうを起動させる。

「白華にも見せてあげないとね。ちょっと容よう量りようは大きくなるけど、この際さい動画で、っと──」

　天華は動画データとして、銀色の月面に描えがかれたサインを取り込む。ついでにゆっくりと落ちながら、カメラを蒼あおの月と地球へも向けた。

　闇やみより深い漆しつ黒こくに浮うかぶのは、やわらかな蒼に染そまって輝かがやきを放つ大きな月と、その奥に映うつる宝ほう石せきのような遠い大地。まさに絶ぜつ景けいそのものであった。

「あ、そうだ。インタっ」

『……何？』

　通信の向こうで、呼よびかけられたインタが応こたえる。あのね、と天華は頼たのみ込んだ。

「せっかくだからさ。帰りはスペース・シップで、あの蒼の月を一周りさせてみてよ。ねっ？　間近で月の映えい像ぞうも撮とってみたいんだっ」

『そうね。帰りの燃ねん料りようも、それくらいなら余裕はあるわ』

　インタは快かい諾だくしてくれた。やった！　天華は着地を決めて、だぶだぶの両りよう腕うでを突つき上げる。

　その前で、声の聞こえない真空にいる相あい棒ぼうは、当然何もわからなくて。やれやれ、と小さく肩を竦すくめ、そっと「苦く笑しよう」するのだった。







　【エピローグ】







　あれからまる一日が経けい過かした。日は昇のぼり、精せい霊れい都市の夏の空には、昼間でもあれだけ大きく見えた歪いびつな月が、もう肉にく眼がんでは見えない距きよ離りに遠ざかった。

　全すべては、元に戻もどったのだ。

　白はつ華かの方も、流星群ぐんの現あらわれた日からずっと、聖せい堂どうへは夜を徹てつしてこもらされていたが、どうやらもうその心配はない。

　さんさんと降ふり注ぐ陽光を、自室の円い天てん窓まどから招まねき入れて。白華はすっかり落ち着いた精霊たちと共に、久ひさ々びさにゆっくりと昼ひる寝ねをしていた。ふかふかの寝ね床どこにやわらかな白はく髪はつを散らし、うとうとと浅い眠ねむりに身をゆだねる。

　穏おだやかだった。本当に、穏やかな昼下がりだ。

　だが、ふと。耳元で、あたたかな風の精霊が囁ささやいてくれる。

　──姉からのメールが、隠かくしておいた携けい帯たいコンピュータに届とどいたことを。

「あっ。えっ、姉様っ？」

　とたんに、白華はぴょこん、と飛び起きる。寝ぼけ眼まなこを擦こすりつつ、部屋の隅すみに波は紋もんを寄よせる、清水の水たまりへと手を入れた。水の冷たさが、金色の瞳ひとみをしゃきっとさせた。

　そして寝間着の袖そで口ぐちで、取り出した携帯コンピュータの水気を拭ぬぐって。白華は画面をぱくりと開くのだった。







［TENKA>>>>>>> HAKKA　　　YGGDRASILL- NET］

　やっほ、白華！　天てん華かだよっ。あたしはいま、あの銀の小月にいます。ん～～、すんごいっ！

　ほんとにすごい光景なんだから、白華！

　ここまで来るのは、ほんとにいろいろ大変でした。７００００キロの軌き道どうエレベーターを登って、そこからさらに専せん用ようの船で、一気に３０００００キロ以上も飛んできたんだよ。

　とにかく、なにはともあれ！　相棒と共に無事に、この地に降おり立ちました。

　メールと一いつ緒しよに、動画を送るね～。ちょっとデータの受信に時間がかかるかもしれないけど、そこは勘かん弁べんっ。

　まあのんびり待って、ゆっくり見てね！

　あ。それと、あとで船の中からのも送るねっ。無事に元の位置に戻った蒼あおの月の映えい像ぞうも、間近で見れるみたいだから。


《天華》　　



［System- mail　　　　　　39990826/ 0320AM］








　メール文と共に、画面の端はしには「受信中」のメッセージが表ひよう示じされる。

　それはやがて完かん了りようし。すぐに白華に、天華が撮とった銀の小月での映像を、画面いっぱいに映うつし出してくれるのであった。

　天華の見下ろす視し点てんから始まり、銀色の月面が飛び込こんでくる。そこにあるのは姉のサインマークと、真空の世界でも平然と立つ、褐かつ色しよくの肌はだの少年だ。

　画面の端に天華らしき手が映り、Ｇジーに向かって軽く手を振ふる。

　けれども姉の相あい棒ぼうの少年は、いつもと変わらぬ無む表ひよう情じようで、手すら振り返さずに佇たたずんでいた。

「Ｇくん──」

　白華はくすりと笑えみをこぼす。映像はそのまま姉と一いつ緒しよに動いて、今度は振り仰あおぐ形になった。そこに現れたのは、歪いびつな傷きず口ぐちも露あらわな、蒼く輝かがやく大きな月と。それよりさらに奥おくの、漆しつ黒こくの空間に浮うかぶ、月よりも美しい地球──。

　ふわぁ。白華は思わず呼こ吸きゆうを止めた。映像はそれほど高こう画が質しつではない。けれども、それでも白華にはわかった。あの遠くの球体が、自分たちの住む、命と精霊とにあふれる大地なのだと。

「これが……姉様の見せたかった風景なんだ……」

　きれい、と白華は感かん激げきする。ただし、映像はいつまでも続きはしなくて。そこでふっつりと途と切ぎれてしまった。

　──と。画面が勝手に切り替かわる。あれれ？

　もう一通のメール・データの受信が、画面の端に現あらわれた。

「あ、そうだ。もうひとつ映像を送るって、姉様書いてたっけ」

　白華はすぐに納なつ得とくし、「今度もすごいのかなあ」と、精霊たちと一緒になって、受信が終わるのを待っていた。

　やがて。待望の二通目が開かれる。それは先ほどのものと違ちがい、メール文はついていない。そのかわりに、さっきはなかったささやかな音声が、白華の耳に届くのだった。

『はーい、白華っ。今あたしは、船の中にいまーすっ』

　狭せまいスペース・シップ内部の映像が現れた。ちゃんとＧもいるよ、と最初に、書物の姿すがたとなった相棒の少年を登場させて。

『で、ついに見えてきたよ！　ほら、蒼の月がっ』

　画面はゆっくり振り返り、唯ゆい一いつある小さな窓まどの方を向いた。その外にあるのは、あの歪な月の姿である。

『すっごいねー。……ちゃんと撮れてるかな？　ほらほら、あの欠けた部分もくっきり見えるよー』

　天華の手が、角度を調整して支ささえた。うん。白華は画面に向かって返答する。ちゃんと見えてるよ、姉様っ。

　かなり接せつ近きんしてるのだろう。蒼の月のでこぼこした表面が、荒あらい映像でもはっきりわかった。それは宇う宙ちゆう船の動きに合わせて、地球からは本来見えることのない、陰かげとなった裏うら側がわへと回っていく。すごいなあ、と白華は素す直なおに感かん嘆たんした。

　だが、そのとき。

『……へ？　な、なに、あれえっ!?』

　画面の中で、天華が間ま抜ぬけな声をあげた。画面に、携けい帯たいコンピュータを押おしのけて、窓に張はり付く姉が映る。えっ？

　その銀色の瞳ひとみが見つめるのは、そこから覗のぞける蒼の月で。そして白華の金色の眼まな差ざしも、天華と同じものに気付いた。

　蒼の月のその陰に、銀の小月を表す小さな円と、一枚まいの翼つばさを合わせたサインが、でっかく存そん在ざいしていたのだ。

　それは白華が知る限かぎり、確たしか遺跡探求者ロスト・リサーチヤーである自分たちの父親の、攻こう略りやくを示しめすサインマークで──。

　あれれ？　白華は精霊たちと顔を見合わせ、小首を傾かしげた。ええと……。

『い、いったい、なんでええええええ──────ッ!?』

　画面の中で姉の悲鳴が、白華の疑ぎ問もんを代だい弁べんした。







　──メイン・コンテナが頂ちよう上じようからおよそ八時間かけて、ようやく軌き道どうエレベーター基き部ぶへと到とう着ちやくした。扉とびらが開き、天華は相棒と共に、乗せていた雷らい帝てい号ごうをふわりと外の滑かつ走そう路ろへと導みちびいた。

　ふう……。と、コンテナの中で何度吐ついたかわからない、ため息にまみれて。

　辺りはすっかり、異い常じよう潮ちよう汐せきも戻もどった穏おだやかな大おお海原うなばらだ。太陽はもうほとんど沈しずみ、茜あかね色いろから透とう明めいな藍あい色いろへと変化を始める。頭上に見える二つの月は、見み慣なれたままの姿であった。

　だけど。……とほほ。天華はがっくりうなだれる。だって──絶ぜつ対たい、勝ったと思ったのに！　あたし以外に、あの月にまで行った者なんて、いないって思ってたのにい！

「ああーっ、もう！　なんで父さんの足あし跡あとが、蒼の月に残ってんのよおっ！」

　うあああああっ。天華は銀ぎん髪ぱつを搔かきむしった。

　まあ、あれだ。機関部にいるＧが、伝声管から呟つぶやきを送る。

「向こうの方が一枚上手だった、ということだろうな」

「ううっ。そんなこと、今いま更さら言われなくたってわかってるよーだっ」

　他ひ人と事ごとだと思ってっ。べーっ、だ！　天華は振ふり返って、見下ろせる機関部の穴あなの中の、Ｇの小さな後頭部に舌を出した。

　と、そこに「──天華っ!?」と声がかかる。

　開いたシャフト前に降おりた、純じゆん白ぱくの舞翼ライドに向かって走ってくるのは、金髪の青年剣けん士し。ぼろぼろの格かつ好こうながらも、一本残った剣を大切に腰こしに帯びたアルバルドであった。

「声がしたから、もしやと思ったら……やっぱり！」

「アル？　まだいたの？」

「まだいたのって……そりゃ、おまえ。って、おうわあっ!?」

　なんだなんだ!?　アルバルドは悲鳴をあげてのけぞった。天華たちに続く形で、メイン・コンテナの中からのっそりと、小さなコンテナを背せ負おった一体の輸ゆ送そうロボットが姿を見せたからである。

　咄とつ嗟さに剣を抜こうとしたアルバルドに、「ああ、だいじょぶだから」と天華は教える。

「ほっといていーよ、それ。あたしと一いつ緒しよに降りてきただけだからさー」

「へ？　一緒にって……」

　アルバルドは固まったまま、ロボットとすれ違ちがう。そのまま輸送ロボットは球体の足を滑すべらせて、基部の奥おくへと消えていった。

「ふうー。……い、いや、なんだったんだよ、今の!?」

「気にしないでいいってばさ、アル。──それにしても、まだここに残ってたんだ。なんで？」

「な、なんで、って……」

　だって、おまえ！　アルバルドが苦く悩のうのしわを額ひたいにつくった。

「オレだって……オレだって帰りたいけど、飛空艇ていがぶっ壊こわれてるんだから、仕方ないだろおおおおおーッ!!」

「あー……。そういえば、そうだったっけ？」

「そうだよ！　今なんとかして修しゆう理りしようと、破は片へんをかき集めて、シエンたちとがんばってたんだよ……ううっ」

　と、そう言って泣きそうになるのをこらえながら、アルバルドは自分のやってきた方向を振り返る。

　なるほど、薄うす暗ぐらくなる辺りと、シャフトの陰かげに隠かくれて今まで気付かなかったが。確かにそこに、どうにか飛空艇らしき形に組み上げられた、つぎはぎだらけの塊かたまりがあった。

　そして、アルバルドの名を呼よびながら。暗がりの向こうから、見覚えのある少年少女が追いかけてくる。

「あなたは！　戻ってきていたんですか？」

　アルバルドの背中に飛びついた赤毛の少女より、栗くり毛げの少年が一歩遅おくれて到とう着ちやくする。少し息を切らせながらも、シエンは天華に驚おどろきの声をかけた。

　もっちろん！　と、天華は胸むねを張はってやる。

「おかげさまでね。こう、見ての通りピンピンしてるよっ」

「……やはりあなたたちが、月の落下を阻そ止ししたんですか？」

「うん。ま、そんなとこ。まあ間に合ってよかったよ」

「……。あなたは、すごい人ですね」

　シエンの口から唐とう突とつに、そんな言葉が飛び出した。え？　と天華はびっくりするが。

「認みとめます。ボクたちの負けです」

　少年補ほ佐さ官は実にあっさりと、続けてそう言い放つのだった。

　なぜ？　そんなの決まってる。彼が天華を嫌きらう以上に、その功こう績せきをたたえているのだ。

　……でも。負けず嫌いな鳶とび色いろの瞳ひとみが、暗い中で煌きらめいた。

「次に遺い跡せきの中で出くわした時には、負けませんから！」

　行きましょうっ、とアルバルドたちを誘さそって。栗毛の少年は颯さつ爽そうと背を向けた。

　おっけい！　天華も負けじと、不ふ敵てきな笑えみを送ってやる。いつでも来なさいっての！

　──けれども。アルバルドとココロを連れて引き返そうとしたシエンが、すぐにくるりときびすを返した。

「忘わすれてましたっ、ボクたちの飛空艇の結けつ晶しよう体たいを返してください」

「あ、あれ？　……覚えてた？」

「当たり前です！　それがないと、そもそもうちの飛空艇が飛べないでしょうっ!!」

「あー、あはは……えーと。……一個こだけだからね？」

　機関部から身を乗り出した相あい棒ぼうが、ほら、と無む理り矢や理り据すえ付けていた推すい進しん結晶体を外してシエンに放った。

　それはもちろん、もともとアルバルドたちのものだったのだが。ありがとうございます、と栗毛の頭が、きっちりと下げられるのだった。

「ありがとう、か……」

　三人の去った、藍あい色いろの闇やみの降おりた滑走路の上で。天華は反はん芻すうするように、そんな呟つぶやきをこぼした。

　Ｇはすでに機関部に戻もどり、いつでもここを飛び立てる。でも──。

「ねえ、Ｇ？」

「……何だ」

「アルバルドたちってさあ、あの飛空艇の修理に、かなり時間かかるんじゃない？」

「そうだな」

「だったら、仕方ないかなっ！」

　よっと。天華は機体を操あやつって、滑走路の上を滑らせた。そのままアルバルドたちがいる、飛空艇の前で停止させる。

「おわぁっ！　あ、あっぶないな、ぶ、ぶつかるじゃないかよっ!?」

「そんなヘマはしないってば。ところでさあ」

　大げさに飛び退のいたアルバルドは無む視しして、天華はシエンに声をかける。どう？　と雷らい帝てい号ごうを指さして。

「なんならあたしの舞翼ライドで、帝てい國こく領りよう域いきくらいまでなら乗せてあげてもいいよ？」

「はい？　……どういう風の吹ふき回しですか」

「んー、まあ、なんてゆーか。気まぐれ？」

　てへへ。ぺろりと小さく舌したを出して、天華は誤ご魔ま化かした。でも本当は──天華とて、シエンたちを認めているのだ。

　だって彼らがいなければ、７万キロの彼方かなたにすら、到達することはできなかっただろうから。

　シエンはアルバルドと、ちょっと顔を見合わせる。

　でも、聡そう明めいな栗毛の少年は天華以上に、十分に飛空艇の状じよう況きようを把は握あくしていた。

「わかりました。お言葉に甘あまえさせていただきます。……あなたの手を借りるのは、少々しゃくですが……ボクたちの手でばらばらになった飛空艇を修理するには、どれだけかかるかわかりませんし。正直、助かります」

　ですから。少年は苦々しそうな顔を捨すてて、「よろしく頼たのみます」と小さくお辞じ儀ぎをするのだった。

　横にいるアルバルドはもちろん、反対しない。むしろ天華の申し出に、感かん涙るいすらしそうであった。もっとも部下たちの手前、どうにか我が慢まんしているようだが。

　ココロの方は、あんまり深く考えていないようで。シエンの手から渡わたされた結晶体を抱だきしめて、それだけで満足そうにしているのだった。

　──だから。鋼はがね隊たいの三人組は、雷帝号の上に乗り込こんだ。一番大おお柄がらなアルバルドが天華の後ろに、他の二人が左右に広がる平らな翼つばさに。

「ゆっくり飛ばすから、しっかりしがみついといてよねっ」

　天華はそれだけ告げると、純じゆん白ぱくの舞翼ライドを軽く浮うかせる。う、うわっ、重いいい～。操そう縦じゆう桿かんから伝わってくる鈍どん重じゆうさに閉口しつつも、Ｇの操る結晶体の力を頼たよりに、機体はどうにか海へと飛んだ。

　速度は出せないけれど、なんとか陸地までは──。と、思ったそのとき。

「天華っ！」

　伝声管から、相棒の鋭するどい声が警けい告こくした。機体がわずかに加速する。

　なんで？　と振ふり返った銀の瞳に映うつったのは。ついさっきまで自分たちがいた場所にあがった、灰はい色いろの巨きよ大だいな水柱であった。

「って、きゃあああああ!!　なになになになにいいっ!?」

「うおわぁあああああ!?　どーなってんだぁあああ！」

「な、な、な、なんスかああ～～～っ!!」

「……こっ、これは、砲ほう撃げきですかあッ!?」

　頭から黒い海水をかぶり、透とう明めいな闇にいくつもの悲鳴が生まれる。その中に答があった。そう、これは──軌き道どうエレベーターからの攻こう撃げきなのだ！

「えええ？　な、なんでえっ!?　自動防ぼう衛えいシステムは、ちゃんと沈ちん黙もくさせてるはずじゃないのおっ!!」

「いや、確たしかにそうですよ！　間ま違ちがいありません！」

　天華とシエンは、互たがいに顔をつきあわせる。けれども攻撃は、現げん実じつで──。

　振り仰あおいだ上空から新たなロケット弾だんが発はつ射しやされ、薄い闇夜に無数の軌き跡せきを輝かがやかせるのだった。

「ちょ……やばいって───っ、それはああ──っ!!」

　ひえええっ！　天華は必死に、重い機体を操って回かい避ひさせる。

　蹴け立たてた波の飛沫しぶきが激はげしく飛び散り、落ちそうになったアルバルドたちが悲鳴をあげた。







『ごめんなさいね、お姉サマ』

　ミサイルをなんとか避よける天華たちを、プロテは見ていた。

　正せい確かくには、直ちよく接せつ「感じて」いた。成長途と中ちゆうであった体を調整、修しゆう復ふくする培ばい養よう液えきの中で、己おのれの頭ず脳のうを自動防衛システムと直結して。

　システムの凍とう結けつを解かい除じよしたのは、頭とう頂ちよう部ぶから天華と一いつ緒しよに運ばれてきたコンテナ内で溶よう液えきに浸り、少女から乙女おとめへと変へん貌ぼうを遂とげたプロテであった。

　──頭部を破は損そんし、『三重賢者トリニテイ』たちの足元で転がっていたプロテは、そのまま廃はい棄き処しよ分ぶんとなるはずだった。不完全体の身に与あたえられた、天華を導みちびくという役目は、すでに果たしてしまっていたから。

　だがその寸すん前ぜん、月から戻もどった天華が気付いて。『三重賢者トリニテイ』に修理してくれるよう、頼み込んだのである。

　おかげでプロテは今こうして、本来の役やく割わりであった基き部ぶ防衛のシステムの一部となって、自分の仕事をこなすのだった。

　ただ、皮肉なことに。残念ながら機械でしかないプロテは、どうしても与えられた役割をこなさなければならないのだ。だから自動防衛システムは、飛び立った天華たちを攻撃せざる得なかった。

『がんばって逃にげてくださいね。大だい丈じよう夫ぶ、お姉サマならなんとかなりますっ』

　それに。とろりとした培養液に浸りつつ、プロテはそっと立ち上のぼる泡に囁ささやく。

『えーと、えとえと。システムの一部を誤ご魔ま化かして、ミサイルの生成炸さく薬やくは抜ぬいておきましたから。照しよう準じゆんは甘あまくできませんけど、直撃してもそんなに被ひ害がいはでないと思いますよ』

　……たぶん。琥こ珀はく色の瞳ひとみの乙女は、コンテナから移うつされた透明なカプセルの中に、成長した裸ら体たいを泳がせて。先の任にん務むで付加された、機械人形らしくない口調で、やはり機械らしくない適てき当とうな憶おく測そくを呟つぶやくのだった。







　一発の弾頭が、シエンの摑つかまる右の翼ぎりぎりを掠かすめて落ちた。すぐ間近で生まれた水柱の衝しよう撃げきが、遠えん慮りよなく雷らい帝てい号ごうを弄もてあそぶ。

　もう限げん界かいい！　「Ｇーっ！」と天華は相あい棒ぼうを呼よんだ。

「な、なんとかしてよおっ!!　やばいってばっ！」

「無理だ。……そもそも、重すぎる」

　しかし伝声管から返ってきたのは、この期ごに及およんでも冷静な、そんなＧの声だった。あああ、もうう───!!

「じゃあとにかく、少しでも軽くして、速度をあげないとっ！」

　ほらほら！　天華は機体を操あやつりながら、アルバルドたちにそう急せかした。ああ、そうかっ。と機体にしがみつくだけだった三人が、大おお慌あわてで飛空艇ていから持ってきた、背せ負おっていたリュックやら何やらを捨すて始める。黒い海に、小さな飛沫がいくつか舞まった。

「い、いや、待ってください！　それよりココロの持ってる、飛空艇の結けつ晶しよう体たいを併用すれば──」

「へやゃ？　あ、ああーっ！　間違って、いま捨てちゃったスううう～～～!!」

「って、な、なにをやってるんですか、あなたは!?」

「うあぁああんっ、だってだって……少しでも軽くって言われたからスよううぅ～！　うええええんっ」

「……あぁッ、もういいです！　じゃあとにかく、よけいなものは何でも捨てて……ちょっとアルバルド様っ、腰こしの剣けんも捨ててください！　少なくとも３キロぐらいは軽くなるでしょうっ？」

「え？　いや……いや、ま、待ってくれ。こ、これは嫌いやだ！　だって六本持ってきて、無事に残った最後の一本なんだぞっ！　これだけは、これだけは勘かん弁べんしてくれええええ！」

「何を情なさけないことを……捨てるんですよ、ほらっ!!　あぁあ、もうッ、ココロも手伝いなさいッ！　泣いてないで！」

「ひくっ、ぐすっ……だって、だって……ふぇえええ」

「い、いーやーだあああああああ!!」

　必死に飛ぶ雷帝号の上で。アルバルドの絶ぜつ叫きようが、深みを増ましてくる藍あい色いろの空へとこだました。

　最後はもちろん、「うりゃあッ！」と前に座る天華が裏うら拳けんの一発で黙だまらせて。背はい後ごの青年から剣を奪うばい取り、あっさり海に流したけれど──。







　あとがき







「えーと。とりあえず、この４００枚（原げん稿こう用よう紙し換かん算さん）はナシにしましょう」

　……読者のみなさんが今手にしておられるこの本は、担たん当とうＨさんのまさにそんな言葉から始まったと言っても、過か言ごんではありませんでした。

　一度、四し苦く八はつ苦くしながらも、どうにか原稿を書き上げたのですが。新人二作目（プロとしては一作目？）にして、さっそく「全ボツ」という洗せん礼れいを浴あびてしまいました（汗）。

　けれどもこの担当さんの判はん断だんは、間ま違ちがっていなかったと思います。なぜなら、そのおかげでこの『天てん華か無む敵てき！２』は、ボツにした原稿よりもドキドキやワクワクをいっぱいに詰め込んで完成し、みなさんの元に送り出すことができたのですから！

　こんにちは！　二冊目の本を無ぶ事じに出すことができて、本当に（×１０）ほっとしています。お久ひさしぶりのひびき遊ゆうです！

　第二巻の執しつ筆ぴつは冒ぼう頭とうでも触ふれたように、なかなか難なん航こういたしました。素人しろととして趣しゆ味みで小説を書いていた頃には思いもしなかった、長編作品の続編というものの難しさを、まさに目まの当たりにした感じです。

　第十五回ファンタジア長編小説大賞の受賞作である第一巻でも、担当さんとぶっつづけで６時間もの打ち合わせの末、改かい稿こう作業を行ったものですが。今度は「もっと二巻にふさわしい話を！　そして、ドラゴン以上の遺い跡せきを！」という基本方針に立ち返って、新たなプロット（話の流れを決める設計図）を練ねる作業のところにまで、一度戻ってしまいました。

　それからが本当に大たい変へんで……。毎日のように担当のＨさんと電話で１～２時間も話し込んでは、のたうち回ったものでした。話の方向性すら決まらない、というのはなかなかキツイものでして。このときはもう「どうしよううう────!!」とさながらアルバルドくんのように叫さけび、悶もん絶ぜつしてパソコンの前で頭を抱かかえたりということも（苦笑）。

　──結局、何が悪かったのかと言いますと。作者自身が、主人公である天華という少女のことを、よくわかっていなかったんですよね（[image: ↑]ダメじゃん！）。

　そこで今回は、天華に全すべてを任まかせてしまいました！　ある意味、これは一巻でもそうだったんですけれど。

　そうすると意外なほど、天華は世界を元気に駆かけ巡めぐってくれて。しっかりと、話を紡つむいでくれました。

　……と、簡単に書いてますが。実は執筆時は自分でも先の展開がまったくわからなくて、「これ、どうなるのおお!?」と、やっぱりアルバルドくんが乗りうつっていたりしたのですが。あは、ははは……。

　で、その横では天華が「ほらほら、とっとと書きなさいよねっ！　……って、なんであたしが死にそうな目に遭あってんの!?　ちょ、ちょっと！　これって、大丈夫なんでしょうね!!」などと暴あばれていたり。思わずＧに助けを求めてみても、「──知らん」などと素そっ気なく返されたりで（笑）。

　ただし、そうして作者が悶もだえ苦しんだぶん、読者にとっても「先の読めない」話になったかとは思います！

　そしてまた、作者としても大きな収しゆう穫かくが一つ。それは「ああ、天華って少女は、今この世界を駆けずり回りながら、成長していってる最さい中ちゆうなんだ」ということでした。

　少し前に「天華のことがよくわかっていなかった」と書きましたが、それはもう実はしごく当たり前のことで。一人のキャラクターとして発展途上であったからこそ、把は握あくできるはずのないキャラクターだったわけなんですね。小説を書いていくということは、なかなか奥が深いなあ、と思い知らされる出で来き事ごとでした。

　そして、この『天華無敵！』という物語は、そんな天華が成長していく過か程ていのお話なんですね。……ええ、まあ、あの、今いま更さらですけど（再認識させられた、ということで……）。

　──その成長というものが、顕けん著ちよに見えるものなのか、それとも一人の少女の胸の内に、ひっそりと積もるものなのか。それすら、私にはまだ見えていません。

　でも、だからこそ。こうして天華に振り回されながら、彼女と共に少しずつでも、成長していこうと思います。

　続編となる第三巻も、現在ぼちぼちと作業に取りかかっております。今度はなんと、Ｇを中心とした精書の謎について触れていくつもりです。また、白華もがんばる予定です♪

　近々刊かん行こう予定ということで、引き続きそちらの方もよろしくお願いしますね！





２００４年１月某ぼう日じつ　ひびき遊　　









　追記。

　ファンレターをくれた方々、ありがとうございました！　すごく励はげみになっています。ちゃんとお返事は出すつもりですので、気長に待っていてやってくださいね！（ぺこり）



















天てん華か無む敵てき！２








ひびき遊ゆう
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